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1　概 要

1．沿　　革

　宇宙科学研究所は，昭和56年4月14日付で設立された．

　当研究所の前身である東京大学宇宙航空研究所は，昭和39年4月に「宇宙理学・宇宙工

学及び航空の学理及びその応用の総合研究」を行う目的で設置された．以来，飛翔体に関

連した宇宙工学の研究開発並びに宇宙理学研究は，東京大学宇宙航空研究所を中心とし，

国・公・私立大学等多くの機関の研究者の協力の下に，自由な発想に基づく一貫した研究

プロジェクトとして進められ，多大の成果を収めてきた．

　この結果，我が国の宇宙理学・宇宙工学研究は発展をつづけ，世界的な趨勢を反映しそ

の規模が拡大してくるとともに，大型国際協力計画への参加など国際的な連携体制への配

慮も必要となってきた．更に実利用分野にわたる国の宇宙開発計画の拡大に対して，その

自立的発展に寄与するためにも，特に宇宙工学分野における幅広い研究の拡充が必要とな

ってきていた．

　この情勢を踏まえ，東京大学宇宙航空研究所においては，将来の体制のあり方について

検討が重ねられてきた．また文部省学術審議会においても，文部大臣の諮問に応えて審議

の結果，昭和50年10月に至り「宇宙科学研究の推進」について答申が行われた．その中

で今後の我が国の宇宙科学研究のあり方と，これを推進するための中枢となる研究所（い

わゆる「中枢研究所」）の必要性が強調された．

　宇宙航空研究所では所外の関連研究者の意見も徴しつつ，さらに討議を進め，宇宙理学・

宇宙工学に関わる部分が発展的に「中枢研究所」に移行するのが適当であるとの結論に達

し，これを受けて東京大学評議会においても同様の趣旨の結論が得られた．これに従い，

昭和55年4月に東京大学に「宇宙科学のための中枢研究所」設立準備調査委員会が発足し，

中枢研究所のあるべき姿について審議を重ね，「中枢研究所」を緊急に発足させることの必

要性とその目的・組織・規模・事業計画等の基本的事項が取りまとめられた．

　これに基づき昭和56年度予算に「研究所の創設」について概算要求を行い，第94回国

会において「宇宙科学研究所」の設置に関する予算並びに国立学校設置法の改正がなされ，

昭和56年4月14日付をもって，東京大学宇宙航空研究所を発展的に改組し，宇宙科学研

究所が発足したものである．

2．設置目的

　宇宙科学研究所は，気球，ロケット，人工衛星などの宇宙飛翔体を用いた観測実験によ

る宇宙理学研究の推進と，それら宇宙飛翔体の研究開発及びその利用を通じての宇宙工学

技術の発展を図るとともに，この研究に従事する全国の国・公・私立大学その他の研究機

関の研究者に利用させることを目的として設置された文部省に属する教育研究機関であ
る．

　この研究所は，国立学校設置法第9条の2に掲げる国立大学共同利用機関として設置さ

れ，研究者は教授，助教授又は助手として大学教員の処遇を受ける．

　共同利用機関として，全国の関係分野の研究者にその利用が開かれており，また国・公・
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私立大学の研究者や外国人研究者を客員の教授，助教授等として迎えることができる．

　また，大学院教育としては国・公・私立大学の要請に応じ，当該大学の大学院教育に協

力することになっており，このことを通じて，この分野の後継者養成に貢献することとな

っている．

　宇宙科学研究所の主要な研究活動は，大気球，観測ロケット，科学衛星等宇宙飛翔体に

よる観測実験及びそれら宇宙飛翔体の研究開発であるが，その規模は，年間大気球約17機，

観測ロケット7機，科学衛星1個程度である．このうち，科学衛星は，昭和45年2月の我

が国初の人工衛星「おおすみ」以来，これまでに16個の打ち上げに成功し，大気球，観測

ロケットによる研究とあわせ，宇宙科学の発展に多大の成果をもたらしている．

　宇宙科学研究所は，駒場における施設設備のほか，附属の研究施設として，鹿児島宇宙

空間観測所（鹿児島県内之浦町），能代ロケット実験場（秋田県能代市），三陸大気球観測

所（岩手県三陸町），宇宙科学資料解析センター（駒場）及び臼田宇宙空間観測所（長野県

臼田町）を有している．

3．宇宙開発体制

　我が国の宇宙開発推進体制は，「宇宙開発政策大綱」にその指針が示されているように，

確立された計画のもとに，個々の機関で行われている宇宙開発を国として一体性を保ちつ

つ，総合的かつ効果的に実施することが図られている．

　人工衛星の打ち上げは，宇宙科学研究所及び宇宙開発事業団で行われているが，科学衛

星及び同打ち上げ用ロケットは，開発から打ち上げ・運用に至る過程のすべてを宇宙科学

研究所が責任をもって実施し，実利用分野の人工衛星については宇宙開発事業団が中心と

なって開発が進められている．

水　産　庁

工業技術院
機械技術研究所
電f’技術総合研究所
大阪工業技術試験所

1叢当
　電波研究所

L＿一＿一＿一＿．

院
防
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土国

国立極地研究所

国立大学
　　附置研究所

表①我が国の宇宙開発体制
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　このため，総理府に宇宙開発委員会が設置され，科学と実利用との間の総合調整や重要

な施策について審議され，「宇宙開発計画」が策定されている．

（1）我が国の宇宙開発体制及び宇宙開発総予算は，表①，表②に示す通りである．

（2）昭和60年3月に策定された宇宙開発計画のうち，宇宙科学研究所関係の個別の事項の

概要は次の通りである．

　◎科学の分野の開発計画

　　1．開発プログラム

　　　（1）人工衛星の運用

　　　　①第8号科学衛星（ASTRO－B）

　　　　　　X線星，X線銀河，軟X線星雲等の観測を行うことを目的として，昭和58年

　　　　　2月に打ち上げた第8号科学衛星（ASTRO－B）「てんま」を運用する．

　　　　②第9号科学衛星（EXOS－C）

　　　　　　光学的に成層圏，中層圏の大気研究を行うとともに，第3号科学衛星「たい

　　　　　よう」により発見された南大西洋地磁気異常帯上空での電離層プラズマの特異

　　　　　現象を解明することを目的として，昭和59年2月に打ち上げた第9号科学衛星

　　　　　（EXOS－C）「おおそら」を運用する．
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表②我が国の宇宙開発総予算

3

This document is provided by JAXA.



　　　③試験惑星探査機（MS－T　5）

　　　　　M－3SIIロケット1号機の性能を確認するとともに，惑星間軌道達成とこれ

　　　　に関連した姿勢制御，超遠距離通信等の技術を習得することを目的として，昭

　　　　和60年1月に打ち上げた試験惑星探査機（MS－T　5）「さきがけ」を運用する．

　　　④第10号科学衛星（PLANET－A）
　　　　　地球軌道より内側の惑星間プラズマの研究及びハレー彗星の紫外領域におけ

　　　　る観測研究を行うことを目的として，昭和60年8月に打ち上げた第10号科学

　　　　衛星（PLANET－A）「すいせい」を運用する．

　　（2）人工衛星の開発

　　　①第11号科学衛星（ASTRO－C）
　　　　　第11号科学衛星（ASTRO－C）は，活動銀河の中心核のX線源の観測及び多

　　　　様なX線天体の精密な観測を行うことを目的とした衛星で，M－3SIIロケット

　　　　により，昭和61年度に高度約500kmの略円軌道に打ち上げる．

　　　②第12号科学衛星（EXOS－D）
　　　　　第12号科学衛星（EXOS－D）は，地球磁気圏におけるオーロラ粒子の加速機

　　　　構及びオーロラ発光現象等の精密観測を行うことを目的とした衛星で，M－3S

　　　　　IIロケットにより，昭和63年度に近地点高度約400　km，遠地点高度約10，000

　　　　kmの長楕円準極軌道に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める．

　　　③第13号科学衛星（MUSES－A）
　　　　　第13号科学衛星（MUSES－A）は，惑星探査に必要となる軌道の精密標定・

　　　　制御・高効率データ伝送技術等の研究を行うとともに，その一環としての月ス

　　　　　イング・バイ技術の試験を行うことを目的とした衛星で，M－3SIIロケットに

　　　　　より，昭和64年度に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める．

　　　　④磁気圏観測衛星（GEOTAIL）
　　　　　磁気圏観測衛星（GEOTAIL）は，日米協力として我が国が衛星の開発を担当

　　　　　し，米国がスペースシャトルを用いた打ち上げ等を担当して，地球の夜側に存

　　　　　在する長大な磁気圏尾部の構造とダイナミックスに関する観測研究を行うこと

　　　　　を目的とした衛星で，昭和65年度に打ち上げることを目標に開発を行う．

　　　　⑤粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）

　　　　　　粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）は，プラズマ及び電子ビーム

　　　　　を放射することにより，オーロラの発光機構，プラズマ中の荷電粒子の運動及

　　　　　び電磁波動の励起等を解明することを目的とするもので，昭和61年度に打ち上

　　　　　げが予定されているスペースシャトルを利用して再実験を行うことを目標にそ

　　　　　の準備を進める．

◎輸送系共通技術の分野の開発計画

　　1，開発プログラム

　　　ロケットの開発

　　　①Mロケット
　　　　Mロケットは，全段に固体燃料を用いるロケットとし，科学衛星の打ち上げに利

　　　用するものとして開発を行ってきたものであり，今後とも信頼性が十分に得られる

　　　段階まで，宇宙科学研究所において引き続き開発を進めるものとする．
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　　　すなわち，M－3　Sロケットの第2段及び第3段モータの改良，第1段補助ロケッ

　　トの変更等を行ったM－3SIIロケットについて，昭和61年度に第11号科学衛星

　　（ASTRO－C）を，昭和63年度に第12号科学衛星（EXOS－D）を，昭和64年度に

　　第13号科学衛星（MUSES－A）を打ち上げることを目標に引き続き開発を進める．

4．組織及び運営

　a．組織・運営

　本研究所は，9研究系並びに管理部，技術部及び観測部から構成されているほか企画調整

主幹及び対外協力室が置かれている．また附属の研究施設として，鹿児島宇宙空間観測所，

能代ロケット実験場，三陸大気球観測所，宇宙科学資料解析センター及び臼田宇宙空間観

測所が置かれている．

　研究系は，研究のための基本的組織であり，一つの研究系のもとには，3から7の研究部

門が置かれており，9研究系を合わせた研究部門数は42部門（うち客員部門13を含む）で，

専任部門は原則として教授1，助教授1，助手2で構成されている．各研究系には研究主幹

が置かれ，いずれかの部門の教授が併任している．企画調整主幹は，本研究所が行う観測

及び研究開発に係るプロジェクトの企画及び実施について総合調整するために設けられ，

教授が併任することとなっている．また，対外協力室は，国内外の関係機関との学術的技

術的協力に関し，企画連絡等にあたるためのもので，その長は教授が併任する．

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，所長に対する助言あるいは諮問機関と

して文部大臣が任命する評議員と運営協議員が置かれている．このほか，研究所内だけで

構成する各種の所内委員会や，全国の多数の関係研究者を構成員として共同研究計画等に

ついて審議する各種の研究委員会が設けられている．

評議員名簿（50音順）

　放送大学教授

　東京大学理学部長

　名城大学（理工学部）教授

　宇宙開発事業団理事長

　基礎生物学研究所長

　東京大学東京天文台長

　日本学術会議会長

　宇宙開発委員会委員

　京都大学名誉教授

　国立極地研究所名誉教授

　高エネルギー物理学研究所長

　名古屋大学（理学部）教授

　東京大学名誉教授

　東京大学工学部長

　東京工業大学名誉教授

　国立極地研究所長

　上智大学（理工学部）教授

昭61・3・31現在

碧海　純一

有馬　朗人

内田　茂男

大澤　弘之

岡田　節人

古在　由秀

近藤　次郎

斎藤　成文

澤田　敏男

水田　　武

西川　哲治

早川　幸男

久松　敬弘

堀川　清司

松田　武彦

松田　達郎

柳瀬　睦男
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東京理科大学長 吉識　雅夫

運営協議員名簿（50音順）

（所外）

　東京理科大学（理工学部）教授

　東北大学（理学部）教授

　京都大学超高層電波研究センター長

　東京大学（工学部）教授

　東京大学（東京天文台）教授

　上智大学（理工学部）教授

　東京大学（工学部）教授

　京都大学（工学部）教授

　東北大学（工学部）教授

　大阪大学（理学部）教授

（所内）

教授・鹿児島宇宙空間観測所長

教授・惑星研究系研究主幹

教授・衛星応用工学研究系研究主幹

教授・太陽系プラズマ研究系研究主幹

教授・宇宙輸送研究系研究主幹

教授・宇宙推進研究系研究主幹

教授・共通基礎研究系研究主幹

　教授・宇宙圏研究系研究主幹

教授・対外協力室長

　教授・企画調整主幹

教授・宇宙探査工学研究系研究主幹

梅川　荘吉

大家　　寛

加藤　　進

木村逸郎
小平　桂一

鈴木　　洋

関口　　忠

前田　　弘

松尾　正之

宮本　重徳

秋葉錬二郎

伊藤　富造

後川　昭雄

大林　辰藏
ノ」、口　　伯良β

倉谷健治
高柳　和夫

田中　靖郎

西村　　純

野村　民也

林　　友直
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c．昭和61年度宇宙科学研究所大学院学生受入要領

1．受入人員

宇宙圏研究系

太陽系プラズマ研究系

惑星研究系

共通基礎研究系

システム研究系

宇宙輸送研究系

宇宙推進研究系

宇宙探査工学研究系

衛星応用工学研究系

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

2．受入対象

大学院に在学し，宇宙科学（宇宙理学及び宇宙工学）またはその関連分野を専攻する者

3．研究内容及び研究題目

　各研究系の研究内容及び担当教官が指導することのできる主な研究題目を以下に掲げま

す．

　なお，多くの研究室ではこれらの研究題目と関係の深い基礎または応用の諸問題に関し

てセミナーを行っています．

宇宙圏研究系

　宇宙からくるX線，γ線，粒子線及び赤外線による天体の実験物理学的研究．人工衛星，

気球，ロケット等を利用してこれらの放射線の観測を行いX線，γ線，粒子線及び赤外線

天文学の研究を行う．またこれらの観測に必要な新しい測定技術の開発も行う．

　研究対象は中性子星，ブラックホール，超新星，活動銀河，ガンマ線源など特異な天体

をはじめ，原始星，星雲など赤外線を強く放射する天体である．また，星間空間や宇宙空

間プラズマも宇宙粒子線やX線の研究課題となっている．観測対象によっては地上の光

学・赤外望遠鏡や電波望遠鏡と共同研究も行う．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

　　　　　　　　　　　X線天文学
@　　　　　　　　　　γ線天文学高エネルギー天体物理学　　　　　　　　　　　粒子線天文学

@　　　　　　　　　　星間プラズマ物理学

西　村　　　純

c　中　靖　郎

ﾄ　野文　命
ｬ川原　嘉　明

赤外線天体物理学 奥　田　治　之
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太陽系プラズマ研究系

　太陽及び惑星系空間のプラズマ現象を中心とした宇宙科学分野であり，これは2部門に

分れている．

　1）宇宙空間物理学，2）磁気圏及び太陽風物理学であり，これらの分野の理論的，実験的

研究を含んでいる．

　宇宙空間物理学は宇宙空間にひろがる太陽・地球系物理学の関連現象，とくに宇宙プラ

ズマを中心とした自然現象を取扱う学術分野で，近年とくに発達しているロケット，科学

衛星などの観測機器を駆使して研究を行おうとするものである．なお，これには電波物理

学などの諸分野も含まれている．

　磁気圏及び太陽風物理学は地球外圏大気（電離圏領域）から惑星間空間にまでひろがる

領域の自然科学を中心にした学術分野で，とくに太陽風によるエネルギーの外部からの流

入，それの変換過程，オーロラ現象の発現といったことが中心課題になる．それらの現象

過程の測定技術，研究実験などの課題も包含されている．

研 究 題 目 担当教官

宇宙空間物理学 大　林辰　蔵

磁気圏及び太陽風物理学
西　田　篤　弘

ﾟ　田　浩一郎

惑星研究系

　惑星研究系では地球，惑星及び彗星周辺の大気・プラズマの観測，データ解析，理論的

研究を中心とし，さらに関連したプラズマ，生命の起源，一般相対論等の基礎的研究が進

められている．

　観測の手段としては気球・ロケット・人工衛星が用いられており，ここ数年は昭和58年

12月に実施されたスペースシャトルによる国際協力実験SEPAC，昭和59年2月に打上

げられた科学衛星“おおそら”及び昭和60年に打上げられたハレー彗星探査機による観測

データの解析・研究が重要研究課題となる．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙及び実験室におけるプラズマ・一般相対論に関する実験 河　島信樹
地球・惑星大気の構造・組成の研究 伊藤富　造
地球・惑星大気及びプラズマの観測方法と基礎実験 中　村良　治

惑星及び星間分子雲における原子分子過程

生命の起源と進化及び分子生物学
清　水幹夫

共通基礎研究系

　現在，この研究系で専任教官がいるのは宇宙空間原子物理学部門だけである．ここでは，

近くは上層大気・電離層から遠くは星間空間に至る宇宙のさまざまな場所で起る原子分子

10
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素過程の理論的研究を行っている．現在研究が進行しているテーマには，1）原子分子の光

電離，2）電子衝突による原子イオンの励起，3）中・低エネルギーでのイオンと分子の衝突

（振動・回転励起），4）極性分子同士の衝突，5）電荷移行衝突，6）電離層関係の一，二の計

算などがある．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官
宇宙空間における原子分子過程 高　柳和　夫

原子衝突（光子，電子，分子，イオン等の衝突現象）の理論 市　川　行和

システム研究系

　システム研究系では宇宙飛翔体に関連したシステム工学の研究を行っている．研究題目

は別表に示した通りであるが，大気球，ロケット，惑星探査機にいたる飛翔体，及び航行

に関する研究と，これら搭載機器の回収システムの研究を行っている．具体的にはそれら

に関連する実験，観測システム，計算機によるシミュレーション等の指導を行っている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙輸送システムに関する研究 秋　葉　鎗二郎

宇宙推進工学の研究 高　野雅　弘

推定・制御理論の宇宙システムへの応用 西　村敏　充

パラシュート工学
西　村　　　純

浴@田　元　紀

減速物体の空力特性 雛　田　元　紀

流　体　力　学

宇宙航行の力学
大　島　耕　一

宇宙航行の力学 桑　原　邦　郎

観測用大気球システム 西　村　　　純

惑星間飛行計画 松　尾　弘　毅

惑星間探査機の設計法 上　杉　邦　憲

宇宙輸送研究系

　宇宙輸送研究系では，大気圏から深宇宙に及ぶ広い範囲における科学探査，工学実験を

支える飛翔体とその輸送に関する分野の研究を行っている．飛翔体構造工学，気体力学，

高速流体力学，高強度材料工学の4部門があり，現在それぞれロケットの構造動力学，飛

翔体及びそのモータケースの構造設計・解析とその機械環境試験，宇宙飛行に関する流体

力学，飛翔体の空気力学，ロケット用高強度材料，高温における材料の変形及び破壊機構

等の研究を進めている．
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研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙飛翔体の気体力学
小　口　伯　郎

ﾀ　部　隆　士

飛翔体をよぎる圧縮性流れの数値解析

再突入物体の空力加熱と熱防禦
辛　島桂　一

飛翔体・人工衛星の構造 小野田　淳次郎

金属材料の強化法及び強化機構 堀　内　　　良

飛翔体用構造材料に関する研究 栗　林一　彦

宇宙推進研究系

　宇宙飛翔体を推進させる固体ロケット，液体ロケット及び電気推進ロケット等の基礎開

発を主目標とする．ロケットエンジンの開発に必要な研究を機械工学，化学反応，電磁流

体力学，伝熱学等の立場から進めることは当然として，そのほかロケット用燃料，ロケッ

ト構成用耐熱材料の研究を行う．なお，宇宙基地構想に関連して閉鎖生態系等のライフサ

イエンスに対しても基礎的な検討を行っている．

分光学的方法による気相高速度反応の研究 山　下　雅　道

高性能固体推進薬に関する研究 岩　間　　　彬

電気推進，宇宙生命維持 栗　木恭　一

宇宙探査工学研究系

　宇宙探査工学研究系は主として宇宙探査機に関連のある電子工学と機械工学の分野にお

ける基礎ならびに応用研究を行っており，大型宇宙構造物，電子計装，誘導制御，電波追

跡及び宇宙自動機構などの部門から成っている．

　最近の研究活動としてほ宇宙機の軽量構造概念，宇宙における大型構造物の構造解析な

どの研究を中心として大面積太陽電池パネルの展開や各種観測用センサの伸展ブームなど

の応用研究も進められている．また宇宙における熱制御に重要な物質表面の分光学的研究

のほか，光子や電子の検出，及び高電圧放電防止などの研究も行われている．ロケットの

飛行や探査機の運用に必要な誘導制御や姿勢安定のための制御システムに関する研究を進

めると同時に，宇宙機の姿勢検出，指向制御，精密測距などに用いるセンサとそのデータ

処理に関する研究も行われている．なお電波追跡に関連して惑星間空間探査用テレメト

リ・コマンド方式とこれに用いる搭載ならびに地上用アンテナについても研究が進められ

ている．
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研　　　究　　　題　　　目 担当教官
大型宇宙構造物の構造概念に関する研究

三　浦　公　亮

宇宙船及び宇宙構造物の構造解析 名　取　通　弘

宇宙用材料表面の分光学的研究

光子計数装置とその応用 林　　　友　直

二次電子放出現象とその応用

宇宙飛翔体用姿勢センサ及びそのデータ処理の研究

宇宙機の姿勢の運動と制御法に関する研究
二　宮　敬　慶

制御工学

宇宙機の誘導・制御
中　谷　一　郎

高効率通信方式に関する研究 野村民　也

深宇宙通信
林　　　友　直

a@野　　　忠

衛星応用工学研究系

　衛星応用工学研究系には，宇宙電子部品，宇宙エネルギー工学及びリモートセンシング

工学の三つの部門と二つの客員部門がある．これらの部門では，半導体デバイス，マイク

ロ波の散乱・伝播の研究ほか多くの基礎的な研究から，スペースステーション，ロケット

推進システム等将来の宇宙システムの開発にかかわる研究まで，幅広い研究活動を行って

いる．当研究系の各部門では表に示した題目について，主に基礎的な問題を取り上げて研

究指導を行うことを予定している．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

アモルファス太陽電池の評価 後　川　昭　雄

プロジェクト論 長　友　信　人

宇宙動力システム 棚　次　亘　弘

マイクロ波を用いたリモートセンシング 広　沢春任
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d．職員数
　現員表（61．3．30現在）

　　　　職種別職員数

区　　分 所長 教授 助教授 助　手 事務官 技官 用務員 階勤職　合計

職員数 1

28

ｦ11

17

ｦ11 53 75 95 2
　278
V　　※22

※印客員

部別職員数

区　分 所　長 教　授 助教授 助　手 事務官 技　官 用務員 常勤職 合計

所　長 1 1

研究系
　27

ｦ10
　16

ｦ10 51

　94

ｦ20

管理部
70 10 1 1 82

技術部
30 2 32

観測部
38 2 40

対外協力

@室 1 1

附属施設
※1

　1

ｦ1 2 5 17 1 2

28

ｦ2

計 1
　28

ｦ11
　17

ｦ11 53 75 95 2 7

278

ｦ22

　　　　　　　　　　大学院学生　　70
　　　　※印客員
　　　　　　　　　　研究生　　7

e．予　　算
昭和60年度予算額

　　経　　常　　費

　　科学衛星及びロケット観測経費

　　　（大型特別機械整備費335，000千円含む）

　　大気球観測経費

　　　（大型特別機械整備費260，000千円含む）

　　国　立　学　校

　　施設整備費
　　　（大型特別機械整備費595，000千円除く）

　　科学研究費補助金

　　そ　　の　　他

14，300，043千円

2，484，720

10，960，415

388，459

265，552

164，797

22，800

13，300

14

This document is provided by JAXA.



　f．おもな職員
管理部

　部長

　庶務課長

　研究協力課長

　主計課長

　契約課長

　施設課長

技術部

　部長（併）

　飛翔体開発課長

　基礎技術課長（併）

　機械開発課長（事取）

観測部

　部長（併）

宇宙圏研究系

　　研究主幹

　　理博　田中

　　教　　授

　　理博　愼野

　　理博　奥田

　　客員教授

　　理博　近藤

　　助教授
　　理博

　　理博　松岡

　　客員助教授

　　理博　松本

宗形　郁夫

福本國太郎

長谷部昌弘

鳥尾　幸寛

深谷　英夫

橋本　敬輔

堀内　　良

青柳鐘一郎

関口　　豊

堀内　　良

秋葉鎮二郎

　打上管制課長　　　　　　橋元

　観測管制課長（併）　　　市川

　企画管理課長　　　　　　林

附属施設

　鹿児島宇宙空間観測所

　　　所長（併）

　能代ロケット実験場

　　　場長（併）

　三陸大気球観測所

　　　所長（併）

　宇宙科学資料解析センター

　　　センター長（併）

　臼田宇宙空間観測所

　　所長（併）

　　　　　　　　靖郎（高エネルギー天体物理学第2部門）

　　　　　　　　文命（高エネルギー天体物理学第3部門）

　　　　　　　　治之（赤外線天体物理学部門）

　　　　　　　　一郎（宇宙圏観測システム部門）

　　　　　小川原嘉明（高エネルギー天体物理学第1部門）

　　　　　　　　勝（高エネルギー天体物理学第2部門）

　　　　　　　敏雄（宇宙圏観測システム部門）

太陽系プラズマ研究系

　　研究主幹

　　理博　大林　辰藏（磁気圏電波科学部門）

　　教　　授

　　理博　西田　篤弘（磁気圏プラズマ物理学部門）

　　助教授
　　理博　鶴田浩一郎（磁気圏電波科学部門）

　　客員教授

　　工博　木村　磐根（太陽系プラズマ観測システム部門）

雄
満
幸

保
　
紀

秋葉錬二郎

倉谷　健治

西村　　純

大林　辰藏

林　　友直
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客員助教授

理博　斉藤

惑星研究系

　　研究主幹

　　工博　伊藤

　　教　　授

　　理博　河島

　　理博　清水

　　助教授
　　理博　中村

　　客員教授

　　工博　大家

　　理博　水谷

　　客員助教授

　　理博　國分

　　理博　藤井

尚生（太陽系プラズマ観測システム部門）

富造（惑星大気計測学部門）

信樹（超高層大気物理学部門）

幹夫（惑星大気物理学部門）

良治（惑星大気計測学部門）

　寛（大気観測システム部門）

　仁（宇宙固体科学部門）

　征（大気観測システム部門）

直之（宇宙固体科学部門）

共通基礎研究系

　　研究主幹

　　理博　高柳　和夫（宇宙空間原子物理学部門）

　　助教授
　　理博　市川　行和（宇宙空間原子物理学部門）

　　客員教授

　　理博　蓬茨　霊運（理論宇宙物理学部門）

　　理博　三浦謹一郎（宇宙生命科学部門）

　　客員助教授

　　理博　小川　利紘（理論宇宙物理学部門）

　　理博　渡邊　公綱（宇宙生命科学部門）

システム研究系

　　研究主幹

　　理博　大島　耕一（宇宙環境工学部門）

　　教　　授

　　工博　秋葉錬二郎（システム工学第1部門）

　　Ph．・D，西村　敏充（システム工学第2部門）

　　工博　雛田　元紀（保安工学部門）

　　理博　西村　　純（気球工学部門）
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　　工博　松尾　弘毅（軌道工学部門）

　　助教授
　　工博　高野　雅弘（システム工学第1部門）

　　理博　桑原　邦郎（宇宙環境工学部門）

　　工博　上杉　邦憲（軌道工学部門）

宇宙輸送研究系

　　研究主幹

　　工博　小口　伯郎（気体力学部門）

　　教　　授

　　工博　辛島　桂一（高速流体力学部門）

　　工博　堀内　　良（高強度材料工学部門）

　　助教授
　　工博　小野田淳次郎（飛翔体構造工学部門）

　　工博　安部　隆士（気体力学部門）

　　工博　栗林　一彦（高強度材料工学部門）

宇宙推進研究系

　　研究主幹

　　理博　倉谷健治（推進機構学部門）

　　教　　授

　　工博　岩間　　彬（推進燃料工学部門）

　　工博　栗木　恭一（電気推進工学部門）

　　助教授
　　理博　山下　雅道（推進機構学部門）

　　客員教授

　　理博　平尾　泰男（放射線工学部門）

　　客員助教授

　　工博　一守　俊寛（放射線工学部門）

宇宙探査工学研究系

　　研究主幹

　　工博林　友直（電子計装工学部門）

　　教　　授

　　工博　三浦　公亮（宇宙構造物工学部門）

　　工博　野村　民也（電波追跡工学部門）

　　助教授
　　工博　名取　通弘（宇宙構造物工学部門）
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　　工博　二宮　敬度（電子計装工学部門）

　　工博　中谷　一郎（宇宙機制御工学部門）

　　客員教授

　　工博　前田　　弘（宇宙自動機構工学部門）

　　客員助教授

　　工博　吉川　恒夫（宇宙自動機構工学部門）

衛星応用工学研究系

　　研究主幹

　　工博　後川　昭雄（宇宙電子部品部門）

　　教　　授

　　工博　長友　信人（宇宙エネルギー工学部門）

　　工博　廣澤　春任（リモートセンシング工学部門）

　　助教授
　　工博　棚次　亘弘（宇宙エネルギー工学部門）

　　客員教授

　　工博　小林　繁夫（宇宙材料実験部門）

　　工博　高木　幹雄（宇宙計測工学部門）

　　客員助教授

　　工博　小林　康徳（宇宙計測工学部門）

　　工博　山本　良一（宇宙材料実験部門）

対外協力室

　　教　　授

　　理博竹内　端夫

宇宙科学資料解析センター

　　客員教授

　　工博佐藤　哲也

　　客員助教授

　　工博松本　　紘

臼田宇宙空間観測所

　　助教授
　　工博　高野　　忠
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5．研究所の位置・敷地・建物

宇宙科学研究所

位　　置

　東京都目黒区駒場4丁目6番1号
　北緯35°41’30”　東経139°45／80”

敷地・建物

　敷地：　　　　97，694m2

　建物：建面積　10，617m2

　　　　延面積　22，267m2

　　　　　各建物の配置は付図のとおりであり，東京大学工学部附属境界領域研究施設の

　　　　　建物中に共通使用している部分が354m2ある．

鹿児島宇宙空間観測所

位　　置

　鹿児島県肝属郡内之浦町南方字松崎1791－13

　北緯31°15’00”　東経130°04’45”

敷地・建物

　敷地：　　　　717，283m2

　建物：建面積　11，216m一

　　　　延面積　14，754m2

能代ロケット実験場

位　　置

　秋田県能代市大字浅内字下西山

　北緯40°09／52”　東経139°59’36”

敷地・建物

　敷地：　　　　46，470m2

　建物：建面積　2，649m2延面積：2，767m2

三陸大気球観測所

位　　置

　岩手県気仙郡三陸町吉浜

　北緯30°09’30”　東経141°49’30”

敷地・建物

　敷地：　　　　71，246m2

　建物：建面積　　748m2延面積：981　m2

臼田宇宙空間観測所

位　　置

　長野県南佐久郡臼田町大字上小田切字大曲1831－6

　北緯36°07’49”　東経138°22’03”

敷地・建物

　敷地：97，211m2

　建物：建面積　1，　144　m2延面積：1，647m2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
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相模原キャンパス

位　　置

　神奈川県相模原市由野台3丁目1番1号

　北緯35°34’04”東経139°22’36”

敷地・建物

　敷地：26，416m2

　建物：建面積　9，015m2延面積：16，725m2

　　　　　　　　　　　　　　　　　相模原キヤンパス
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建物

ﾔ号 建　物　名　称

3 中央変電窒・車庫
4 宇宙輸送系実験室
9 金属加工実験室
10 正　　門　　衛　　所

14 第　　1　　倉　　庫

15 金属材料実験室
17 第　　2　　倉　　庫

19 第　3　管　理　棟

22 宇宙輸送系研究実験室

23 宇宙輸送推進系研究窒

24 宇宙推進系実験室
27 暖　房　汽　缶　室

34 工　　　作　　　室

35 超音速気流総合実験棟

36 宇宙科学実験準備室

40 宇宙飛翔体環境実験室

41 第　2　管　理　棟

43 東　　門　　衛　　所

44 　　　　　　　　ｼ　　門　　衛　　所

45 第1宇宙科学工学総合研究棟

46 スペースチャンバープラズマ実験室

47 電波無響実験室
48 耐　爆　実　験　室

49 ス　ピ　ン　実験室

50 気球接藩実験室
51 　　　　　　　　　一?@険　物　倉　庫

52 圧　　縮　　機　　蜜

54 宇宙放射線実験室

55 科学衛星実験室
56 第2宇宙科学工学総合研究棟

58 中　央　器　材　庫

62 三　級　火　薬　庫

63 ポ　　ン　　プ　　室

64 第　　1　管　理　棟

66 油圧式振動試験装置上屋

67 第一仮設研究棟
68 第二仮設研究株

宇宙科学研究所配置図

懸宇宙科学研究所

「一　一’　－1東京大学工学部附属
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　　延22，267m’
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II研究活動

1研究系の研究活動

宇宙圏研究系

科学衛星「はくちょう」による宇宙X線の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　小田

（他大学，他研究機関の研究者の研究
テーマは本所で研究したものである）

稔・教授田中靖郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授愼野文命・籔墨臆一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔墨獣霊運・助鞭松岡勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小川原嘉明・助手小山勝二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手村上敏夫・助手井上　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　牧島　一夫・技　官　田之頭昭徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論盈蠣隆哉・撫留細和久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉竃河合誠之・奉糧中村難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉纏池上健・奉糧加藤囎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴崎獺（神奏川）・早川朝（蓮大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬文日噸大゜）・国枝秀世（麹大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原譲（蓮大’）・躰重徳（騒大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下広順（阪大・理）・常深博（騒大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他「はくちょう」観測班

　X線天文衛星「はくちょう」は1985年4月15日18時26分（V．T．）に周回数34563で

大気に再突入しその機能を停止しました．1979年2月の打ち上げ以来6年と2ヶ月の運用

となった．再突入に先立つ1～2年は搭載蓄電池が劣化し，その機能を十分に発揮するこ

とが出来なかった．それでもX線観測器系は落下時まで正常に機能し銀河中心付近のX

線源を数多く観測している．現在この6年間に集積されたデーターの整理と解析がひき続

き行われている．

　科学衛星用姿勢計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助鞭小川朧明・欝鵡満田和久

　科学衛星用の姿勢計として，ASTRO－C衛星に搭載する精密非スピン型太陽姿勢計

（NSAS）や，星姿勢計（STT）の開発を行ってきた．これは宇宙工学の二宮研究室との共

同研究である．今年は，フライトモデルの設計製作と性能試験が行われた．そのほか，将
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来の衛星に搭載する固体センサーを用いた星姿勢計の設計も進められている．

　半導体焦点面検出器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　松岡　　勝・助　手　村上　敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小山勝二・奉糧醐史郎

　比例計数管や蛍光比例計数管に比べてエネルギー分解能が優れた半導体検出器は既に各

種の分野で使用されている．しかしその性能を十分に発揮させるためには常時冷媒によっ

て冷却しなければならず扱いが難しく人工衛星搭載に向いていない．そこで常温でも構造

上リーク電流の少ないPIN型半導体に着目し，それをX線検出器として利用する開発が

行われている．現在までのところ常温で使用している後段のアンプからのノイズの寄与が

より分解能を制限しており，超低ノイズチャージアンプの開発と半導体素子の二次元化が

検討されている．

　ひのとりによる太陽フレアの観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひのとり観測班

　科学衛星ひのとりのデータ解析は本年度も継続して行われた．データ解析の比重はひの

とりの単独のデータの解析から他の波長での観測との共同解析へ移行しつつある．また観

測結果をもとにした数値シミュレーションも行われている．

　1．　カルフォルニア工科大学（光学観測），東京天文台（光学，電波観測），VLA電波天

文台との共同解析が行われた．

　2．ひのとりの観測結果を説明するために，電子ビームのダイナミックスの数値計算が

行われた．

　HESP（SOLAR－A）計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤　一郎・助教授　小川原嘉明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HESPワーキンググループ（WG）

　1991年から94年にかけて次期太陽活動極大期に主として太陽フレアに伴うX線を観

測する計画がHESP　WGで立案されている．「ひのとり」衛星で得られた観測結果を更に

発展させるために次のSOLAR－Aでは軟X線ミラー望遠鏡（0．1～3　keV）と硬X線フー

リェ合成型望遠鏡（10～100keV）が搭載される．これによってフレアに伴う高エネルギー

現象を広いエネルギー範囲で精密な画像として得られる．更に出来るだけ広いエネルギー

範囲でのエネルギースペクトラムの測定も同時に行なわれる．この衛星は日本国内の太陽

物理研究者のみならず米国の研究者の参加も期待しており，米国内で搭載可能計測器の募

集を行う手続きがNASAによって始められている．太陽活動極大期をのがさないように

1991年夏の打ち上げが望まれる．

教
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咽糊糟焔に劇んに星衛学科
授　田中　靖郎

授　愼野　文命
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是近藤一郎壌是蓬茨霊運

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　松岡　　勝・助教授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤井正美・助手山上隆正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　小山　勝二・助　手　村上　敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手井上　一・助手牧島一夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官田之頭昭徳・濤護桜井嵌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤煮細和久・奉襟加藤政博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉讐池上健・李握中村難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉握膿真之・奉纏細和彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉蓮王波奇・李嘩堂谷忠靖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李讐高野史郎・奉輝柵清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　中条　将典・研究生　久保　浩幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早川幸噸大’）・長瀬文昭（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国枝秀世（蓮大゜）・田原纏大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躰重徳（阪大・理）・山下広ll畷大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常深博（阪大・理）・北本俊二（騒大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川道夫（大阪市大）・「てんま襯測班

　科学衛星「てんま」は，打ち上げ後3年目に入り，宇宙X線源の観測は本年度も継続し

て進められた．得られたデータの詳しい解析と解釈を通じて，新しい数々の成果が生まれ
た．

　（1）星の生成領域中にある明るいX線源のX線スペクトルや強度変化が詳しく解析さ

れ，X線がどのような状況で発生しているのか等について考察が進んでいる．

　（2）超新星残骸や銀河団からの熱的スペクトルの解析を通じ，宇宙の諸天体中の重い元

素の組成比やその起源について研究がなされている．

　（3）多くの低質量連星型X線源の時間変動の様子が調べられ，中性子星のまわりの降着

円盤の様子がしだいに明らかになってきている．

　（4）ブラックホール候補星と呼ばれるいくつかのX線源の時間変動・スペクトル変化が

詳しく解析され，ブラックホールの存在を示す特徴的なものが何か少しずつわかってきて

いる．

　（5）X線バースト中のスペクトル変化の様子が多くのバースト源に対して調べられ，統

一的な理解が深まっている．
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⑥X線パルサーの食にはいる前後の強度変化・スペクトル変化の様子が詳しく調べら

れ，主星のまわりの大気や，星風中の物質の物理状態がかなりわかってきている．

　（7）活動銀河からのX線の研究もひきつづき行われ，銀河中心核をとりまく物質分布等

が少しずつ明らかになってきている．

　CXGT・ASTRO－D計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田中　靖郎・教　授　愼野　文命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小川原嘉明・助教授　松岡　　勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CXGT　W．　G．・ASTRO－D　W．　G．

　CXGT・ASTRO－D計画は1990年代のはじめに打ち上げを計画している，ASTRO－Cに

次ぐ大型X線天文衛星の計画である．多種にわたる宇宙X線源の精密観測をこれまでに

ない感度で行い，宇宙のはてまでX線で眺めることを究極の目的としている．この目的を

果すため，大型X線反射鏡を導入し，その焦点には，位置検出型半導体検出器又は，位置

検出型蛍光比例計数管を置くことが計画されている．X線反射鏡としては，軽量で大きな

受光面積のとれる多層薄膜型X線鏡の採用が検討され，焦点面検出器と共に開発が進んで

いる．

　位置検出型蛍光比例計数管の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田中　靖郎・助教授　松岡　　勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小山勝二・助手井上　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼堕池上健・李纏細和彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李糧王波奇・糞高野史郎

　観測ロケットや科学衛星に搭載した蛍光比例計数管の開発の経験をもとに，大型X線反

射鏡の焦点面検出器として位置検出型蛍光比例計数管の開発を行っている．位置検出型に

するために生ずる蛍光比例計数管の構造上の問題点を克服し，6keVの入射X線に対し，

位置分解能約0．5mm，エネルギー分解能約8％の性能を持てる見通しが立った．

　特異星の光学的観測とCCD受光装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　松岡　　勝・技　官　栄楽　正光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高岸邦夫（宮崎大・工）

　KSC　60　cm望遠鏡に固体撮像素子を取りつけ写真乾板に代る二次元撮像装置を開発し

ている．CCD素子の特性の検討，冷却方法の開発を行ったところ従来の写真乾板に比べ約

20倍の感度を可能にした．観測対象はX線星など特異な天体である．本年度は高感度撮像

の特徴を生かしてハレー彗星の核を長期間モニターし，ジェットの現象など貴重な資料を

得た．

特異X線天体に関する「てんま」と「EXOSAT」の共同研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

高速ジェットをもつ奇妙な天体SS　433に関して，「てんま」衛星の結果，
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X線天文衛星「EXOSAT」及び地上の光学観測のデータをもちより共同研究をまとめた．

この研究により宇宙ジェットを知る重要な手がかりが得られた．共同研究者は宇宙科学研

究所，東京天文台，宮崎大・工，鹿児島大・教養，ヨーロッパ宇宙追跡センター（ESA），

レスター大（英），マックスプランク研究所（独），オレゴン大（米），テルアビブ大（イス

ラエル）の9機関に亘っている．

　ASTRO－C衛星による宇宙X線観測計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長小田　稔・教授田中靖郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　純・教授愼野文命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姦墨近藤一郎・助鞭松岡勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小川原嘉明・助　手　小山　勝二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手村上敏夫・助手井上　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手牧島一夫・助手山上隆正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤井正美・誉鵡細和久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李握中村難・李嘩池上健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉握加藤薦・早川幸畷大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬文畷大゜）・国枝秀也（蓮大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原譲（＃大゜）・躰重徳（騒大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下広順（騒大゜）・常深博（騒大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北本俊二（阪大・理）・中川道夫（弊轟）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上浩之（立教大　理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レスター大学，ロスアラモス研究所　他

　科学衛星「ASTRO－C」はX線天文学衛星で，主にX線強度の時間変動の観測から，　X

線源の構造を調べようとするものである．搭載される観測器は大面積比例計数管（LAC），

全天X線監視装置（ASM），ガンマ線バースト検出器（GBD）である．1987年2月の打ち

上げを目標として，観測装置の準備および観測計画の立案を進めている．

半導体の放射線損傷に関する研究

教　授　西村　　純・教　授　愼野　文命

蕪平尾泰男・関・雅行（東大核研）

坂川綱濤轟
村上　浩之（立教大）

・河野　　毅（理　研）

・教　授　後川　昭雄

東大原子核研究所のサイクロトロンで重イオンを加速し，メモリーに照射してビットア
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ップセットの発生確率を測定している．また，EXOS－D衛星を利用して，半導体の宇宙環

境での放射線損傷を測定する計画を進めている．

　気球搭載赤外線望遠鏡による星の形成領域の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　奥田　治之・教　授　西村　　純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・助手芝井　広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　狛　　　豊・技　官　松坂　幸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官成田正道・麟〕中川貴雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纐囎（轟大’）・小林行泰（昊文客）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣本宣久（融研）・矢島信之（獲藩）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水谷耕平（轟大゜）・高見英畷大゜）

　気球搭載赤外線望遠鏡に液体ヘリウム冷却グレイティング分光器を取付け，オーストラ

リアにおいて南天銀河の星形成領域の観測を行った．オリオン星雲中心部，土星，RCW　38

について波長域50～100ミクロンの遠赤外スペクトルが得られ，原子の微細構造線（OI，

OIII）や分子の回転線（CO，　PH3）を検出した．データ解析の結果，これらの天体の物理

的性質に関する情報が得られた．また，地球大気の水蒸気スペクトルから，成層圏の水蒸

気含有量も測定することができた．

　昭和61年度に第2回目の観測を計画中である．次回はファブリ・ペロー分光器を用いて

感度，波長分解能とも10倍以上高い観測ができると見込まれる．それによって星間物質の

新しい様相や，スペクトル線の新発見などを期待している．

遠赤外ファブリ・ペロー分光器の開発

教授奥田治之・助手芝井　広
〔大学院受託学生〕中川難・麟〕松原英雄

／J・・M〈行繧文暮）

　気球搭載赤外線望遠鏡に装着して，種々の原子・分子のスペクトル線の精密観測をする

ための遠赤外分光器の開発を行った．小型で高波長分解能を得るため，ファブリ・ペロー

分光法を採用し，ニッケルメッシュを使った2組のエタロンを組合わせてタンデム型ファ

ブリ・ペロー分光器に仕上げた．液体ヘリウム温度（4度K）冷却時の安定性を達成し，

合成分解能λ／△λ～3000が得られた．また分解能の向上に伴い環境放射が低減したため，

観測能力が格段に良くなった．昭和61年度の気球観測に用いる予定である．

超軽量反射鏡の開発

教授奥田治之・助手芝井　広
技官成田正直・IRTSワーキンググル
ープ班員
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　衛星，ロケット，気球を問わず宇宙赤外線観測用の望遠鏡には軽量であることが要求さ

れる．そこで，CFRP＋アルミハニカムコアのプレートの表面に薄いガラスを接着し光学研

磨することによって，超軽量でありながら数ミクロン以下の鏡面精度の反射鏡の製作に成

功した．今後は，精度の向上，温度変化に対する性能の向上を図り，最終的に直径3m程

度の大反射鏡を製作することを目標としている．

　EXOS－D波動観測装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是木村磐根・榊蠣（東　京電機大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野勇（鰹大）・岡田正美（墾奇）

　EXOS－D衛星搭載用波動観測装置のフライトモデルの設計を行なっているが，特に

DPU（Data　processing　unit）についてはCPUを用いないシステムを開発，又波動センサ

ーとして用いるループアンテナは，高周波（HF帯）と低周波（VLF帯）に別々のループ

アンテナを搭載できない（重量，場所の制約）ため，1つのループアンテナで如何に能率よ

く兼用させるかを実験的に調べ解決法を見出した．

磁気圏ホットプラズマ中の静電波のレイトレイシング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是木村磐根・山足公也（至大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本弘蔵（東京電機大）

　磁気圏中ではプラズマの温度効果により静電波が存在し，それが伝搬する間に電磁波に

変換されcotinuum　radiationやAKRになるという考え方がある．本研究では静電近似お

よびホットプラズマ中の分散式（但しマクスウェル分布として）を用いたレイトレイシン

グのアルゴリズムを開発し，静電波ブランチから出発して連続的に電磁波のモードに移行

する過程をレイトレイシングで確認することが出来た．

　ホイスラモード3次元レイトレイシングの高速化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是木村磐根・大村善治（至大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細晃（至大゜）

　磁気圏プラズマ中のホイスラモードの通路の計算に地球磁場として一般的なIGRFモ

デルを用いた3次元レイトレイシングの手法が我々により開発されて来て地上VLF局信

号の衛星による観測結果の解釈などで効力を発揮することがわかっている．これらの現象

の解釈上，計算する通路の数が多数となるため，複雑なIGRF　3次元レイトレイシングの計

算機所要時間が大変大きいものになる．本研究ではベクトルプロセサーを用いて計算機所

要時間を1／10以上に減らす方法が開発され実用化された．

地上VLF局信号の電離層上部での信号強度マップの作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

磐根・樋・浩司（至大’）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野勇（鰹大）

　地上VLF局信号は電離層地表間導波管モード伝搬を行った後電離層を突き抜け磁気圏

に入る．これらの地上局信号を衛星で受信する場合に，観測される信号強度を理解するた

めには，上記のような過程で伝搬した信号の電離層上部での強度を計算し，その後レイト

レイシングなどを援用して推定することになる．本研究では電離層の異方性と電離層・大

地の球面性を考慮した導波管モードの伝搬特性を幾何光学的に求める手法を開発した．こ

の際電離層反射係数，透過特性の計算にはフルウェーブ法が用いられる．

「さきがけ」による太陽風磁場の観測

臨是蔽尚生暢元清文（東北大・理）

平尾　邦雄（東海大）・青山　　厳（東海大）

瀬戸正弘（東北H大）

　「さきがけ」搭載のリングコア磁力計は打ち上げ以後極めて順調に架動し，スイス・チ

ェコ・ハンガリー等，国外国内で多くの成果が発表された．内容を大別すると，太陽磁気

圏の巨視的構造とダイナミックスの研究，太陽一惑星間一地球関係電磁現象の解明，太陽

風の微視的不連続現象の研究の3分野が挙げられる．

　ハレー彗星プラズマテイルの変動の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是藩尚生・湯元清文（東北大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　竹内　端夫・斎藤　馨児（法政大）

　鹿児島宇宙空間観測所のシュミット望遠鏡，並びに東京天文台や一般人の御好意による

各種望遠鏡によるハレー彗星のプラズマテイルの写真が，「さきがけ」観測データと比較解

析された．これまで蓄積されてきた比較磁気圏学の成果が，ハレー彗星磁気圏（プラズマ

テイル）の構造と擾乱に応用された．特に12月31日に撮られた擾乱現象は精査され，従

来のニードナーやホーンズのモデルではなく，北半球コロナルホールタングからの高速太

陽風の動圧変化によるものであるとの解釈がなされた．

　太陽磁気圏の11年変化とその地球磁気圏擾乱への影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　尚生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　天体の磁気圏では，双極子軸は総て自転軸と一致しているというのが，従来からの根強

い常識であった．太陽磁気圏の反転機構についても，惑星間磁場の回帰性という明白な観

測事実も無視するような非現実的な軸平行モデルが信じられてきた．本研究ではこれに反

して，太陽の両軸間の角度が，0°→90°→180°と変化する回転反転モデルを裏付ける決定的

な証拠が，今年さらに付け加えられた．両軸斜交の原因は，光球面対蹄点に現われ易い巨

大斑磁場で説明された．太陽が軸斜交天体となることが確かめられた直後，ヴォイジャー

の観測によって，天王星が現実に軸斜交をしている2番目の天体であることが明らかにな

った．同様な対蹟点性質は地球や火星にも見られ，巨大斑モデルが天体磁場の本質に係わ
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っている可能性が高まった．

　RULFMETERによるULF磁波伝播の観測研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是藩尚生・湯元清文（東北大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中義人（名大空電研）ほか

　「さきがけ」搭載用に開発されたリングコア磁力計から，新たに地磁気脈動計（RULF・

METER）が発明され，数次に亘る海外観測に応用された．今年度は第4次観測として，充

分検定されたRULFMETERを2セット用意し，1セットをオーストラリアの砂漠の中の

バーズビルに置き，もう1セットを，その正確な磁気共役点である母子里郊外に置いて，

同時ULF磁波観測を行った．このように正確な低緯度共役点観測は，地球上の陸地分布か

らしても今回が世界最初である．その結果，圧縮磁気流体波による外部磁気圏からの伝i播

機構を，初めて明らかにすることができた．

太陽系プラズマ研究系

　EXOS－D衛星計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大林辰蔵・籔墨大家寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘・助教授鶴田浩一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷　一郎・助教授　小野田淳次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取　通弘・EXOS－D班員

　EXOS－D衛星は，1989年の打上を目標に開発中の準極軌道衛星である．地球磁気圏のプ

ラズマ現象に関わる大きな問題に，プラズマ粒子の加速機構の解明という問題がある．極

域の夜空を彩るオーロラも粒子加速の帰結の一つである．EXOS－D衛星の主な研究目標

は，オーロラ現象に関連した，極域上空5000～15000キロメートルの粒子加速域の解明に

ある．このために，粒子計測，電場・磁場計測，波動計測の各種機器及びオーロラ撮像装

置を搭載し遠地点約8000キロメートルの準極軌道に打上げる．61年度からフライトモデ

ルの設計・製作にあたる．

　電場計測技術の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　鶴田浩一郎・助　手　早川　　基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李輝中村正人・李耀門倉昭

　宇宙空間のプラズマ中に存在する微弱な電場を精度良く計測する技術の開発を行ってい

る．荷重粒子の軌道が電場の存在のために真円からずれる効果を検出する方法であるが，

我々はそのずれを粒子の飛行時間の差として測定する．使用するテスト粒子としてリチウ

ムイオンまたは電子を想定しEXOS－D及びGEOTAIL衛星への搭載を前提に開発を行

っている．今年度は，基本性能の試験を行うためにS－520－9号機を使った実験を行う．
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　気球による電離層電場の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　鶴田浩一郎・助　手　早川　　基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李糧中村正人・糞門倉昭

　電離層内の電場を計測する手段の一つとして，気球を使った計測があり従来から度々観

測が行われてきた．しかし，気球による観測には垂直電場の混入，地表付近の電場の混入

という大きな問題が未解決のまま残されていた．このために従来の観測結果は非現実的に

大きな電場を与えることもしばしばあった．我々は，この問題を解決し，将来，極周回気

球に搭載することを目標に，地表及び垂直電場の混入を除去するプローブ系を開発中であ

る．61年度夏期に，60年度にひきつづいて飛場実験を行う予定である．

lSTP／GEOTAIL衛星計画の立案

教　授　西田　篤弘・教　授　大林　辰蔵

簾木村磐根・籔是嫁寛
助教授　鶴田浩一郎・助教授　上杉　邦憲

助教授二宮鞭綴是國分征

臨是松本紘・助手向井利典

助　手　寺沢　敏夫

　GEOTAIL衛星は地球磁気圏尾部の構造とダイナミックスの研究を目的とするもので，

アメリカ航空宇宙局と宇宙科学研究所の共同プロジェクトとして1991年に打上げるべく，

立案をすすめている．この衛星は月の引力を利用することによって遠地点約250　REに達

し，遠尾部領域でプラズマシートの起源に関わる観測を行うほか，近尾部領域にある時は

磁力線リコネクションによる加速過程の研究を行い，また昼間側にある時には磁気圏境界

面における太陽風エネルギーの流入過程を調べる．GEOTAIL研究班ではこれらの観測目

的を達成するためのミッション概念設計をすすめている．

　磁気圏尾部におけるリコネクションの発達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘・助手寺沢敏夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔鎌〕MS・h・1・・

　磁気圏尾部における磁力線リコネクションの発生条件を見出すため，ISEE－3衛星のデ

ータを解析しリコネクションに先立つ屋部構造変化を調べた．磁気圏嵐の発生を伴うリコ

ネクションは地球の中心から約Re（Reは地球半径）に磁気中性線を持つが，このリコネク

ションが開始するより約30分以前から，地球中心から数十Reのところで別のリコネクシ

ョンが起きていることが多い．これは太陽風中の磁場の南向き成分が強まり，尾部のマン

トル領域からプラズマシートに吹きよせるプラズマの圧力が増す為であろう．地心から数

十Reでのリコネクションが進み，プラズマシートを閉じこめる磁場の力が弱まった時に，

15R。近傍に新たなリコネクションが起き大きなエネルギーを解放する．
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　惑星間空間磁場と磁気圏嵐の発生条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘・助手寺沢敏夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔外国人客員教授〕RLM・Pherr・n

　磁気圏嵐の発生は惑星間空間磁場の南向き成分と関連がある．このことは惑星間空間磁

場が北向きから南向きに急激に変化する時には容易に認められるが，一般には惑星間空間

磁場は複雑な変動をしているため，磁気圏嵐の発生条件を一般的に表現するのは難しい．

我々は地磁気活動指数の惑星間空間磁場にたいするレスポンス関数を求める方法と相補的

な手法として，惑星間空間磁場の変動パターンを分類しこれらに対応する磁場変化を調べ

た．

　宇宙線嵐の数値モデル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田鰍・李纏門倉昭

　宇宙線嵐のメカニズムを理解するために，太陽面の爆発現象によって発生した衝撃波が

宇宙線の強度，エネルギースペクトル，および異方性に及ぼす影響を計算した．用いた方

程式は拡散一対流方程式にドリフトの効果を加えたものである．ドリフトのために太陽磁場

の極性の22年周期変化に対する依存性があらわれる．モデルは二次元で，経度方向の非一

様性は無視している．計算結果は観測と概ね一致しているが，強度減少に先立つ増加が大

きすぎることと，太陽磁場の極性に対する依存性が強く出過ぎる点に問題が残っている．

ここでは宇宙線の散乱係数を仮定したが，この係数を正しく見積りドリフトと拡散の相対

的重要度をより正確に表現することが次の目標である．

　大振幅AIfven波の非線形現象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘・助手寺沢敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞星野真弘・糞久保匡

　大振幅アルフェン波は太陽コロナの加熱，太陽風プラズマの加速，衝撃波近傍の粒子の

フェルミ加速現象等，天体プラズマの様々の局面で重要な役割を果たしていると考えられ

る．こうしたアルフェン波の非線形現象については摂動の1次までの近似にもとつく理論

的結果は既に得られていたが波とプラズマの系の最終的な挙動（e．g波のスペクトル，エネ

ルギー分配等）については殆んど知られていなかった．我々は数値シミュレーションの手

法によりこの問題を扱い，大振幅アルフェン波の逆カスケード過程（長波長へのエネルギ

ー輸送）を見いだし，またそれに伴うイオンの加熱現象について新しい結果を得た．

　しかし，現在までにえられた結果は1次元空間におけるもので2次元以上の現実的な場

合には波の自己捕捉現象といった多次元特有の非線形現象が逆カスケード過程と競合する

ことになる．この点について調べるため2次元のシミュレーション・コードの開発も行っ

ており現在物理的な結果をうるべく準備中である．

　また，これまでの結果はイオンと電子の2成分プラズマ系に対するものであったが，現

実の天体プラズマは重イオンを含んだ多成分系である．我々は1次の摂動解析でこうした
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多成分系には新しい非線形現象が存在することを見いだしており現在シミュレーションに

よる確認の準備も進めている．

　静止衛星軌道における圧縮性P、5脈動の解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾國分征・樋・知之（轟大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田＋郎（轟大’）

GOESシリーズ衛星のデータを用いて，磁気圏嵐に伴う圧縮性PC　5脈動の解析を行っ

た．この解析では，数多くの資料を用いて統計的に脈動の特性を把握することを試みた．

これにより，脈動の偏波などの平均的な特性を明らかにすることができたが，圧縮性成分

にのみ2倍の高調成分が現われる興味ある事実も明らかになった．この高調波成分の出現

は，磁気圏赤道附近の磁場及びプラズマの不均一性によるものと解釈される．

　GOETAIL衛星の磁場計測装置の基本設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔墨國分征・GE・TAIL鵬計測班

　1990年初頭に打ち上げが予定されているGEOTAIL衛星の磁場計測装置の基本設計

が，NASAと協力のもとに進められている．

　惑星探査用可視・近赤外反射スペクトル観測装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨墨藤井直之

　このテーマは，客員教授水谷仁氏，京都大学教授長谷川博一氏，および宇宙科学研究所

教授河島信樹氏らを中心として計画立案がなされている，月及び固体惑星探査計画の一環

として研究しているものである．固体惑星表面の地質学的探査のうち，可視・近赤外の反

射スペクトルを多チャンネルで調べることにより，表面物質の鉱物種同定，およびその分

布を求めるのが目的である．本年度は，とくに月極周回軌道からの月面観測における装置

の概念設計から，プロトモデルの製作・検討などを行った．

　気球搭載用可視・近赤外反射スペクトル観測装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨墨麟直之

　固体惑星の一つである地球では，アーツ衛星以来数バンドのスペクトルで地表を観察し，

植物や都市その他多方面の解析が行われている．本装置は，ほほ連続的なスペクトルが得

られるために，地球表面上の岩石の種別を区別することにかけては，現在までの地球周回

衛星よりはるかに情報量が多い．とくに，岩石が露出している火山地帯では，これまでの

地質・岩石学的な調査よりもはるかに能率的で，かつ，異種の情報を提供できる．そのた

め気球搭載型の反射スペクトル観測装置を開発しつつある．また，本装置を用いて，月面

を観測することにより，大気のゆらぎや水の影響の少ないスペクトルを得ることができる

はずである．さらに，月探査用の反射スペクトル観測装置に関する種々の予備的テストが

可能となる．現在，自動制御で動く経緯儀とテレメータ系とのインターフェースを製作中
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である．

　鉱物の反射スペクトルに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤是麟直之

　月や小惑星表面の鉱物組成を，可視・赤外の反射スペクトルから推定するために，種々

の鉱物種や阻石およびそれらの粒径分布などについて組織的なデータの蓄積を行ってい

る．とくに，惑星探査用機器で必要となる情報の量と質に関して，理論・実験の両面から

種々の解析が進められている．

惑星研究系

　相対論的大電流電子ビームの高気圧ガス中の伝播

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島　信樹・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官矢守章・李纏水野Pt一

　相対論的電子ビーム（REB）を用いて，高速電子ビームのガス（N2）中伝播実験を行い，

電流の圧力，距離依存性を調べた．そして電子ビームの静電反発，自己ピンチ，リターン

電流の存在によるビームのひろがりなどの現象と実験で得られたデータとの比較を行っ

た．REBの仕様は下記の通りである．

　加速電源……Marx　Generator

　　　　　　　60（nF）コンデンサー10個直列接続

　　　　　　　最大充電電圧／500（kV）

　PFL……ブルーム・ライン／パルス幅5ns・40Ω

　ダイオード……Anode／20μmTi　foil

　　　　　　　　Cathode／10φ丸棒

　重力波検出を目的としたレーザー干渉計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島醐・奉嘩平尾浄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村　静児
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　将来の月面基地を利用したレーザー干渉計型重力波検出器の基礎開発として実験室にお

ける多重折り返し型マイケルソン干渉計の製作及び試験を前年度より継続して行った．特

にミラーを自由質点化するために必要な非接触式位置検出器の開発を行い，目標精度を達

成した．また，多重折り返しの際に問題となるレーザービームの散乱について詳細な検討

が加えられた．

日米共同デザーロケット実験

教　授　河島　信樹・教　授　大林　辰蔵

助　手　小山孝一郎・助　手　佐々木　進

平尾羅（繭大）・堤井信力（弾工）

34

This document is provided by JAXA.



　1983年に行われた実験のデータ解析を行うとともに，1985年12月に第4回目の実験を

実施した．今回の実験では，426mのワイヤー伸展，1kV　80　mAの電子ビーム放射が正常

に行われ，それらの様子が搭載カメラにより撮影された．電子ビーム放射時の帯電状態，

低周波波動の励起については，既に1次解析が終了し，それらが周辺のプラズマ密度と密

接な関係を持っていることが判明した．

　多チャンネル分光型テレビカメラの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島　信樹・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横田　俊昭（愛媛大）・堤井　信力（武蔵工大）

　将来の惑星探査ミッション用の多チャンネル分光型テレビカメラを開発した．分光系に

は回折格子を用い，撮像系にはCCD素子を用いた1次元分光カメラを回転台の上に搭載

し，2次元分光像を取得する．画像データは，マイコンで処理しCRT上に表示した．今年

度の開発で，半値幅30A，空間分解能0．05°の画像が可視域（3900～7700A）で得られた．

　Beam　Plasma　Dischargeの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島　信樹・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪田　伸治（電通大）・宮武　貞夫（電通大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百々太郎（鑑媛大）・高橋邦明（毫シ藤）

　中性気体中に電子ビームを入射してプラズマを生成する，Beam・Plasma・Discharge現

象（B．P．D．）について調べている．　B．P．D．発生前後で励起される波動のf－tダイアグラム，

及び電子ビームのエネルギー分布を測定することにより，ビームから波へのエネルギーの

遷移過程，及び実験パラメータのちがいによる，波動スペクトルと粒子エネルギー分布の

パターン変化について研究している．なお，波動スペクトル・エネルギー分布の測定では，

シンクロスコープ・スペアナ・電界強度計などを利用した，スペクトラム計測システムを

開発した．

　SEPAC実験で得られた科学データの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　大林　辰蔵・教　授　河島　信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木　恭一・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手柳澤正久・藥　東生（東大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤井信力（夢工）

　昭和58年末，スペースシャトルスペースラブ1号機で実施されたSEPAC実験（粒子加

速器を用いた宇宙科学実験）で得られたデータを解析した．本年度は特に，電子ビーム放

射時の超低周波波動の励起及び高密度プラズマ放射時の宇宙プラズマ現象について研究し

た．その結果，電子ビーム放射時の低周波振動（数十Hz）は，静電イオンサイクロトロン

波の励起に基づく可能性のあることがわかった．またプラズマ放射後数十msにわたって

観測された二次的プラズマ発生現象は，臨界速度放電現象で説明できることが明らかにな

った．
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　固体惑星実験用レールガンの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手柳澤正久・技官矢守　章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島　信樹

　惑星表面に見られるクレーターを作る実験は，現在まで圧縮ガスや火薬を使った銃で行

われてきた．これらでは，弾を数km／秒以上のスピードで打ち出すことが難しい．一方，

阻石と惑星の衝突は，これ以上のスピードで起こっていると考えられ，また，理論的に考

えても，10km／秒を越えると新しい現象が起こってくることが期待される．宇宙科学研究

所では，原理的には100km／秒というスピードも可能と言われているレールガンを固体

惑星実験用に開発しており，そのためし打ちがもうじき行われる予定である。

　磁気中性点における擾乱波動の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚哲（鮮国）・教授河島醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守　　章

　四重極磁場中を流れる電流シートは宇宙プラズマ方面において，地球磁気圏のTailにお

けるプラズマの加速・不安定性に関連して興味ある現象であるが，本年度は次の様な事を

行った．

　①電流シート中に発生している波の観測

　②電流シートの動きを色々な方向より高速度カメラ（イメーヂ・コンバーターカメラ）

によって観測

　以上の観測より地球磁気圏のTailに発生しているプラズマ運動に関連あるのではない

かと思われる様な電流シート中のプラズマ運動を観測した．

サンプリング法による成層圏大気組成の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　伊藤 富造・助　手　久保　治也

技官本田秀之・富永

巻出義紘（轟大゜）・酒井

中澤高清（＊北毒）

健（轟大゜）

均（東大C洋研）

　数年来グラブサンプリング装置を大気球に搭載し，成層圏大気を採取・回収後分析して

その組成の経年変化を研究していた．本年度は新たに開発した，液体ヘリウムを使用する

クライオサンプリング装置により観測を行った．サンプラーを搭載した気球は昭和60年9

月3日早朝，三陸大気球実験場より放球され，高度27kmと19　kmの間で6個の大気試料

を採取し，回収された．

　この試料は分析担当の各研究室に送られ，CCI2F，，　CCI3F，　CH、，　N20，　CO2などの混合

比と，CO2に含まれる安定同位体比i3C／12C，180／160の測定が行われた．

電離層熱エネルギー収支に関する総合的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小山孝一郎・平尾邦雄（東海大）

高度100km付近における長年の大問題‘なぜ電子温度は中性ガス温度より高いのか？’
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についてロケット実験を繰返してきたが，励起された窒素分子が熱的電子を加熱している

らしい実験事実を得た．今後は室内実験で上記の結果を確認したい．

　「ひのとり」「おおそら」によってF層の電子温度を詳細に測定し大きな成果をあげる事

ができた．その一つはプラズマバブル中の電子温度の測定を世界で初めて測定し，現在プ

ラズマバブルの維持機構の解明に努力している．

　また「おおそら」によって磁場に垂直，および平行な成分の電子温度が違う事を発見し，

これによって過去におけるISレーダ，および波動法とプローブ法との食違いを説明でき
た．

　61年度は「ひのとり」によって得られた電子温度から太陽活動極大期におけるモデルを

作る計画である．

　「さきがけ」による太陽風観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小山孝一郎

　85年1月に打上げられた日本初の人工衛星「さきがけ」に搭載されたファラデーカップ

型の太陽風観測器によって静かな太陽活動期における太陽風速，イオン温度，密度および

風向を測定している．これにより，

　（1）コロナルマスインジェクション，ソーラフレヤーおよびフィラメントの消失等に伴

う太陽活動と惑星間空間で測定したプラズマ諸量との関係および地磁気擾乱との関係

　（2）彗星の尾の振舞いと太陽磁気圏構造，およびプラズマ諸量との関係

　（3）　「すいせい」および地上太陽風シンチレーション観測との共同観測による太陽磁気

圏の空間構造

等について研究が進められている．

　この研究は東北大学，名大空電研究所と協同して行われている．

　紫外線光源によるプラズマの生成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小山孝一郎・鈴木勝久（鮮国）

　昭和60年度に口径40cmで波長1200　Aまで放射できる紫外線光源が完成し以下の実

験が始められようとしている．

　1．深宇宙における探査機からの二次電子雲の振舞いと帯電を調べこれに関して従来出

されているいくつかの理論との比較を行う．かつ二次電子雲に囲まれた環境での低エネル

ギー粒子計測の方法をさぐる．

　2．紫外線によるN，，NO等の中性ガスの励起及び電離できるだけ自然に近い状態でE

層下部およびD層のシミュレーションを行う．

　3．紫外線による衛星塗料の劣化

等であり，これらの実験項目を順々に遂行する．

航空機サンプリングによるCO，濃度及びCO、炭素の同位体比の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造・助手久保治也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官本田秀之・酒井均（東　大海洋研）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤　真（東大海洋研）

　地球の炭素サイクルを解明する目的で，航空機を用いて対流圏及び下部成層圏の大気試

料を採取し，実験室で分析することを昭和57年以来行なって来て，CO2濃度の高度分布，

緯度分布，13C／エ2CとCO2濃度との関係，13C／12Cの緯度分布等を測定して来た．各期には

地表がCO2のsourceである事，太平洋上のCO2濃度は南へ行く程低い事，13C／12CとCO2

濃度とは逆相関の関係にある事がわかった．

　He（23S）の測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　久保　治也

　上層大気中のHe（23S）の量に関しては，10，830Aの共鳴輻射による推定及び大気モデル

と太陽輻射による計算等があるが，両者の間には可成り量的な差がある．また，上層大気

中のHe（23S）は大部分光電子によって励起されるといわれているが，実際にHe（23S）を測

定していないので推論の域を出ない．そこで実際にHe（23S）を測定する必要があり，その

ための装置を開発中である．

　「すいせい」紫外撮像データの解釈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授清水幹夫・技官足原　修
　「すいせい」に乗せられた紫外撮像装置（主任研究員，金田栄祐，東大理）によってと

られたハレー彗星の画像より，ハレー彗星の活動度に関する情報をひき出し，水素コマ突

入時の観測策定，International　Halley　Watch，　IAUなど地上観測諸機関のデータとの総

合化などを試みている．今迄，ハレー彗星自転周期決定，outburst源の位置，活動度の幅

などのデータを得た．

　彗星ジェットの理論的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授清水幹夫・李握北村良実

　彗星から吹き出されるジェット現象はこれ迄殆んど理論化されていないので，二次元軸

対称モデルで流体力学的な振舞いを調べた．ハレーのような週期的彗星ではジェットが活

動度の主体で，このモデルが適用可能である．

　彗星大気における氷粒子の凝縮と昇華の流体力学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村良実・助手山本哲生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　昨年度に見出した彗星核近傍におけるH20ガスの凝縮と再蒸発現象を，凝縮した氷粒

子とまわりのガスとのエネルギー交換過程をとり入れた流体力学計算で詳しく調べた．ハ

レー彗星に探査機が再接近する時点における凝縮現象の描像を明らかにした．また凝縮過

程は彗星大気の内部領域における温度上昇をもたらすことを指摘した．

彗星の起源と残存微惑星

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本　哲生

彗星核の氷組成から推定した原始太陽系における彗星の形成領域と太陽系形成論とに基

38

This document is provided by JAXA.



づき，惑星領域の外側に存在するかも知れない“内部オールト雲”一微惑星群一の検出可

能性を検討している．

　核酸塩基群とアミノ酸の間の特異的相互作用検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　清水　幹夫

　遺伝暗号の物理化学的基礎となり得る上記相互作用を実験的に検証すべく，紫外分光法，

核磁気共鳴法，分子ビーム法などを調べた．核酸塩基群としては一燐酸でヌクレオシド，

アミノ酸はメチルエステル，アミドを含めた．紫外分光法では1M－1のオーダーで中性アミ

ノ酸に対してのみ特異性が見出された．荷電した誘導体はよいモデル系に成り得ぬことが

判った．

　大面積高密度プラズマ装置の製作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中村　良治・技　官　相原　賢ニ

　スペースプラズマ現象，特に磁気圏におけるプラズマ波動現象を室内実験で研究しよう

とする時には，大面積の磁化プラズマが要求される．このため直径約70cmのプラズマを

発生させる装置の設計・製作を行っている．この装置は完成した時点で全国の研究者の共

同利用に供するものである．

　プラズマ中を伝播するソリトンの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中村　良治

　地球磁気圏プラズマ中に最近観測されたソリトンは，プラズマ波動の典型的な非線形現

象である．そのソリトンの性質を室内実験により研究している．本年度は負イオンを不純

物として含むプラズマ中に，変形K－dV方程式で記述されるソリトンが伝播することを観

測し，理論との比較を行った．

　科学衛星「おおそら」による大気組成成分の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　伊藤　富造・助教授　中村　良治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　松崎　章好

　「おおそら」に搭載した大気周縁赤外分光観測装置により，中層大気中の微量成分の測

定を行っている．本装置は太陽光のCO2，　H20，　CH4や03等による赤外吸収スペクトルを

観測するもので，衛星の日出と日没時を利用し，汎世界的な分布を測定するものである．

月探査ミッション　システム検討

教授伊藤富造・教授清水幹夫
教　授　河島　信樹・助　手　柳沢　正久

教授秋葉鎗二郎・教授松尾弘毅
教授雛田元紀・教授林　友直
助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

助教授高野雅弘・籔墨水谷仁
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔墨長谷川博一・臨墨藤井直之

　将来の宇宙研の大型ロケットによる月惑星探査の最も有力な候補である有探査ミッショ

ンについて

　1．ペネトレータを中心として月の地震観測を軸としたもの

　2．100km軌道からの遠隔探査による月面の全面探査

　3．月着陸船による月面探査

の3つの案のFeasibility　Studyを行い，ミッション機器の重量，電力の解析を行った．当

面は2．3．の可能性もにらみつつ1．のペネトレータの開発試験を軸として計画をすすめて

いく．

さきがけ（MST－5）によるハレー彗星プラズマ波動及び電波の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是大家寛・森岡昭速北毒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三宅亘速北毒）

　1985年1月8日ハレー彗星に会合する軌道にのった「さきがけ（MST－5）」は一年間を

越える惑星間空間での太陽風プラズマ観測の後，1986年3月10日から13日にかけハレー

彗星に最接近した．その結果，ハレー彗星のコマ領域から発射される30kHz～195　kHzに

わたる電波を発見するとともに，太陽風によるイオンピックアップ領域が700万km以上

にもわたって広がっている事が観測されたプラズマ不安定から明らかになった．

　EXOS－D衛星　PWSの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔暴大家寛・森岡昭速北毒）

　1989年2月の打ち上げを予定しているEXOS－Dはオーロラ粒子加速域に直接突入し，

電場及び磁場の構造，プラズマ分布等を計測し，オーロラ粒子の加速の謎を明らかにしよ

うとしている．このうち本研究ではプラズマ波動の観測を行うとともに，加速域で生ずる

電子ビームによるプラズマ波動とオーロラキロメートル波動の励起のプロセスを実証する

事にある．このため装置の開発と放射のメカニズムを理論的に明らかにした．

おおそら（EXOS－C）衛星による電離層擾乱域の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是大家寛・森岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫃隆博速北毒）

昭（＊北毒）

　1984年2月14日に軌道に投入されたおおそら（EXOS－C）衛星は2年間を経過した現在

も順調に観測を続行している．特に，Stimulated　Plasma　Wave　Experimentは，電離層

の三次元構造を詳細に求めているが，その結果は，極冠領域に発生する電離層ホールが地

磁気活動静穏時，磁気圏の対流が弱まった時，極冠域のプラズマ運動を弱めた時に発生す

る事を明らかにした．

極域LHR波動の成因の解明一EXOS－Cの観測結果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是嫁寛・綱昭（＊北毒）

　おおそら衛星は，極域電離層上部（トップサイド）にて，LHR波動の緯度分布に関する

詳細な観測結果を得た．この結果は，極域に流入するオーロラ粒子によってLHR波動が励

起されるが，この励起されたLHR波動はその起源がランダウ型不安定により発生した後，

電離層トップサイドのLHR波ダクトに捕捉されている間に，　VLF波動に変貌する事が明

らかにされた．従来謎とされていた極域VLF現象の一つがEXOS－Cに搭載されたプラズ

マ波動観測器による高い精度と高い分解能をもった観測によって明確にされたものであ

る．

　金星探査計画………PLANET－B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大家　　寛・教　授　清水　幹夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　西田　篤弘・地球型惑星探査W．G．

　PLANET－Aプロジェクトは工学が追求しているロケット技術の進歩とそれに呼応し

て，より遠くへより精巧な飛翔体を送りその観測を行う理学側の要求がマッチして果たさ

れた．この成功を受けて地球型惑星探査W．G．ではPLANET－B計画としてM－3　S－IIに

次ぐ大型ロケット実現の可能性の上に立って金星大気とその太陽風との相互作用に焦点を

おいた観測計画を検討した．大気と太陽風の相互作用の解明には多くの謎がのこされてい

て，この解決のため，プラズマ波動観測，エネルギー粒子計測，電場磁場計測等プラズマ

物理学における標準的観測の他，過去の粒子の逃亡の状態を知るD／H比計測の重要性が

明らかにされた．

　大気光励起メカニズム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川　利紘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　観測ロケットS－310－10号機iで測定した酸素族夜間大気光の高度分布を分析し，励起メ

カニズムについて検討を加えた．測定した3種の大気光放射は，いずれも酸素原子の再結

合の際に励起されるが，測定結果によれば，励起反応系の詳細については3種の大気光の

間で異なることが明らかである．この測定結果を合理的に説明しうる励起反応系について

考察した．

共通基礎研究系

　電離層電子エネルギースペクトルに現れる構造の起源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　高柳　和夫・助　手　市村　　淳

　ロケット観測によると，下部電離層における電子のエネルギースペクトルは，0．5～2．5

eVのエネルギー領域で，驚くべきことに，単調な熱分布と異なりいくつかの顕著な山と谷

の構造を示している．我々は，この現象を，電離層中の原子分子素過程として理解するこ

とをこころみた．すなわち，光解離によって選択的に生成される準安定励起種（例えば酸

素原子の1D状態）が，大量に存在する熱電子との衝突によって脱励起し，そのさい電子が

一定のエネルギーEoをもらうことが，エネルギーEoの近くに山と谷の構造が生じる原
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因ではないかと推定した．この立場で本当に観測データを説明できるのかどうかを検討す

るために，簡単なモデル計算を行い，構造が現れる条件を吟味した．

　極性分子間の回転エネルギー移行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　高柳　和夫・研究生　和田　尚志

　同種分子間の衝突で回転エネルギーが共鳴的に移行する現象の確率は前年度計算し，実

験と合う大きな値を得た．異種極性分子間の回転エネルギー移動では，共鳴的でないため

エネルギーの過不足が並進運動エネルギーによって埋められなければならないので，確率

が小さくなる．どの程度効率が低下するかを前回同様衝突径数法（古典的軌道を用いる）

で計算している．低速衝突に適した回転の断熱基底関数を用い（PRS法）間もなく結果が

出るところまで進んでいる．

　極性分子間の共鳴的振動エネルギー移行過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・助手市村　淳
　レーザー誘起蛍光法の測定によると，HC1分子どうしの共鳴的振動エネルギー移行過程

の反応速度定数は，200～600Kの温度で，標準的理論と見なされている一次摂動論の計算

値に比べて4～10倍も大きいと報告されている．我々はこの食い違いを，双極子一双極子

相互作用による二分子の回転状態のコヒーレントな歪みの効果として説明することをここ

ろみた．実際に，いわゆるPRS法を用いてこれらの効果を取り込んだ計算を行った結果，

衝突径数の小さいところで振動遷移の確率が一次摂動論による値に比べて非常に大きくな

ることがわかった．

　原子分子衝突における分子の回転，振動遷移の理論的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・奉嘩中村正人

　圧力支配下で生ずるドラスティックな分子の回転遷移のおおよその振舞いは，非常に簡

単な古典的な剛体モデルで表現することができる場合がある．この現象は「回転虹散乱」

（Rotational　Rainbow）と呼ぼれる．我々はこの回転虹散乱がどのような衝突において生

ずるかを研究した．その結果，回転虹散乱の生ずる判定式を設定することができた．この

判定式によって，大角散乱での分子の回転励起の実験結果を系統的に整理することができ

る．

　さらに，分子の振動遷移についてもこの剛体モデルが有効な場合があり，そのため分子

の振動遷移に対しても虹散乱が生ずることが予測される．

　2電子同時衝撃過程によるイオン励起の確率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・助手市村　淳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃一＃一堤崇弘

　高い密度のプラズマなどでは，3つ以上の粒子が同時に接近し，多体衝突を起こす確率が

高い．このような過程の寄与がどのくらいあるのかを知るため，一例として表記の確率を

近似計算した．2次Born近似を用い，2つ電子の入射運動量が平行である場合を扱った．
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3体衝突には，特有の発散の困難（オン・シェル2重散乱）がある．非弾性衝突では，この

困難が生じない場合があることがわかった．この場合について計算し，通常のビーム実験

の密度領域では，確率は測定にかからない程度に小さいことがわかった．（イオンが，光学

的に許容された遷移を起こす場合について計算した．禁止遷移の場合も，現在計算中であ

る．）発散の困難が生じる場合についても，検討を重ねているが，まだ満足すべき解決法は

見つかっていない．

　人工オーロラに関する計算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・群娼恩田邦蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林真（名工大）・二村哲雄（名工大）

　10keV以下の電子ビームをスペースシャトル高度から大気中に発射したときに生じる

大気の電離や発光に関し，さきに連続減速近似で計算した．この近似ではすべての電子が

同時に同じ場所へ降りてきてしまい，ばらつきが出てこない．また低速二次電子の取扱い

には不満足である．そこでモンテカルロ法による計算を計画し，一次電子群の降下に関し

てプログラムをほぼ完成させた段階である．

　電子と分子の衝突過程の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶賢恩田邦蔵

　低速電子による大気分子の回転励起は，大気中の低速電子の振舞いに大きな影響をもつ

非弾性衝突過程であるが，その断面積は今まで十分正確にはわかっていなかった．今回，

N2と02の回転励起について理論計算を行った．波動方程式を解くのに，部分波展開法は効

率がよくないので偏微分方程式を直接解く方法で信頼度の高い結果が得られた．両分子と

も，振動励起のしきい値以下のエネルギー領域で近距離力が大きく寄与して，今まで予想

されていたよりも断面積が相当大きいことがわかった．

　ひきつづき，星間分子の一つであるSiOの振動励起の計算を進めている．

　原子分子過程研究の現状の調査検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　高柳　和夫

　国内の原子衝突研究は過去十数年の間に著しく進んだ．宇宙空間原子物理学部門が事務

局を担当し昭和54年度から3年間続いた特定研究「原子過程科学の基礎」もこれに相当貢

献している．多岐にわたる国内研究を海外に知らせる目的で，1984年までの数年間の研究

成果発表を広く調査し吟味し，主なものを整理してレポートを書き公表した．

　1985年12月開かれたIAU主催「天体化学」シンポジウムでの講演を依頼されたのを機

会に星間分子雲等で重要な低エネルギー分子衝突の研究状況を調査した．おびただしい数

の論文が発表されており，衝突の動的過程の計算法はほぼ確立されてきたが，肝心の分子

間力については精度の高いデータが少なく障害になっている．

原子・分子の光吸収によるイオン化

助教授　市川　行和
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　シンクロトロン放射光を用いた光と原子・分子との相互作用の研究を行っている．本年

度はアルカリ原子（Cs，　Rb）から生成されるイオンを広い波長範囲にわたって調べた．特

に，5p（Cs）および4p（Rb）電子の放出に伴うイオン化のしきい値付近を詳しく調べ，

共鳴吸収スペクトル（希ガスの場合のボイトラー・ファノ・スペクトルに対応する）の構

造や，イオンの内殼励起状態に収束するリドベルグ系列の様子を明らかにした．なお，分

子の内殼励起に伴う解離イオン化についても研究を行っている．

　本研究は高エネルギー研究所放射光実験施設における共同研究として行われているもの

である．

　電子衝突による原子イオンの励起

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和・助　手　崎本　一博

　当研究室で開発されたdistorted　wave法に基づく計算法の妥当性をさらに詳しく調べ

るために，炭素様イオンについての計算を行った．前回計算したヘリウム様，ベリリウム

様イオンの場合と比べると，電子数の増加に伴って相互作用が複雑になるだけ，エネルギ

ーの低いところでの精度は悪くなった．しかし，ある程度エネルギーが高くなると，ある

いはイオンの電荷が大きくなると，われわれの方法が良い答えを与えることがわかった．

低エネルギーの部分は高精度の計算法が比較的容易に適用できるので，それと組み合わせ

ることにより広いエネルギー範囲にわたって信頼のおけるデータを生産するのにわれわれ

の方法が有用である．

　多価イオンと原子の衝突における電荷移行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和・研究生　山口　知子

　標記の過程，特に2電子が同時に移行する過程を理論的に調べている．具体的に，炭素

の6価イオンとヘリウムの衝突を対象とし，準分子モデルを用いた計算を行った．2電子移

行では電子間の相関が重要になると思われるので，配置間相互作用を考慮する方法で準分

子系の波動関数を計算した．衝突断面積は，半古典的緊密結合近似を用いて求めた．結果

として，この系では衝突エネルギーが核子当たり0．1－10　keVの範囲では2電子移行が1

電子移行の1／10程度の確率で起ることがわかった．2電子移行の物理的機構についての考

察を現在進めている．

　宇宙科学が必要とする原子分子データの収集と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　高柳　和夫・助教授　市川　行和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手崎本一博・助手市村　淳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田　邦蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

　窒素分子と電子・光子衝突に関するデータの収集・吟味を行った．集められたデータは，

光吸収による電離および解離，電子衝突による諸過程（弾性衝突，回転・振動状態の励起，

電子状態の励起，解離，電離など），および関連する窒素分子の諸性質に関するデータであ

る．結果はデータ等としてすでに公表されている．引続き他の分子について同様の作業を

行うための準備がなされている．
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電場中の電子イオン衝突

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　崎本　一博

一様な静電場が作用しているときの電子とイオンの系を量子力学的に記述できる多チャ

ンネル量子欠損理論を開発した．この結果次のことが議論できるようになった．

－
↓
9
白
り
0
41）と3）については具体的な計算を行った．

本理論を拡張して，分子のシュタルク効果に適用することも考えている．

任意のコマ状態を持つ高励起原子のシュタルク効果．

自動電離する二電子励起状態への電場の影響．

電場が存在するときの電子・イオンの共鳴散乱．

電場が存在するときの二電子性再結合．

　　　　　　　　　　　　　　　　　2）と4）については目下研究中である．また

　イオン分子反応の理論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　崎本　一博

　NH3等のように分子が対称こまの形をしていると，分子のある特定の回転状態に対して

非常に大きなイオン分子反応速度係数を持つことがある．しかし，分子の回転状態につい

てボルツマン平均すると，分子が対称こま形である特徴が現われないことがわかった．さ

らに直線形分子に対して成り立った反応速度係数のスケール則が対称こま形分子にも適用

できることがわかった．

システム研究系

　システム工学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　長友　信人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助教授　上杉　邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官林　紀幸・技官桜井洋子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官荒木哲夫・技官東　照久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　富田　　悦・技　官　中部　博雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　山脇　菊夫

　信頼性，安全性確保と形態管理のための資料整理，情報交流，打上げ作業，地上試験な

どの合理化を推進している．また将来の宇宙輸送形態の検討が続けられたほか，大型打上

げロケットのシステム計画が進められた．

固体ロケットモータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鎮二郎・助教授　高野　雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生　山本　洋一・技　官　荒木　哲夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李攣森田貴和・奉握伴浩之

　（振動燃焼）　内部流速の大となる燃焼初期の線形安定限界を厳密に数値計算により与

え，更に燃焼面インピーダンスを実験的に過渡応答法により簡略に求める方法を追究して

いる．

　（混相流解析）　燃焼室内部からノズル迄の流れを一貫して扱うプログラムを開発中で
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ある．又，アルミナ粒子を各種実用モニターより採取し基礎データを得た．

　（点火）　点火過程の総合解析を進め設計基準の確立に役立てつつある．

　（残留推力）　加速度場と残留推力の関係に着目し主として実験的研究を進めている．

　新形式マイクロスラスタの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・技　官　加勇田清勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　雅弘・技　官　安田　誠一

　液体金属を用いたMPDアークジェットの特性解明，スプレージェットの実用研究，直熱

式電熱ヒドラジンスラスタの可能性研究が行われた．

　スプレイスラスターの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授秋葉錬二郎・教　授雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　雅弘・技　官　安田　誠一

　揮発性液体を推進剤とするスプレイスラスターシステムの性能解析が実験的に進められ

ている．スプレイスラスターは，密度インパルスが大きいため，回収体などの小型姿勢制

御用スラスターとして有望である．

　TEAL！NTO　2液推進系の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鎗二郎・助教授　高野　雅弘

　TEAL（トリエチル・アルミ）／NTOもしくは（TEAL＋炭化水素）／NTOを燃料・酸化

剤とする2液推進系の開発研究を開始した．

　伸展・展開型高開ロ比ノズルの開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・助教授　高野　雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　渡辺　直行

　ヘリカル・スプリングの弾性エネルギを駆動および分離動力源として，ノズル・スカー

ト内に収納し伸展完了後これを投棄する型式の上段モータ用ノズル伸展機構の設計試作を

行った．

　ロケットモータの爆発特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織田　俊一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　ロケット打上げ実験の保安管制上から，ロケットモータ爆発特性の把握は最も重要な事

項の一つであり，従来より理論，実験両面より研究が進められてきている．

　今年度は，爆風中での破片の運動解析を行い，破片飛散距離に対する爆風の効果が系統

的に調べられた．

大型ロケットの安全計画

教　授　野村　民也・教　授　秋葉鎗二郎

教　授　倉谷　健治・教　授　雛田　元紀
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授上杉邦憲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　的川　泰宣・助　手　塚本　茂樹

　昭和59年，新規開発されたM－3SII型ロケットの安全計画が策定され，宇宙開発委員会

第3部会での審議が終えられた．これに基づき，昭和60年1月8日及び，8月19日，M－

3S　II－1，2号機が無事打上げられ，安全施策の面でも何ら問題なかった．

　超音速パラシュートの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田　元紀・教　授　辛島　桂一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手騰清・峯糧山下鰍

　超音速風洞で，専用の天秤を試作し，超音速パラシュートの放出，開傘実験を行った．

パラシュートにかかる全抵抗を計測するとともに，高速ビデオカメラで，その放出開傘過

程を調べた．

　ロケット付加物の空力特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田　元紀・教　授　辛島　桂一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手臓清・奉糧山下範夫

　ロケットには種々の付加物が用いられるが，それらの空力特性は必ずしも明確でない．

今年度は，スパイクやフランジ等による空力特性，特に抵抗特性について超音速風洞を用

いて実験的に研究した．

　観測ロケットの空気力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田　元紀・助　手　塚本　茂樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SE‘F＃．山下鰍・糞近藤浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　平山　昇司

　宇宙観測ロケットの飛翔特性，特に安全性に関する空気力学の問題を研究し，これを実

際のロケット設計に応用している．

　基礎的な研究としては，迎角を持つ回転対称体まわりの超音速粘性流の数値計算を行い，

法線力分布などについて非粘性計算結果，衝撃的膨張近似法による結果と比較した．

　観測ロケット実験の安全性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田　元紀・助　手　塚本　茂樹

　観測ロケットの落下危険区域の設定法，飛しょう径路に及ぼす風の影響の修正法，飛し

ょう分散の推定，飛しょうに伴う落下危険率，人命損傷率などの算定などの研究を行うと

ともに，飛しょう安全を管制するシステムとしての飛行安全監視システムの充実に努めて

いる．

希薄気体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田　元紀・助　手　塚本　茂樹

低密度風洞（マッハ4，静圧10～100μHg）を用いて，超高層飛行及び超高層観測に関連
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する気体力学の問題を研究している．とくに希薄気流中における飛しょう体（科学衛星，

揚力飛しょう体模型など）の動的空力特性について研究を行っている．

飛行安全監視計算機システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　野村　民也・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　塚本　茂樹

　飛行安全監視計算機システムは，実用化の段階にあるが，更により効果的なシステムに

するための改善が試みられつつある．その一つとして昨年度とひきつづき今年度も判断系

自動化のソフトの開発が進められた．

　回収システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　西村　　純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・教授雛田元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助手秋山弘光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手塚本茂樹・技官並木道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島　勉・技官鎌田幸男
　S－520ロケット回収システムでは，開傘荷重軽減のため，将来主傘のリングスロットに1

段階リーフィングを用い，また分離機構の信頼性を高めるためセパレーションナット方式

からマルマンバンド方式に改められる計画である．これらの機能確認の予備試験として60

年9月大気球による実験が行われ，実機応用への目処が得られた．また，ロランCを用い

た位置標定システムでも折たたみ式展開アンテナの開発が進められている．

乱流境界層の制御に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・〔嚢国創KS　Y・jnik

　乱流境界層を安定理論を用いて理論的，数値的に解析して，その遷移の機構を解明し，

その遷移を遅らせる方策を検討した．

超音速流の粘性・非粘性干渉の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・緩合銭醒

　翼面上の粘性境界層と外部ポテンシャル流との干渉問題を，漸近展開法を用いて理論的

に解析し，さらに放物化ナビエストークス方程式を基礎として数値的に解く方法を提案し

た．

　大きな渦領域を伴う非定常流の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・奉攣井筒醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞石井良夫大島裕子（お茶大・　物）

　回転している2次元翼や3次元物体のように，流れ場の中に大きな渦度のある領域を伴

っている場合の流れの特性を，2次元及び3次元の離散渦法を用いて数値的に解析し，また
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惑星環境風洞や3次元水路を使用して実験的に研究した．この結果，大迎え角の飛行体の

ように大きな剥離渦を伴う物体に作用する空気力を求める方式が確立された．

　高性能ヒートパイプの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一霧煮清水昭博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘膏竹内俊ニ

　グラスファイバーのウイックを用いたヒートパイプ及び沸騰伝熱面を有するヒートパイ

プについて，詳細な実験を行うことにより，その熱輸送機構を解明し，前者については高

い逆方向熱輸送能力，後者については高い最大熱流束を持つヒートパイプの開発に成功し

た．

　円管内の流れの助走区間の遷移の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・議費細顛

　入り口にベルマウスを有する円管について，レイノルズ数20より20万の範囲において，

非圧縮性ナビエストークス方程式を数値的に解く方法を開発し，また実験による測定結果

と比較検討した．その結果，このような流れは2次元的な擾乱に対して安定であることが

証明された．

　有限な核を有する渦輪の干渉の数値的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・李握野・利彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞陳翰森・大島・裕子蘇奇）

　有限な中心核を持つ3次元的な渦輪に対して，離散渦法に基づき，Rosenhead－Mooreの

近似法を導入して，その干渉を計算した．特に渦の分離，結合の機構について適切な取扱

いを導入することにより，2つの渦輪の相互干渉の全過程についての解が得られた．またナ

ビエストークス方程式の数値解及び実験による測定結果と比較検討し，この近似計算法の

有用性を立証した．

　宇宙環境試験法の開発・研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　大島　耕一・技　官　徳永　好志

　本所設置のスペースチェンバー及び宇宙環境風洞を使用して，宇宙飛行体の熱真空試験

及び高空における空力特性試験を行うための試験方法，試験装置の改良，開発を行った．

宇宙用エネルギー利用トータル・システムの基礎開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・池田魏（呈業美）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　餌取　寛次（宮崎大）・小黒　晴夫（東海大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷鰹（東北大）・臨墨小林騰
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤巌（長岡科技大）・根岸完二（鰻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前沢　三郎（成渓大）・村上　正秀（筑波大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉沢　能政（筑波大）

　限られたエネルギー源を利用する宇宙用の動力源においてはそのエクセルギー利用効率

を最大にするように熱力学的サイクルを構成しなければならない．そのために熱力学的サ

イクルを構成する各素過程について数値的，実験的に解析し，トータルシステムとしての

最適化をはかる．

　振動翼まわりの流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助鞭桑原邦郎・小野鰍（是杢゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李讐信太良文

　ヘリコプタのローターやフラッタを起こした翼などは翼そのものが振動し，流れの非定

常性と相まって複雑な現象を示す．そのような流れをナヴィエ・ストークス方程式を直接

差分化して解くために，非定常性の強い流れ場を高精度に解析するスキームを開発した．

その方法を用いて，振動する翼まわりの流れを解析し，研究している．計算結果は動画表

示され，動的な解析検討に利用されている．

パラシュートまわりの流れの数値的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授桑原邦郎・〔書塁盒〕R・・H・メンデス

パラシュートまわりの流れを3次元離散渦法を用いて調べている．透過性を入れること

により流れが安定化されることが計算でも明らかにされた．また，この3次元離散渦法そ

のものの改良も試みている．

　飛翔体まわりの流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授桑原邦郎・久保田弘敏（室大゜）

　ロケットや有翼飛翔体まわりの圧縮性の流れを，ナヴィエ・ストークス方程式を差分法

で解くことで，その空力的特性を調べている．この場合，非常に多くの計算量を必要とす

るので，精度良く効率的に解く方法の研究も行っている．

高レイノルズ数流れの数値解析法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授桑原邦郎・河村哲也（室大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩霜腰龍太郎・霧煮増田幸一

　従来数値計算では困難とされてきた高レイノルズ数の流れも，高精度の上流差分法を用

いると精度良く，効率的で安定に求められることがわかってきた．この手法を大迎角ロケ

ットを初めとする種々の実際の問題に適用し剥離の大きな流れ場の解析を行っている．更

に，有限要素法への拡張も試みられている．
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　大型サイクリング気球による長時間観測システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　　純・教　授　広沢　春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・助手藤井正美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　狛　　　豊

　三陸より放球した気球が日本海上空に出た後排気弁を操作して高度を低下させる．偏西

風に乗せ東方に進行させ再び上昇させる．この様なサイクリング方式を用いる長時間観測

で従来より大型のストロークをとり有効に観測を行うことを検討している．昭和60年度は

試験飛翔を行い41時間の飛翔の後観測器の回収に成功することができた．大窪山受信点の

完成にともない受信範囲が著しく拡大するのでこの方式は有効性を発揮するものと思われ
る．

高エネルギー　一次電子の研究

教　授　西村　　純・助　手　藤井　正美

平良灘（神奈川蛛E工）

会津英磁奈崖〕

丹生纏大゜）

牧野みつ子（東邦大
@医）

・小林正（莫燵院）

・野村良志磁関

・醒昭畷妻’）

　米国との協同実験でエマルションチェンバーを用いて1012eVをこえる高エネルギー電

子の観測を行っている．このようなエネルギーの高い領域での電子の発生，銀河内の伝播

等についての研究を行っている．

　ガンマ線バーストの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　 純・助手藤井正美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・助手村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉纒加藤政博・奉蓮憾眞之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是近藤一郎・村上浩之（立難大）

　ガンマ線バーストの発生機構，特に従来観測の行われていなかったX線領域に焦点をあ

て科学衛星「はくちょう」により観測されたバーストの解析を行っている．

　またASTRO℃搭載予定のガンマ線バースト検出器についてはアメリカのロスアラモ
ス研究所との協同研究を行い研究検討を行っている．

　放射線飛跡検出用プラスチック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　純・助手藤井正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官細力男・小林正（青山大　理）

　荷電粒子検出用プラスチックCR－39に種々の添加物を加え，特性のよい飛跡検出器を得

ることができた．さらに感度の高い飛跡検出器を完成させるため，CR－39と分子構造の似
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たポリマーを合成し，感度と分子構造の関係を系統的に調べている．

　電子シャワー検出用X線フィルムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　　純・助　手　藤井　正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞吉田篤正・平良麟（神奈川大・工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立山暢人（神奈川大・工）・離詳二謄坐）

　宇宙線中の電子シャワー観測用のエマルションチェンバーについては従来NタイプX

線フィルムを使用してきた．電子シャワーの検出限界は約1TeVであり，より低いエネル

ギーのシャワーの検出に困難な点があった．このためより感度の高いスクリーンタイプの

X線フィルムG8－RXOおよびイメージングプレート等の使用につき検討を行った結果，

300GeV付近迄のシャワー検出が可能となってきた．

　M－3Sll－2号機の飛しょう計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助教授　上杉　邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手的川泰宣・助手川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東三和子・技　官　前田　行雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李握細泰弘

　M－3SII－2号機の飛しょう計画を策定した．各段点火・分離秒時および各種制御系の開

始・終了秒時を設定すると同時に，20日間のランチウィンドウを通じてハレー彗星に到達

するための制御プロフィルを決定し実験に臨んだ．

　科学衛星計画のミッション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助　手　的川　泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官周東三和子・技官前田行雄

　科学衛星計画のミッション解析を行い飛しょう計画を立案している．ASTRO－C，　EXOS

－D，MUSES－A等の既定計画のみならず，月・金星探査，　SPACE　VLBI等の将来計画に

関しても初期検討を行った．

小惑星探査ミッションに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助　手　的川　泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官周東三和子・奉讐平島秀俊

　小惑星探査ミッションに関して検討を行った．化学推進系によって地球から小惑星に至

る軌道のほか，電気推進系を用いた複数個ランデヴーについても研究を進め最適順序を含

めた軌道の最適化を行った．

円軌道近傍での3次元ランデヴーに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・奉纏生川浩史
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　円軌道近傍での3次元ランデヴー軌道について研究を行った．3インパルス軌道につい

てその特性を定量的に明らかにすると同時に，理論的な最大インパルス数である6インパ

ルス移行についても考慮した．

　中間インパルスと加速スウィングバイを含む最適惑星間軌道に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・李糧半場稔雄

　標記の問題に対して特に木星を対象として検討を加え，直接飛行・中間点軌道面変更・

火星スウィングバイ・金星スウィングバイ・地球スウィングバイの各モードについて数値

解を求めその得失を明らかにした．

　小型ロケットによる衛星打上に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助教授　高野　雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷　一郎

　S－520型ロケットを第1段とし，3段式の固体ロケットにより超小型衛星を打上げる構

想について検討を行った．

　月・惑星探査機のシステム設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助教授上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬凄

　月のダブル・スウィングバイ軌道を用いる探査機として計画中の工学実験衛星MUSES

－Aおよび磁気圏尾部探査衛星GEOTAILのシステム設計を行っている．本年はMUSES－

Aに関してはPMの設計を，又GEOTAILに関してはSTSとのインターフェイスを初め
とする予備検討を実施中である．

月多重スウィングバイの軌道設計

教　授　松尾　弘毅・助教授　上杉　邦憲

助　手　川口淳一郎・助　手　横田　博樹

＃・＃一石井信明

　高精度の3体モデル，パッチドコニック法等を適宜用いてMUSES－A，　GEOTAILの軌

道設計，ランチウィンドー，日陰率の検討等月多重スウィングバイ特有の諸問題の研究を

行っている．

　深宇宙探査機への太陽輻射圧の影響とその制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・助　手　横田　博樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉糧石井信明

　「さきがけ」，「すいせい」の姿勢に対する太陽輻射圧の影響を定式化し，これを制御す

るに必要な姿勢制御装置の所要燃料を最小にする方法を確立した．この方式を実際の運用
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にとりいれ，良好な結果を得ている．

　惑星間航行用制御エンジンに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鐙二郎・助教授　上杉　邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　雅弘・技　官　安田　誠一

　惑星間航行ミッションにおいて速度修正，姿勢制御を行う制御エンジンシステムの開発

研究を行っている．本年は「さきがけ」，「すいせい」で用いられた推力3Nヒドラジンス

ラスターシステムに代る大型探査機用23Nシステムのスラスター試作及び超塑性成型法

によるチタン合金薄肉燃料タンクの試作を実施中である．

　SJ用電磁弁の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・助教授　高野　雅弘

　サイドジェット装置に使用されているヒドラジン用電磁弁国産化のための試作品の試験

を経て，S　520－8号機用サイドジェット（窒素ガス使用）において飛しょう実験を行う予定

である．

　ヒドラジン用触媒の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鎗二郎・教　授　岩間　　彬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・助教授　高野　雅弘

　サイドジェット装置，姿勢制御エンジンに使用されているヒドラジン用分解触媒国産化

の開発研究中であり，本年は試作品の強度，反応特性の試験を行った後，スラスターに充

填して燃焼試験を実施している．又M－3　S　II－3号機サイドジェット装置での使用を目標

に準備を進めている．

　ワイヤーカッターの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・技　官　斉藤　　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大西　　晃

　ワイヤーカッターの現状耐用年数1年を最低3年程度に延長するべく経年変化試験を開

始した．

　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙輸送研究系

　観測ロケット計装に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　今澤　茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　渡辺　　直行・技　官　平田　安弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　山脇　　菊夫・技　官　吉田　邦子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官中田　篤・籍譜富澤利夫

　搭載機器の計装と関連して，振動・衝撃・スピン・動釣合などの環境試験法に関する研

究および試験条件の検討に資するための機体性能計測器に関する研究を行っている．今年

度はM－3SII型ロケットに搭載する衛星の環境試験規準について過去のM型ロケットの

計測結果より検討した暫定値を1，2号機の結果を得て見直しを行った．
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　これは来年度ASTRO－Cより適用する計画である．機体計装部については引続き検討を

進めている．

　計装に関しては3号機について検討を完了した．

飛しょう体の構造動力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　渡辺　直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋元　　保雄・技　官　中田　　篤

　科学衛星打上げ用ロケットについて機体の動特性の評価を行い，制御系の設計等に資す

るとともに，ランチングオフ，風等に伴う機体の運動と荷重について研究を行っている．

　科学衛星打上げ用ロケットの構造と機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　市田　和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　渡辺　　直行・技　官　橋元　保雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官喜久里　豊・技官中田　篤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官内田右武・蕎薦富澤利夫

　M－3SII型ロケットの構造要素としてのキックモータケース，各段接手，大型ノーズフ

ェヤリング，尾翼，尾翼筒および大型サブブースタ切離し機構などについて研究開発を行

っているが，今年度は1号機の成果をもとに2号機において，上段軽量化を目的として分

離用スプリングの材料をチタンに変更し，分離試験を実施した．またノーズフェヤリング

後端部の補強に関して強度試験を行った．さらに新材料によるEXOS－D用キックモータ

ケースの試作を行った．

　飛しょう体の機体計測に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助教授　高野　雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　今澤　　茂夫・技　官　斎藤　　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官横田　力男・技官中田　篤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩濃富澤利夫

　飛しょう体の開発計画の一環として，その飛しょう時の機体各部の状態および挙動を計

測するためのシステムの開発，取得データの解析および処理方式の研究を行っている．今

年度は主としてM－3　S　II　－2号機の計測について検討を行った．特に前年度から開発を行

った新方式のモータ残留内圧の計測器は2号機において所期の目的を達成した．また有翼

飛しょう体の計測方式に関する検討も前年度に引続き実施した．

　環境試験方式の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　今澤　茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官平田　安弘・技官中田　篤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官吉田邦子・蕎薦富澤利夫

　飛しょう体および人工衛星の環境試験，特に動電型振動試験装置による振動・衝撃試験

方式について計算機の制御方式によるランダム振動試験，単一波形の衝撃試験法のシステ
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ムは完成し，大型計算機とリンクし取得データの処理能力の向上について進めているが，

今年度も引続き行っている．また飛しょう体および衛星の大型化に対応して，加振力14ton

の大型振動試験システムを導入した．

　パドルの展開機構の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手今澤　茂夫・助手渡辺直行
　センサ，太陽電池パネルなどは打上げ時に収納しておき，軌道上で展開する方法が必要

で，そのための技術開発を進めている．今年度も引続き多段折式パドルの基礎的設計の検

討を行った．

　複合材料構造の最適化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　渡辺　直行

　CFRP等高強度・高剛性複合材料を前提として，宇宙用構造要素の最適化，特に座屈を

考慮した三角グリッド円筒の最適設計，積層円筒殼の最適積層構成に関して研究を行って

いる．また今年度は三角グリッド円筒の効果的な製作方法を検討し，その試作を行った．

　二次元展開トラスの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　市田　和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　渡辺　直行・技　官　橋元　保雄

　宇宙用大型アンテナ，大型構造物等用の新方式展開トラスを考案し，試験用モデルを試

作し研究を進めている．

　防振型計器搭載部の開発に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野田淳次郎・助手渡辺直行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　平田　　安弘

　ロケット搭載機器の振動環境改善のために，振動減衰の高い搭載部を開発することを目

的として，基礎開発試験を行っている．方式としては，ゴム等粘弾性の利用，マグネシウ

ム等減衰金属の利用および固体摩擦による方式を検討している．試験片による試験を行う

とともに，M－3　S　II－3号機のB3－PL計器板の設計に，その成果を取り入れている．

　M型ロケット発射装置の動特性の計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　市田　和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手今澤　茂夫・助手渡辺直行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋元　　保雄・技　官　中田　　篤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　池田　　光之

　M型ロケット発射装置の発射時の諸特性を計測し，本装置が機能および機械的特性につ

いて計画通りであることはM－3S型2機の打上げにより確認されたが，引続きM－3SII

型1，2号機の打上げに際しても同様の計測を行った．

気体力学における数値シミュレーション
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小・伯郎・李纏山本雅也

　有限体積法に特性曲線法的要素を加え，計算効率の高い手法を開発した．これによって，

衝撃波，波動を含む流れの解析を行い実験と比較しその有用性を実証した．

マス・サンプリング・プローブによるジェット噴流の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小口　伯郎・技　官　佐藤　俊逸

時間応答の短いサンプリング・プローブを開発し，それを用いて真空中に膨張するジェ

ット噴流の特性を明らかにした．

　ショック・チューブによるガスダイナミック・レーザー（GDL）の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小口伯郎・助手船曳勝之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大上　　浩・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠山　雅規　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　自動ショック・チューブを用い，混合型CO2GDLにおけるノズル特性とレーザー利得の

関係を明らかにした．

有翼宇宙ロケットシステムの研究

教授小口伯郎・教授西村　純
教　授　秋葉鎗二郎・教　授　辛島　桂一

教　授　長友　信人・教　授　雛田　元紀

教　授　松尾　弘毅・助教授　棚次　亘弘

助教授　名取　通弘・助教授　小野田淳次郎

助教授　中谷　一郎・助教授　安部　隆士

助　手　稲谷　芳文・助　手　川口淳一郎

助手成尾芳博・Y3＝X’牧野隆

大学院
　　　　中村　哲也学　生

　将来の宇宙輸送システムとして考えられている有翼飛体の大気圏再突入飛行計画を対象

としてシステムの総合的な研究である．

　小型の飛翔体を用いて弾道飛行を行うS型計画および液水エンジンを搭載して無重力

実験や種々の理工学実験を行うHIMES飛翔体について，機体システム，空気力学，飛行

力学，構造，耐熱，誘導，航法および制御技術について検討を行った．

　回収物体の空気力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小口　伯郎・助教授　安部　隆士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　船曳　勝之・技　官　佐藤　俊逸

　回収物体は，大迎角で落下してくる際，臨界レイノルズ数においてフラットスピンを起

すことが知られている．この研究では，非定常な圧力分布を測定することにより，フラッ

トスピンの原因を解明している．
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　有翼飛翔体（C－4）の低速空力特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小ロ伯郎・助教授安部隆士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　船曳　勝之・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　雅樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生

　有翼飛翔体（C－4）は，HIMESを想定した形態である．本研究では，この形態について

低速空力特性の検討を風洞試験を用いて行った．この結果，尾翼形状及び，ストレーク等

に，変更を加える必要があることが判明した．

　有翼飛翔体の自由飛行の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小口伯郎・助教授安部隆士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手船曳勝之・技官佐藤俊逸
　自由飛行体発射装置を用いて，有翼飛翔体の自由飛行時における特性の把握と，その問

題点の解明を行っている．

　相対論的電子ビームを用いたレーザーエネルギー変換

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安部　隆士

　遠隔から送られてくるレーザーよる発電が，相対論的電子ビームを用いて行えることを

理論的に示した．高効率化の方法についても検討を加えている．

　レーザーによるPropulsion　Systemの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小ロ　伯郎・助教授　安部　隆士

　レーザーによって維持される燃焼波と，ノズル内の流れとを同時に解くことにより，レ

ーザー推進での，レーザー一強度依存性及び，ノズル形状依存性などを明らかにしている．

　翼胴結合体の極超音速空力特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　辛島　桂一・助　手　佐藤　　清

　翼胴結合体の極超音速空力特性に関し，航技研の極超音速風洞（測定部50cmφ）で6分

力試験を行い，得られた実験データとニュートン流理論で計算した近似値とを比較して理

論的予測の精度を検討した結果，数値計算を丹念に行うならば，複雑な形状を持つ物体の

空力特性に関してニュートン流近似は定性的には勿論のこと定量的にも意味のある予測値

を与え得ることが検証された．

　回収体の動安定特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　辛島　桂一・助　手　佐藤　　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　谷勝　達哉

　回収体がその重心回りに比較的大きな振幅で非線型縦揺れ振動を行う場合をとりあげ，

その振動特性と物体形状との関係を明らかにし，風洞実験で得られた非線型振動データか

ら動安定特性を同定する方法を検討している．

せん断流の安定性に関する数値シミュレーション
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一・李讐越岡康弘

　せん断流場に於いて微小擾乱が線型成長から非線型成長へ遷移して大きな擾乱へ発達す

る過程を数値シミュレーションで明らかにするため，アルゴリズムの改良を行い計算を進

めている．

　曲線適合法の改良の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一奉握川辺俊

　非線型な非定常運動を行っている物体に働く非定常空気力やモーメントを運動データか

ら同定する際に使用されている既存の曲線適合法は，非線型性の種類や強さに依存してそ

の適合精度に問題が生じ一般性に欠けるので，これを改良する目的で物体の運動が非線型

縦揺れ振動である場合に着目し，実験データの収集と非線型曲線の合理的な適合方法に関

する数値計算アルゴリズムの検討を行っている．

亜音速における開傘特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一・李撃森戸俊樹

　観測ロケットの搭載機器回収に際して使用するパラシュートの開傘時の減速に関する非

定常特性を風洞実験で明らかにし，比較的高速におけるパラシュートの実用可能性を検討

する目的で現在実験準備を進めている．

　大迎角変化を伴う翼型まわりの流れの数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　辛島　桂一・研究生　小野寺孝三

　翼の迎角が失速状態になる程度まで大きく変化する非定常流れの場合における剥離の構

造や粘性一非粘性干渉効果を明らかにする目的で数値シミュレーションを行っている．

　飛翔体構造材料の強度と靱性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官三浦康弘
　マルエージ鋼などの飛翔体構造材料の強度と靱性の改善を目的とした研究，特に加工熱

処理による強靱化，およびロケットのより高性能化に対処すべき高強度材の開発，研究を

行っている．

　加工熱処理による鋼の強靱化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟〕覧幸次

　マルエージ鋼をはじめとする高強度鋼の高性能化のためには，より微細なマルテンサイ

ト組織を得ることが必要と考えられる．本研究では，熱処理過程とマルテンサイト組織と

の関係，特にオーステナイトの未再結晶状態からの熱処理のマルテンサイト組織へおよぼ

す影響を金属組織的，結晶学的に検討し，オーステナイトからの加工熱処理による組織の
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微細化を積極的に利用して，材質の強靱化を図った新しい型の高張力鋼の開発を行ってい
る．

粒界すべりに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内良・李嘩驕徹

結晶性材料の高温強度に大きな影響を与える粒界すべり挙動を明らかにすることを目的

として，方位制御された亜鉛双結晶を用いた実験を行い，粒界すべりと粒界の性格の関係，

さらに粒界すべりにおける粒界転位の役割を明らかにした．

　分散強化合金の高温における強化機構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸　一洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　第二相粒子を分散させた分散強化合金の強化機構はマトリックスより粒子が固く，粒子

と転位の相互作用が反発型であることを前提として解析が進められてきた．しかし粒子界

面で拡散緩和が生じるような高温では，粒子と転位の相互作用が吸引型となる可能性があ

る．このため，偏晶合金を利用して軟質粒子を分散させたモデル試料を作製し，転位と粒

子が吸引型の相互作用を持つ場合の高温変形応力の解析を行った．

　超塑性成形における変形条件の最適化の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　佐藤　英一

　超塑性は難加工性材料の成形法として注目されており，宇宙科学研究所においても，Ti

－6A1－4Vを用いた小型チャンバーの成形に適用されている．超塑性成形において，最も

大きな問題となることは，変形時に生ずる結晶粒成長であり，この現象を制御することが

本手法の実用化の鍵となるものと考えられる．本研究では，超塑性変形の理解と成形法の

ために，欠くことのできない変形時の結晶粒成長について定量的な知識を拡充し，結晶粒

の成長と超塑性変形の安定性という新しい視点から超塑性変形の最適条件を検討してい
る．

　耐熱性高分子材料をマトリックスとした複合材料に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・技　官　横田　力男

　複合材料のマトリックスとしては通常はエポキシ樹脂，特に耐熱性を必要とする場合は

フェノール樹脂が用いられている．耐熱性の改善には芳香族アミド系，イミド系が有望と

思われるが，これらの耐熱性高分子は溶剤に溶けにくく，これまでは複合材マトリックス

としてはほとんど用いられていない．このため，これらの耐熱性高分子の特性を損わずに

溶剤に可溶化する方途を中心に検討している．

高圧溝構造燃焼器の開発研究

教　授　堀内　　良・技　官　斎藤　　敏
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　10トン溝構造燃焼器の試作，大気燃焼試験の成果を踏まえて，将来の高圧エンジンに対

応すべく燃焼室内外筒への高強度材料の適用，拡散溶融接合法の最適化，製造技術の改良

等の開発研究を進めている．

　Mechanial　Alloyingによる耐熱アルミニウム合金の製造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良

　高エネルギーボールミルにより合金粉末を混合，接着，粉砕することにより分散相の微

細分散をはかった新しい耐熱アルミニウム合金を開発することを目的としてMA合金の

性能とmillingの条件の関係を検討した．

　高温における変形と破壊に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良

　高強度材料は高温で粒界割れに基づく著しい延性低下を示すことが多い．本研究ではAl

－Mg合金をモデル材料として，この高温脆性の現象の整理と原因の検討を行い，粒界移動

に伴う粒界の波状化とこの粒界の粒界すべりによる応力集中がボイド形成に主要な役割を

演じていることを組織的に明らかにした．

　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙推進研究系

　衝撃波管による高温反応速度の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・助　手　小倉　啓男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢野　敬幸（一橋大）

　化学衝撃波管を用いて炭化水素＋窒素の始原大気系からのHCN生成機構を研究してい

る．メタン，アセチレンを用いての実験を終了し，コンピュータシミュレーションによる

解析を続行中である．

　反応速度定数の集成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治

　当研究所で行われた高温反応での実測値と照合するためにシミュレーションを実施して

いるが，その際に必要となる各素反応速度定数を選定するため，C1化合物，　C2化合物の寄

与する反応速度をマイコンを用いて集成を終り，現在C3，　C、化合物の一部をまとめつつあ

る．

高圧エンジン用基礎定数の理論的計算

教　授　倉谷　健治・小竹

佐野妙子（東海大Y　研）

進（東大・

H）

　将来型の高圧液水／液酸エンジン設計に必要な熱力学諸定数値，例えぼ熱伝達係数，粘性

係数および燃焼性能値（比推力，特性排気速度等）の理論的計算，並びに再生冷却管路に

おける伝熱の理論計算を実施中．
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　液水エンジンシステムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・助教授　山下　雅道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手丸田秀雄・技官小田欣司
　液水ステージのタンクシステムおよびエンジンシステムのオンボードシーケンサ，プロ

ペラント消費制御等を主として担当するほか，各種計測量の実単位表示を実施して運転時

のモニタに供すべくマイコンによるデータ処理も行っている．

　赤外多光子解離反応の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　小倉　啓男・矢野　敬幸（一橋大）

　1，2一ジクロルエタンのフッ素置換体の赤外多光子解離反応のガスセル実験を行なった．

反応機構を明らかにするため，反応生成物のエネルギー依存性，圧力依存性，添加物効果

等の実験を行なった．その結果，HCI，　HFの分子脱離が主反応であって，生成したハロゲ

ン化エチレンは準連続領域の高振動状態に励起されているので，励起波長に無関係に後続

の赤外光子を吸収し，更にHCI，　HF分子脱離する他，塩素原子で脱離する過程も並行して

起っている事が明らかになった．

　気体分子凝縮の素過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山下髄・揃進（事大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野妙子（東海大産　研）

　気体凝縮の初期過程を明らかにするため，超音速自由噴流を用いて，温度・密度が急激

に変化する流れの中での気体分子dimerの生成過程を実験的に調べた．　Molecular

Dynamics法により，　dimerおよびclusterの生成・消滅について計算機実験を行ない，分

子の物理化学的性質と凝縮素過程の関係を研究した．

　エレクトロスプレイの基本特性とその応用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山下　雅道

　高電界中で液体が帯電した微細な液滴となり噴霧することを利用して，従来の方法では

イオン化が困難であった極性分子，熱的に不安定な分子を溶存液中から直接イオン化する

方法を開発した．このエレクトロスプレイはイオンロケットへの応用も考えられ，また生

化学，医学的に興味をもたれる化学種の質量分析に有用である．

　生物実験用疑似無重力発生装置Clinostatの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助鞭山下雅道・憾道夫（簸

　生理や形態形成と重力の関係について予備実験を行なうために，疑似的な無重力環境を

生物に与える装置を開発した．二つの回転軸を持つClinostatを製作し，高等植物の発芽，

発根の実験を行なっている．

低重力落下実験体の開発
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山下　雅道・西村純研究室

低重力あるいは無重力環境を十秒程度発生維持するために，落下体にコールドジェット，

ロケットにより方向，大きさを制御した推力を与える実験システムを開発している．

低重力下における生物の重力反応

助教授　山下　雅道・奥野

最上蔀（遜惑石川

誠（東大・養）

秀夫（杏林大）

　低重力下での小動物の重力走性，植物の幼根の屈地性にかかわる電気生理反応を落下実

験により明らかにする研究を行なっている．

　宇宙エコシステムにおける物質流と人間の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山下雅道・細沢道彦（愛知工大）

　地球外宇宙に新たな人類社会を建設するために，閉鎖生態系における物質の循環流につ

いて調査，研究を行なった．生物の宇宙環境における生理生態の変化，新しい視点からと

らえた農業体系，物質流の内的な要素でありかつこれを制御する主体である人間の問題に

ついて検討し，エコシステムの合成とその安定性について考察している．

　高圧液水／液酸エキスパンダーサイクルエンジンの予備研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・教　授　堀内　　良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助獺棚次亘弘・畑醐（東大・工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手成尾芳博・技官加勇田清勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　　敏・技　官　橋本　保成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　小林　清和

　燃焼室内に熱交換器を備えた新概念の燃焼器によって高燃焼圧のエキスパンダーサイク

ルエンジンを実現させようとする「熱交換器内蔵型燃焼器構想」を実証するため，予備試

験用の熱交換器を試作し，その特性確認試験を行った．試験は第一期計画で製作したガス

ジェネレーターサイクルエンジンを用いて行い，試作した「熱交換器付き噴射器」がほぼ

計画通りの熱交換特性を持っていることを確認した．またこの成果を踏まえ，同熱交換器

を用いたエキスパンダーサイクルエンジンについてサイクル解析を行った．

液水／液酸ロケットエンジン用タービンの試験研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授倉谷健治・助教授棚次亘弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑秀雄（東大・工）・助手成尾芳博

　推力7トン級エンジン用ターボポンプを用いて行った「タービン性能確認試験」の解析

を進め，「超音速段を持つ二段式逆回転タービン」特有の現象を明らかにした．また，同タ

ービンを採用した推力7トン級，及び10トン級エンジンの運転結果を踏まえて，エキスパ

ンダーサイクルエンジン用の独立二軸式タービンの基本設計を行った．
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　コンポジット推進薬の低圧レーザ着火に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手斉藤猛男，教授岩間彬
低圧での着火機構解明の一環として，火炎抑制剤として知られる酸化アンチモンと塩化

アンモニウムを添加したAP系固体推進薬の着火特性と示差熱分析結果との相関関係か

ら，着火における固相反応と気相反応の影響を調べている．

ゲル化およびエマルション化LPG滴の燃焼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手青柳鐘一郎・教授岩間彬
　アルミニウム2エチルヘキソエートおよび0／W系乳化剤でそれぞれゲル化およびエマ

ルション化したプロパン滴を0．2～0．4MPaの雰囲気中で燃焼させ，燃焼速度定数を求め

た．これらの燃料では当初予想されたミクロ爆発は起こらないことを確認した．

　HTPB／NH、CIO，間の接着性について．ボンディング剤の性能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉纏堀恵一・教授岩間彬

　酸化剤一過塩素酸アンモニウム単結晶とバインダーHTPBとの間の接着性をボンディ

ング剤の種類と添加量を変えて検討し，5種のボンディング剤のなかで，MT－4が最も高い

接着強度を示し，Tepanがバインダの伸びを最も大きくさせることを見出し，接着機構に

ついて考察を加えた．

　MPDアークジェットの研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木　恭一・助　手　都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濤薦清水幸夫・李糧鯛昌人

MPDスラスタシステムの開発としては，1kWレベルでの耐久試験を行い，2度目の100

万回立証に成功した．このシステムは小型宇宙プラットフォーム，月探査などに応用され

る．基礎開発としては，臨界状態に着目した光学測定を行っている．

ホール型プラズマ推進機の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木　恭一・助　手　松田　　右

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李讐山極芳樹

　プラズマ源の次段に外部磁界を印加し，加速，中和の実験が行われている．プラズマ源

と加速部が一体となった一段加速方式も試み，高い性能を得たが，パラメタ依存を明らか

にするには二段方式が都合がよくこれを用いて実験が進められている．

直流アークジェットの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一薦護清水幸夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　雅博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

熱ピンチにより加熱されるアークジェットには高電圧，低電圧の2つのモードが在る．
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前者は高い熱効率を示すが，実験パラメタ依存は明らかでない．本研究では，分光測定，

陽光柱モデル解析を行って部分的にパラメタ依存予測が可能となった．

　レーザー推進の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・助手都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞倉崎高明

　液体プロペラントを用いたレーザー推進の実験が行われた．水を液相で多孔質ステンレ

スプラグに供給し，蒸気を真空中に放出する端面にCO2パルスレーザを照射した．この方

式は，1）熱損を気化に用いる，2）パルスくり返しが遅くてよい，3）推進剤貯蔵が容易な

どの利点を有する．

　高電圧ソーラアレイの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一蕎震清水幸夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李纏国中均

　ソーラアレイの大電力化，軽量化と高電圧機器の直接駆動を目ざし，出力の高電圧化が

望まれている．最終的には小型宇宙プラットフォームを用いる宇宙試験を目途に，地上に

おける宇宙環境模擬実験，三次元モデル数値解析を進めている．

宇宙探査工学研究系

　宇宙構造物の構造概念の創造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助教授名取通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酒巻正守・技官小野　緑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞古谷寛・奉攣関根功治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李讐三次仁・詳煮岡崎覚万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕎廻三浦海

　宇宙空間あるいは惑星大気等の環境において，種々のミッションより要求される機能を

果たしうる構造体の，構造概念の創造に関する研究を行っている．それは最も基本的な四

面体・八面体トラスから，膜構造に至る広い範囲の構造要素に関するものであり，また別

の観点からすると，固定的な構造から可変な構造へ，さらに適応的な構造にまで至ってい

る．これらの基礎研究の成果は，具体的に，伸展マスト，アンテナ，太陽電池アレイ，展

開および組立型大型宇宙構造物等に応用されている．

　衛星構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦　公亮・助教授　名取　通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　酒巻　正守

　人工衛星や惑星探査機の構造設計および解析に関する研究を行っている．1985年に打ち

上げる惑星探査機MS－T　5（さきがけ）とPLANET－A（すいせい）では，主構体にカー
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ボン複合材，太陽電池サブストレートにケプラー複合材を用いた構造設計を行い，構体の

軽量化の一つの方向を実証した．

一次元展開組立構造物に関する研究

教授三浦公亮・助教授名取通弘

助手瀦正守・糞古谷寛
受　託　　　　岡崎　覚万研究員

　衛星や探査機の各種センサーのサポートとして，また大型宇宙構造物を構成する基本部

材として，重要である一次元展開組立構造物の構造概念に関する基礎および応用研究を行

っている．その過程で，シンプレックス・マスト，ヘリカル・マスト，およびロボット的

性格を有する可変立体トラス（VARIABLE　GEOMETRY　TRUSS）等の新しい概念が創

造され，またその力学的研究が行われた．

　二次元展開構造物に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦　公亮・助教授　名取　通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　酒巻　正守

　太陽電池ブランケットやアンテナ類等の構造物では，一次元展開方式を拡張した展開方

式や二次元展開方式が用いられる．これらの方式の概念や，対応する構造物のダイナミク

スを研究している．MIURA－ORIを応用した太陽電池ブランケット（2－d　array：二次元

展開太陽電池アレイ）および太陽帆船（ソーラー・セイル）を例として，将来の大型宇宙

構造物に必須の張力安定化構造の概念と基本設計の考え方を明らかにした．

　宇宙アンテナの構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助教授名取通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酷正守・奉嘩古谷寛

超大型で，高精度を要求される宇宙アンテナについて，その展開組立の方式，高精度を

うるための方法等について研究を行っている．また地上系では，臼田深宇宙局64Mアンテ

ナの構造の設計施工を各方面の協力をえて完了した．

大型宇宙構造物の動特性に関する研究

教　授　三浦　公亮・助教授　名取　通弘

助手酷正守・李嘩関根功治

李纒三次仁・蒼照三浦浩一

　ブームアンテナや太陽電池アレイなどの動特性は直接に人工衛星の姿勢制御に影響す

る．また将来の大型宇宙構造物ではシステムの同定や，サブストラクチャの考え方などに

も構造物の動的な取扱いが必須である．膜構造や種々の構造様式について展開途中のダイ

ナミクスをも含めてそれらの動特性を研究している．
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　宇宙構造物の構造動力学特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取　通弘

　柔軟宇宙構造物の構造動力学特性，特に太陽軸射圧や重力傾度トルクなどの宇宙環境荷

重や，あるいは惑星大気における空力荷重などによる構造物の動的応答特性や制御性に関

する研究を行っている．

衛星熱制御材料の太陽光吸収率，熱放射率の測定に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河田　靖子

熱放射率の測定は，1K近傍の極低温での放射率特性の測定を準備している．

　さらに，宇宙空間で材料の太陽光吸収率，熱放射率の値を分離して測定する方法を考案

し，地上実験を行なっている．その結果良好なる値が得られており，ひきつづき，多くの

材料について実験を進めるとともに，飛翔実験のための準備を行なっている．

　衛星熱制御材料の製作と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃
　衛星表面材料の分光学的性質は熱制御の上で重要である．特に黒色の拡散面は熱設計上

の基本要素として広く応用されているが拡散性に関しては満足すべきものが得られていな

いのが現状である．本研究ではカーボン繊維の静電植毛による試料を製作し評価した．そ

の結果，可視域で1％以下の反射率をえることができた．ひきつづき，赤外域で反射率の

低い試料の製作に取り掛かっている．

　衛星熱制御材料の紫外線及び電子線劣化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃＋x一構昭一・YiF4＃．新井文成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生　加賀谷政則

　熱制御材料の白色塗料について，塗料のピグメントとビークルを分離して紫外線及び電

子線を照射し，分子構造により深く結びついている光学定数の変化を測定して，劣化の機

構を解明している．また，Al蒸着カプトンで代表されるカプトン及びイミドについても同

様な照射実験を行ない劣化の解明を行なうとともに，さらに高純度のイミドを製作して照

射実験を行なう準備をしている．

　なお，劣化の評価方法として現在は光学定数を測定しておこなっているが，さらに，質

量分析計を用いた方法について検討を行なっている．

　大型宇宙機の熱設計に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃
　大型宇宙機の熱設計について熱真空試験を含めて新しい分割方法を提案し，解析及び実

験を行なっている．実験では分割モデルとフルモデルを製作し解析を進めている．

　さらに，大型宇宙機の熱制御に必要な流体ループを含んだ熱設計の方法を確立するため
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に研究を行なっている．

　飛翔体用アンテナに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也・教授林　友直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・技官鎌田幸男
　飛翔体に搭載するアンテナは，電気特性が良い他に小型軽量で耐環境特性が良くなけれ

ばならない．さらに無指向性アンテナの場合には飛翔体の形状等を考慮しないと良好な放

射特性が得られない．ここでは色々な形状をした飛翔体に対して搭載アンテナの条件を満

足するアンテナの型式や給電方式を理論的及び実験的に開発を行なっている．また，MS－

T5／PLANET－Aでは宇宙研で初めての高利得アンテナの開発を行ない良好な特性を得

た．今年度はアストロC搭載用アンテナとMuロケット搭載用のTV画像伝送用テレメー

タアンテナ（12．9GHz帯）及びSバンドテレメータアンテナの開発を行なった．今後は更

に新素材等を用いたアンテナの研究開発も合わせて行なう予定である．

深宇宙局設備の信頼性の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助教授高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・技官周東晃四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　　宏

　深宇宙局のアンテナ，通信設備，運用管制システム等について，経時変化，運用に影響

する要因の検討を行っている．

　局運用データベースから設備情報を検索するソフトウェアを開発した．また運用・管制

の基準となる標準時刻装置（原子時計）の信頼度を向上させるために，装置の3重化を行

った．その他の局設備についても，初期エラーを抽出し，必要な改善を進めた．

　深宇宙通信の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　野村　民也・教　授　林　　友直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢　春任・助教授　高野　　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・技官鎌田幸男
　今後の深宇宙ミッションのために，高周波数帯の開拓と大型の衛星搭載アンテナの開発

は不可欠である．そのため，Xバンドの通信方式・地球局について検討している．

　また，直径10mφ程度の大型搭載アンテナを想定し，電気的な面から研究を進める．今

年度は，宇宙研で初の高利得搭載アンテナであるハレー彗星探査機のHGAについて，宇宙

空間での特性を測定し，地上データとの比較を行った．

　lCE衛星の信号受信と観測協力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・教授西村敏充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授高野　忠・助手山田隆弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　山田　三男

　アメリカから依頼のあったハレー彗星探査機ICEについて，臼田局を用いて信号受信を

行った．まずICE用の低雑音増幅器を含んだ受信系の特性を測定し，「すいせい」用の受信

系と比較した．この値を基に無線回線の解析を行い，受信状況を推定した．実際にICEか
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らのデータは良好に記録され，アメリカに送り込まれた．

衛星データ処理・ネットワークの研究

教　授　野村　民也・教　授　林　　友直

助教授　高野　　忠・助　手　山田　隆弘

技官大西　晃・技官周東晃四郎
　科学衛星のミッション内容が高度化および多様化するにともない．衛星データの取得・

処理・蓄積を効率的に行うことが重要となる．計算機・LAN・データ通信回線を組み合わ

せた衛星・局データの伝送ネットワークの構成方法，テレメトリ・コマンドデータ形式，

伝送処理ソフトウェア，データ管理ソフトウェア等について検討を進めている．

　人工衛星用慣性姿勢基準装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度

　人工衛星用慣性姿勢基準装置に用いられているレート積分ジャイロの雑音特性を実際に

測定してその数学モデルを導出し，パルスウェイトをさらに小さくする方策等の高精度化

を検討している．一方，ペンデュラム型の加速度計について能動的ニューテーション制御

や△V制御において使用する場合に要求される性能やその実現法につき研究している．

　人工衛星用光学的姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治

　（i）スターセンサ：スタートラッカの研究としては2次元電荷結合素子（CCD）を用い

たマイクロプロセサ制御スタートラッカの開発を通じて，精度の改良や数学モデルの確立

を目ざして研究を行なっている．スピン衛星に用いられるスタースキャナについては固体

検出器の配置および信号処理方法が異なる2つの方式のスキャナを試作することを通じ

て，固体検出器を用いた高性能スタースキャナの技術確立を目ざした研究も行なっている．

特性・性能の測定技術についてを研究している．

　（ii）太陽センサ：リニアCCDを用いたスピン衛星用および非スピン衛星用の高精度太

陽センサのハードウェア技術および高精度化のための方法につき研究している．従来から

使用してきたディジタル太陽センサ用固体素子の改良についても検討を行なっている．

　（iii）地球センサ：焦電素子を検出器とするスピン衛星用の地平線検出器の製作および地

球／太陽／月センサ（既存）の地上における性能試験法につき検討している．

　人工衛星の姿勢決定法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬慶・助教授　中谷　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治・奉権田中利幸

　スピン型ディジタル太陽センサとスタースキャナを用いたスピン衛星の姿勢決定および

ミスアラインメント等バイアス推定法については，スキャナーデータによる星の同定にも

とつく幾何学的方法，および逐次最小2乗法を用いた統計的手法による推定法が「さきが

け」「すいせい」の場合に適用されて成功し，そのミッション達成に寄与できた．
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　慣性基準センサ，スタートラッカおよび太陽センサのデータに対しリセット型カルマン

フィルタを適用して地上局で姿勢を推定する方法，またセンサのミスアラインメント等の

バイアス量を精度よく推定する方法につき具体的に研究している．

　さらに，（姿勢制御のために）機上においてカルマンフィルタ等によって姿勢を推定する

方式につき検討し，安定指向中の衛星に対し簡単で精度を損わない方法を考案することが

でき，その実施法につき研究している．

　人工衛星姿勢制御用アクチュエータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度

　（i）磁気トルカ：パーマロイを磁芯とする磁気能率100A・m2以下の有芯磁気トルカを

開発して軽量・小型化，高性能化の研究を行なっている．

　（ii）制御モーメントジャイ：従来センサとして使われてきたレート積分ジャイロが一定

条件のもとでは姿勢制御用のアクチュエータ即ち制御モーメントジャイロとして使用でき

ることに着目してそのダイナミック特性を計測し，動作の数学モデルの確立を急いでいる．

　（iii）フライホイール：磁気ベアリング型のフライホイールについてそのダイナミック特

性の計測や動作モデル構築の研究を行なっている．またボールベアリング型のフライホイ

ールについても高精度姿勢制御系における影響の立場から軸受の摩擦特性・雑音特性を調

べている．

科学衛星の姿勢制御方式の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉糧田中利幸・研究生J・hn　W・issb・・g

　（i）バイアス角運動量安定化天文観測衛星の姿勢制御方式：バイアスモーメンタムホイ

ールと磁気トルカによる方式の欠点を補って高い精度・安定度の指向制御を実現するため

に小型の制御モーメントジャイロを併用する新しい実用的方法を考案し，制御則を極配置

法や最適レギュレータ問題として求めることによって系を設計し，シミュレーションを実

施して大変好ましい制御特性が実現できることを確かめている．

　（ii）高精度姿勢制御系の構成：将来の大型天文観測衛星用の姿勢制御方式の検討とし

て，ゼロ角運動量三軸安定制御のための各種アルゴリズム，搭載計算機に要求される性能，

および制御系の性能評価法の研究を行なっている．

　（iii）姿勢捕獲・変更方式：軌道投入直後の初期姿勢から定常指向姿勢への姿勢変更を効

率よく簡便に行なうための方式として受動ダンパによる方式，ホイールトルクを用いる方

式，磁気トルクでサポートする方式などをとりあげて制御則や得失を検討している．また

バイアス角運動量安定化衛星の2つの姿勢の間の姿勢変更を磁気トルクを用いて閉ループ

制御で実施する方式の詳細の研究を継続している．

光学的宇宙航行装置および航法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　敏充・助教授　二宮　敬慶

目標の惑星あるいは衛星およびその背景の恒星配置を電荷結合素子を用いたカメラで撮
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像し，この画像をもとに惑星間航行の軌道決定精度を改善することを目ざすもので，撮像

装置の試作，データ処理法の検討などを行なっている．

　科学衛星運用管制システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也・教授林　友直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬凄・助　手　井上浩三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手高橋慶治・技官周東昇四郎

　科学衛星を運用するテレメトリ・トラッキングおよびコマンド（TT＆C）用地上装置の

自動運用による効率化をめざして，テレメトリデータあるいはトラッキングデータから複

数個の人工衛星の運用管制に必要な工学データを抽出，伝送処理システム及び処理結果に

もとづきコマンドを生成し各衛星に司令する地上管制システムの実現法と最適化につい

て，地上設備の自動運用や衛星状態監視機能などを含め実際のプロジェクトに関連づけて

具体的に研究している．

　従来においても，TT＆C用地上装置を商用電話回線によって中央のコンピュータに結

ばれたミニコンピュータ群に接続して運用管制を行うシステムの逐次的実施と改善に努め

て来たが，最近ミニコンピュータの機能増強と更新により複雑化する科学衛星管制への対

応と効率化が可能なことがわかったので，科学衛星「てんま」以後，実際にMS－50ミニコ

ンピュータを使って効率的な運用管制を行っている．また，深宇宙局を通じての惑星探査

機の運用・管制のシステムとの関連についても検討している．

　有翼飛翔体の慣性航法装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷　一郎・技　官　丹下　甫登

　有翼飛翔体に用いる慣性航法装置の試験，評価を進めている．今年度は，チェーンド・

ドライジャイロ，加速度計，プロセッサ等から成る慣性航法装置を，車に搭載し，その機

能，性能の確認を行った．更に，3軸モーションテーブルを用いた試験を行った．

ロケットの姿勢制御系の研究

教授野村民也・教授林　友直
教　授　秋葉錬二郎・教　授　松尾　弘毅

助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

助　手　川口淳一一一郎・技　官　佐藤　忠直

技　官　丹下　甫澄

　S－520シリーズ，およびMシリーズのロケットの姿勢制御系に関し，次の研究を行った．

①姿勢制御機器の高精度化，小型・軽量化，設計の自由度の増大等を目的にした，ディジ

タル化，②高次の振動を有し，不確実なパラメータを含むロケットの姿勢制御系の安定化，

③近代制御理論を導入した制御系の特性の向上，④ミニコンを導入した地上支援装置の操

作性の向上．

レーザレーダの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷　一郎

ランデブ・ドッキング及び衛星回収等にセンサとして用いる，スキャニング・レーザレ
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一ダにつき研究を進めている．今年度は，遠距離モードに於けるスキャン機構およびその

信号処理部分につき，試作，検討を進めた．

　ランデブ・ドッキング技術の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞棚町彫・技官藩宏

　ランデブ・ドッキングや，衛星回収を行う際に，レーザレーダから得られる情報から，

目標衛星の運動を推定する手法につき，研究を行った．目標衛星の表面に配置したレーザ

レフレクタのパタンを，2次元画像より判別し，カルマンフィタより，統計的に処理する．

これにより，目標衛星の回転運動と，並進運動を分離して解析し，リアルタイムで，目標

衛星の位置，速度，姿勢等を決定する方式につき，研究を進めた．またランデブ・ドッキ

ングの軌道制御技術につき検討を行った．

　飛翔体姿勢制御系動作試験法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

　科学衛星やロケットの姿勢制御系の，3軸モーションシミュレータ装置を用いた動作，

機能試験法につき研究している．

　60年度は，ASTRO－Cの姿勢制御系，　M－3　S　II－2の誘導制御系に関し，閉ループ動作シ

ミュレーション試験を実施した．

　衛星の姿勢シミュレーション法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬慶・助教授　中谷　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生松下治邦・奉糧功刀信

　ワイヤアンテナ等の柔軟付属物や，可動物体，デスパン体等を有する衛星の姿勢シミュ

レーション法につき，研究を行っている．特に，EXOS－D衛星では，当面，ワイヤアンテ

ナや，可動物の影響が大きな問題となり得るため，シミュレーションを通して，安定性に

つき，検討を進めている．

　電子ビームを用いた宇宙通信・レーダ用のコヒーレント電磁波源の基礎研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　齋藤　宏文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R．J．　Temkin（マサチュセッツ工科大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J．S．　Wurtele（マサチュセッツ工科大学）

　宇宙通信・レーダの用途に，電子ビームを用いたコヒーレントなミリ波源の開発を行な

ってきている．MITとの共同研究で，140　GHz，200　kWのパルスジャイラトロンを設計，

開発し，実験的に評価を行ないエネルギー効率36％を得た．

　また，自由電子レーザーに関しては，円形状の新型自由電子レーザーの基礎理論を完成

し，発振周波数，成長率，エネルギー効率を与える表式を得た．今度，実験的研究を，ス

ペースプラズマ共同利用設備を用いて行なっていく予定である．

72

This document is provided by JAXA.



　ロボットアームの動特性同定法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　恒夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　ロボットアームを分解することなくその動力学的パラメータを同定する方法はすでにい

くつか提案されているが，静摩擦，動摩擦等に関する考慮が必ずしも十分とは言えない．

我々はこの点を考慮した同定法について検討している．

　ロボットアームの位置と力の動的ハイブリッド制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　恒夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　ロボットを用いて組立などの作業を行う際には，手先効果器の位置を制御するだけでな

く，ある方向には力を制御することも必要となる．これに対処する方法として我々は動的

ハイブリッド制御法を提案したが，現在その理論的解析にもとつく制御系の設計方法の確

立ならびに実験的検証を進めつつある．

　ロボットアームの動的可操作性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　恒夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　ロボットアームの操作性能を評価するための目安として我々は先に可操作度の概念を提

案したが，さらにアームの動特性をも考慮に入れたものとして動的可操作性の概念を新た

に提案し，その有効性を検討中である．

　　　　　　　　　　　　　　衛星応用工学研究系

　衛星用太陽電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手高橋慶治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　太陽電池は，表面部品として高真空中でかなり振幅の大きい熱的ストレスを長期間くり

返し受けるなど，衛星中最も苛酷な環境にさらされる．その安定動作を確保するため，実

装法の改良とともに，熱・真空試験などをくり返し，1～5号衛星とも100サイクルの資格

試験に合格した．

　その結果，1号衛星は4年以上，3号衛星も4年11ケ月の作動をみて，設計を上回る成

果を得た．なお，低温および放射線損傷特性の解明とともに一層の高能率・軽量化に努力

しているが，6号衛星で帯電防止等のためConductive　Coatingを太陽電池のカバーガラス

に施し’磁気圏”の成功に導いた．またSFU等の電力需要の増大に対処するため，薄形Si

太陽電池等を用いた大形パドルやバス電圧の高圧化を検討している．

　気球による衛星用太陽電池の較正実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　高橋　慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　従来から太陽電池の出力評価試験の照度設定には仕方なく米国マウントの標準太陽電池

が用いられているが，出力の正確な評価のためには，測定試料と同類のスペクトル応答を

持ちかつ誤差の少ない使い易い形での標準を作る必要がある．そのような標準太陽電池の
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設定のためには，まず回収可能な気球による太陽電池の較正が必要になる．そこで昭和51

年5月にB5気球によって高度約27　kmでの較正実験を行い，標準太陽電池設定化への目

処をつけた．その後磁気圏”や“白鳥”，”淡青4号”によるSCM実験で得られた成果も

検討の結果，本実験の改良のため例えば飛しょう高度のアップ，試料の気球頭部搭載等を

進めたい．

　Ni－CdおよびAgO－Znの衛星用電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手高橋慶治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　衛星用二次電池は，地上用と異なるので，まず宇宙研仕様書に基づいて，各種環境試験

を行って設計・製造面での改良に役立て，Ni－Cd電池については電力制御器と関連した設

計および飛しょう後の電池管理のための特性をも収集・解析し，9号衛星までの成功に導い

た．とくに’新星”の電池は裏付けデータによると一11～58°Cの宇宙環境を経て少なくと

も3年5ケ月良好に使命を果した．さらに，6号衛星以後新規に角形電池及びUnder・Volt－

age　Contro1装置の積載を行ったが，“磁気圏”では5年3ケ月の信頼性が確認された．な

お“天馬”や“大空”で問題になった不活性化及びメモリ現象については解析を続行して

いる．改善のためリコンディショニング方式等の検討も進めたい．

　人工衛星搭載用の電池容量積算計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手高橋慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官河端征彦

　衛星用Ni－Cd蓄電池（BAT）は，衛星各部への円滑な電力供給のために極めて重要であ

るが，過放電や過充立電に対して特性劣化があるため従来電力制御器（PCU）によってそ

の管理が行われてきた．しかし，BAT残存容量あるいは放電深度による放電制御及び将来

長寿命化を指向するためにより高精度の充放電制御を行うには，必ずしも十分ではない．

そこでBATの容量を自動的に計測できる衛星搭載用の電池容量積算計（AHM）を開発

し，“淡青4号”で飛しょう実験を行い，所期の性能を確認した．シミュレーションにより

定充電率のサイクル時放電末期電圧が安定していることから，引続きASTRO－C以後の衛

星で，AHM主体の容量管理を行うべく努力している．

　太陽電池の評価法の確立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手藁品正敏
　太陽電池の直列抵抗，シャント抵抗，ダイオード因子などが，どのように性能に影響す

るかを明らかにするための評価法を確立し，入射光強度，周囲温度の変動による影響を検

討している．さらにスペクトル応答からべ一ス中の少数キャリア拡散長，表面再結合速度，

表面層の厚さ，空乏層幅などを求める手法を開発し，非晶質シリコン太陽電池の試作とそ

の評価に適用している．

アモルファス半導体の作成とその電気的特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　藁品　正敏
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三谷　英三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　アモルファス（非晶質）Si半導体は光吸収係数が大きく，薄膜でも太陽光のほとんどを

吸収するので，太陽電池として適した素材である．水素化非晶質Si（a－Si：H）半導体を誘

導形プラズマ放電法で作成し，その半導体膜の光電導度を測定することにより電子輸送機

構を調べている．非晶質半導体のギャップ状態，欠陥状態のエネルギー分布，キャリア寿

命を求め，光照射による膜質の構造変化，アニール効果などの性質を明らかにすることに

より，a－Si：H太陽電池の高効率化のための作成法とその評価法を確立する．

　化合物半導体のMIS構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　藁品　正敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多田昭…郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　III－v族化合物半導体を用いたデバイスは，常温においてSiの4～5倍の界面移動度が報

告され，信号処理の分野でその超高速性能を発揮しつつあるが，化合物半導体一絶縁物界面

の基礎物性およびそれを基盤にした表面，界面の制御，不活性化技術は未確立の段階にあ

る．そこで，III－V族化合物半導体に，陽極酸化法を用いて半導体一絶縁物界面を実測し，

容量法，ICTS（Isothermal　Capacitance　Transient　Spectroscopy）法などを用いて界面

の電気的特性について詳しく調査，界面制御法について検討している．

　MOSトランジスタと界面準位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手藁品正敏
　ICの安定性，信頼性の向上のためにMOS構造の交流コンダクタンス（G）の周波数特性，

容量（C）のバイアス（V）特性等の測定によって絶縁層と半導体間の界面現象の研究，特に，

Si－SiO2の界面準位の発生機構の解明を進めている．これまでに，2元パラメータMosコ

ンダクタンス法，簡易C－V法及びG－V法等を完成しつつ界面準位密度を総合的に評価

し，界面準位に関するモデルの確立をめざしている．

　耐放射線強化素子の基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川畷・大西一功（是杢゜）

　シリコン集積回路の耐放射線性強化を実現するための基礎的課題として，Si一絶縁膜界面

の放射線照射による劣化機構の解明を行っている．Si－SiO2界面の電子的性質が放射線照

射により受ける効果から，その機構解明の手がかりを得ることを目標にして研究，発展さ

せると共に，SiO2と異なる絶縁膜について放射線の影響を追求している．

　半導体メモリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・栖一功（P，杢゜）

　Random　Access　MemoryとしてのMNOS（Metal－Nitride－Oxide－Semiconductor）半

導体素fの記憶動作の高速化，低消費電力化を目的として，書き込み及び保持特性の安定

化が異種絶縁層界面（N－O界面，0－S界面）状態と密接な関係にあることを明らかにし，
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MNOSの記憶機構のモデル化を試みている．

　空力操縦型宇宙機の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・奉嘩牧野隆

　将来型宇宙機の必要速度低減方法として，惑星大気層における空気力を積極的に利用す

る方法，すなわち空力制動についての研究を行っている．とくに，軌道の特性，空気力の

“不確実さ”による軌道への影響を，数値シミュレーションにより調べている．

　伸展ノズルの実験研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・助手成尾芳博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官榊保成・奉讐岡本淳一

　ブースター・ロケット用液水エンジンの伸展ノズルに関して，特にノズル伸展時におけ

る超音速ノズル内の流体力学的特性に主眼を置いた実験研究を行っている．

　太陽熱機関を用いた宇宙用発電システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　長友　信人・助教授　棚次　亘弘

　小型プラットホームを利用して低軌道上の宇宙環境において太陽熱を用いた熱機関によ

って発電する実験を立案している．実験装置の規模は太陽集光器の直径が4m，電気出力が

3～5kWである．熱機関にはスターリングエンジンを用いる計画である．

　空気吸込式エンジンを用いた宇宙輸送システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授棚次亘弘・奉蓮池田醸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉糧麦谷高志

　従来のロケットは燃料と酸化剤を自らの機体内に持ちその燃焼熱エネルギーを運動エネ

ルギーに変換し，目標とするミッションに必要な速度までペイロードを加速している．そ

の際，高度30～40kmの大気中で全推進剤の60～70％を消費し，マッハ4～5程度まで加

速しているに過ぎない．そこで大気中を飛しょうする間に吸込んだ空気を酸化剤として利

用すると機体が小さくできペイロード輸送能力を飛躍的に向上できる．現在，このような

宇宙輸送機の形状，重量解析および飛しょう経路の解析を行いシステムの評価を行ってい

る．

　粗い面及びランダム媒質からのマイクロ波後方散乱に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢　春任・技　官　松坂　幸彦

能動マイクロ波リモートセンシングの基礎研究として行っているもので，粗い表面およ

びランダム媒質からのマイクロ波の後方散乱の過程を実験的ならびに理論的に研究してい

る．今年度は植物をモデル媒質としてX及びCバンドでの散乱実験を行い，体積散乱過程

についての研究を行った．またSバンドの散乱測定装置を製作した．
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　合成開ロレーダ画像の画質の定量的表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢　春任

　合成開ロレーダに関して，起伏のある地形のイメージングにおける入射角の影響，受信

信号のSN比と画質との関係，および受信信号の量子化を行うときの量子化ビット数と画

質との関係，等について，画像の特性を議論する上で有用な定量的表現を与えた．

　合成開ロレーダ画像のフィルタリングによるスペックル低減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・＃＋z一上野秀幸

　合成開ロレーダ画像に固有の雑音であるスペックルを低減するための新しいフィルタを

提案した．このフィルタはエッジを出来るだけ保存したままスペックルを減らすことを狙

うもので，シミュレーションにより，良好な特性の得られることが示された．

　複速度PN測距方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也・教授広沢春任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　善一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　深宇宙探査機を主対象とする飛しょう体の測距法として，速度の異なる二つのPN系列

を単一の通信回線を通じて同時に伝送する新しい方式のPN測距方式を提案し，理論的な

検討によって特性を明らかにするとともに，その有用性を示した．

　レーダ画像とマイクロ波シグネチャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・技官狛　　豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂　幸彦

　シーサットー1衛星によるレーダ画像，ならびに昭和58年にわが国で行われたSAR－580

航空機実験によって得られたレーダ画像等を用いて，マイクロ波シグネチャの研究を行っ

ている．

　グロー放電を利用した風向風速計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・李糧山中大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂　幸彦

　グロー放電を利用した風向風速計について二，三年前から研究を行ってきているが，今

年は，各種パラメータ依存性をより一層明確にした．

　人工衛星の熱設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是fJ・・M〈騰・技官大西晃

　宇宙研で開発中の科学衛星の熱設計およびその確認試験法について，その手法確立と改

良を行なっている．

ヒートパイプ冷却機の開発
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是小林騰

　将来の大型宇宙船の熱制御法の一つである流体ループによる制御，特に能動的な冷却法

の確立を目ざして，ヒートパイプ冷却機の開発的研究を行なっている．目下，試作品を製

作して動作確認の実験中である．

熱制御材の表面熱物性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨暴小林康徳

　レーザ・ラマン散乱を利用して熱制御材（人工衛星の表面処理剤）の劣化のメカニズム

を解明することを目的に実験的研究を進める準備段階にある．

衝撃波による粒子加速

宇宙科学資料解析センター

助手寺沢敏夫・馨謂究食M．S・h・1er

　地球前面の定在衝撃波，惑星間空間衝撃波の近傍ではアルフェン波乱流と衝撃波との間

で効率的な粒子の統計的加速（フェルミ型加速）が起こっている事が知られている．しか

し加速過程の詳細についてはまだ議論が決着していない．（例えば，非加速粒子のエネルギ

ースペクトル指数のアルフェン波乱流スペクトル指数への関数依存性，加速過程のイオン

の荷電／質量比依存性等）．我々はISEE－1及び3衛星の高エネルギー粒子観測ならびに磁

場・プラズマ観測データを用いてこうした点について研究を行ってきた．主な成果は粒子

異方性の詳細な解析により粒子の加速領域からのescape　efficiencyを定量的に決定した

こと，（これは理論的モデルの判定にとって重要），今まで観測の欠けていたpredawn領域

での粒子観測を行い（ISEE－3の新しいデータによる）加速の有効な領域の範囲を特定した

こと等である．

磁気圏におけるティアリング不安定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手寺沢敏夫・奉糧星野真弘

　磁気圏尾部及び昼間側磁気圏境界面では，磁力線再結合過程を通して，磁場のエネルギ

ー解放がおきていると考えられている．この基本機構を理解する上で重要な無衝突プラズ

マ中でのティアリング不安定について，運動論的な立場から研究を行った．粒子模型に基

づく数値シミュレーションとブラリフ方程式に基づく理論解析の手法により，従来の理論

で無視されていた静電場の効果をくり込んで線型成長率を評価した．磁気圏尾部でのティ

アリング不安定に対しては，従来の理論の評価でよいが，昼間側の磁気圏境界面に対して

は，静電場の寄与はティアリングモードをさらに不安定にすることがわかった．

臼田宇宙空間観測所

深宇宙局設備の信頼性の検討
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助教授高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・技官周東晃四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　　宏

　深宇宙局のアンテナ，通信設備，運用管制システム等について，経時変化，運用に影響

する要因の検討を行っている．

　局運用データベースから設備情報を検索するソフトウェアを開発した．また運用・管制

の基準となる標準時刻装置（原子時計）の信頼度を向上させるために，装置の3重化を行

った．その他の局設備についても，初期エラーを抽出し，必要な改善を進めた．

　深宇宙通信の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　野村　民也・教　授　林　　友直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢　春任・助教授　高野　　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・技官鎌田幸男
　今後の深宇宙ミッションのために，高周波数帯の開拓と大型の衛星搭載アンテナの開発

は不可欠である．そのため，Xバンドの通信方式・地球局について検討している．

　また，直径10mφ程度の大型搭載アンテナを想定し，電気的な面から研究を進める．今

年度は，宇宙研で初の高利得搭載アンテナであるハレー彗星探査機のHGAについて，宇宙

空間での特性を測定し，地上データとの比較を行った．

ICE衛星の信号受信と観測協力

教授林　友直・教授西村敏充
助教授　高野　　忠・助　手　山田　隆弘

技　官　山田　三男

　アメリカから依頼のあったハレー彗星探査機ICEについて，臼田局を用いて信号受信を

行った．まずICE用の低雑音増幅器を含んだ受信系の特性を測定し，「すいせい」用の受信

系と比較した．この値を基に無線回線の解析を行い，受信状況を推定した．実際にICEか

らのデータは良好に記録され，アメリカに送り込まれた．

　スペースVLBIの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充・教授三浦公亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　　忠・助　手　山田　隆弘

　人工衛星と地球局間を基線とするVLBIについて，構成，衛星軌道，観測系とデータ伝

送系の所要性能，周波数標準等の検討を行った．また，臼田局の大型アンテナを用いて，

ジェット推進研究所等と協同で，スペースVLBI実験を行う準備を進めている．

衛星データ処理・ネットワークの研究

教授野村民也・教授林　友直
助教授　高野　　忠・助　手　山田　隆弘

技官大西　晃・技官周東晃四郎
　科学衛星のミッション内容が高度化および多様化するにともない，衛星データの取得・

処理・蓄積を効率的に行うことが重要となる．計算機・LAN・データ通信回線を組み合わ
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せた衛星・局データの伝送ネットワークの構成方法，テレメトリ・コマンドデータ形式，

伝送処理ソフトウェア，データ管理ソフトウェア等について検討を進めている．

パケットテレメトリ・コマンド方式の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也・助教授高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山田隆弘・技官周東晃四郎

　宇宙研究のためのテレメトリ・コマンド信号について，国際機関CCSDS（宇宙データシ

ステム諮問委員会）がパケット形式による標準化を進めている．当面，衛星と地球局問が

対象であるが，将来地上の管制ネットワークにも影響を与えると思われる．このCCSDS方

式テレメトリを実験衛星に適用するための構成・実験方法について，検討を行う．

　宇宙機間光通信の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　　忠

　科学衛星やデータ中継衛星等の宇宙機間に適用することを目的に，光通信システムの研

究を行う．構成概念の検討と技術課題の抽出とを行い，基本問題の検討を開始した．

　地物による地球局アンテナの遮蔽効果の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　　忠・技　官　山田　三男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　　宏

　地物による地球アンテナの電波受信状況は，山岳や建物による電波の遮蔽効果により左

右される．臼田64mφアンテナにより「さきがけ」，「すいせい」からの電波を受信し，実

験的にその効果を明らかにした．また，現象をモデル化して理論的に解析した結果，実測

データを良く説明することができた．
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2．総合研究

a．宇宙観測事業

　観測ロケット及び科学衛星による科学観測

　我国の観測ロケットを用いた宇宙科学研究は，国際観測年から始まり約4半世紀を経た．

その間，昭和45年に我国初の人工衛星「おおすみ」の成功を見てより，科学衛星による観

測が加わり，昭和60年8月19日「すいせい」が惑星間軌道に投入され，さきに人工惑星

となった「さきがけ」とともに，61年3月にハレー彗星との会合に成功した．この事業は

当初，東京大学生産技術研究所により実施されていたが，途中約15年間東京大学宇宙航空

研究所に引き継がれ，更に，昭和56年4月14日から国立大学共同利用機i関として宇宙科

学研究所が設立され，ここにおいて行なわれることとなった．これまでも国際地球観測年

をはじめ，国際磁気研究計画や，最近の太陽活動期における国際協力あるいはX線天文学

などにおける国際的な研究事業などに対し，我国の科学衛星は非常に大きな貢献をしてい

るし，また，いくつかの国際協力ロケット実験を行なうなど，我国の宇宙観測が果した国

際的役割は非常に大きい．また，ロケット及び科学衛星による科学衛星の成果は，大気球

観測や実験室における基礎的な実験結果にも負う所が多く，宇宙科学研究所に参加してい

る50に余る研究機関と，250人を上まわる宇宙科学研究者との協力によって行なわれてい

るこの事業は，我国における巨大科学の一つとして，大きな成果をあげているということ

ができる．科学観測については，全国の宇宙科学研究者から観測項目の公募を行い，これ

に基づいて所内所外約半数ずつのメンバーで構成される宇宙理学委員会で実行立案してい

る．もちろん，これらの観測項目あるいは科学衛星の計画などについては，宇宙観測シン

ポジウムや，科学衛星シンポジウムなどであらかじめ討議されている．

　昭和60年（度）観測実験では5機の観測ロケットが打上げられた．昭和59年度第2次

実験での2機と60年度第1，第2次実験での3機である．また，科学衛星は，昭和60年度

8月19日に「PLANET－A」が打上げられ，国際標識1985－073　Aとなり「すいせい」と命

名された．「すいせい」は9月下旬から観測を開始している．搭載機器は，さきに打上げら

れた「さきがけ」とともにデー一タを送り続けている．本年3月にはESAの「ジオット」，

ソビエト連邦の「ベガ1，2号」などと共に国際的なハレー探査計画の一端を担って，その

観測結果に大きな期待がかけられている．

　また，「じきけん」「ひのとり」および「てんま」が観測を続けており，「てんま」はX線

パルサー，X線バースト，X線新星の観測を行ない，また，国際共同観測に活躍しており，

それぞれ世界的にみても第1級の新しい研究を行なっている．

　「おおそら」も打上げ以降地球をとり囲む大気およびプラズマの研究に大きな寄与をし

ようとしている．中層大気の微量成分の観測や，南米上空における電離層の観測を続けて

おり，次々に新しい結果を得ている．今後打上げられるものとして，ASTRO－Cはフライ

トモデル製作中であり，今年からEXOS－D計画が新しく発足している．

　また，新しい観測装置の開発のための基礎開発研究が行なわれており，これもほぼ観測

と同じプロセスによって計画実行がされている．これらの研究の成果は，各シンポジウム

のプロシーディングに出されるとともに，研究所出版物や学会誌によって公表されている．

　科学衛星計画における国際協力としては「ASTRO－C」に，英国および米国の実験を搭載
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すること，また，「EXOS－D」にカナダの実験を搭載することとして進められている．日米

協力テザーロケット実験は昭和60年12月に，再実験を行ない，成功した．SEPAC実験は

諸種条件が伴えば将来再実験を行なうこととなっている．

　　　　　　　　　　　　　　第1表昭和60年度観測ロケット表

　　　　　　　List　of　Sounding　Rockets，　Kagoshima　Space　Center，1985－1986

（1）昭和60年（度）観測ロケット実験

No． Rocket Date　Time
（135°EMT）

比
mA
k

Experimenters

S－172

S－173

S－174

S－175

S－176

S－177

S－310－15

S－520－7

MT－135－44

K－9M－78

K－9　M－79

S－310－16

’85　　2／　7　　18　　00

2／11　　19　　30

9／11　　11　　25

9／14　　23　　40

’86　　1／31　　17　　00

2／1　1　　22　　40

213

362

0
0
7

だ
O
Q
ゾ

　
2
319

201

NNP－03／T（06），　NNP－R
（02），AIR（09）

TED（23，02），TEL（02），PWP
－HF（26），　NEL（02），　EMD
（02），PWP－ANT．（02），MGF
（04），HOS（02），PWP－LF（02）

SONDE
CIR（10），　DIP（02），（failure
PI），　STS（10），　HOS（10）

EFD（02），FIMS（32，02），PWP
－P（26）

AGレV（06），　AGレIR（09）

Satellites

SA－11 M－3SII－2

Inclination

Semi－major
Axis

Eccentricity

Nodal　Period

Apogee
Perigee

’85　　8／19　　08　　33

0．851

1．267

0．195

284．7

1．514

1．020

1985－073A“Suisei”
ESP（02），　UVI（04），

degrees　sun－centered　EME－
50

×108km

day

×108km　Encounter

×108km　Mar．　8，
1986（JST）

（）は担当機関を表す．

Location　of　the　Center；131°04’45”E，31°15’OO”
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第2表観測ロケット

Sounding　Rockets

　　　　　Diameter　　LengthRocket
　　　　　　（mm）　　（mm）

Weight
（kg）

No．　of

stage

Rayload＊　　Altitude

　（kg）　　　　（km）

MT－135
S－210

S－310

S－520

ST－735

K－9M
K－10

L－3H

135

210

310

520

735

420

420

735

3．3

5．2

7．1

7．9

4．6

11，1

9．8

16．5

　68．5

260

700

2110

7431

1500

1750

9500

1
1
1
1
1
2
2
3

　29
　40

　70
70／150

　121

　100

　170

100／170

　60
　110

　190

430／350

　350

　250

200／450

“Nose　coneを含めてのペイロード

　　　　　　　　　　　　第3表 科学衛星打上げ用ロケット

　　　　　Diameter　　LengthSatellite
　　　　　　（mm）　　　　（m）

Weight
（kg）

No．of　　Weight
Stages　　　（Statellite）

M－4S

M－3C

M－3H
M－3S

1410

1410

1410

1410

23．6

20．2

23．8

23，8

43499

41701

48843

49384

」
4
0
0
3
り
○

65

95

200

190

01郵政省電波研究所

03　東京大学教養学部

05　東京大学東京天文台

07　東海大学航空宇宙学科

09　立教大学理学部

11　各古屋大学空電研究所

13　京都大学電子1二学科

15　　〃　太陽電波研究センター

17　大阪市立大学原子力研究所

19　神戸大学工学部

21　東京大学天文学教室

23　理化学研究所大和町研究所

25　機械技術研究所

27　大阪市立大学理学部

29　電気通信大学

31　東京大学理学部鉱物学教室

担　当　機　関

　　　　02　宇宙科学研究所

　　　　04　東京大学理学部地球物理研究施設

　　　　06筑波大学

　　　　08　理化学研究所板橋分所

　　　　10　名古屋大学理学部

　　　　12　岐阜大学教養学部

　　　　14　京都大学理学部

　　　　16　大阪市立大学工学部

　　　　18　大阪大学工学部

　　　　20　東京大学　〃

　　　　22　　〃　宇宙線研究所

　　　　24極地研究所

　　　　26　東北大学理学部

　　　　28　神戸大学教養部

　　　　30東京大学物性研究所

　　　　32　神戸大学理学部
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33金沢大学工学部

35　青山学院大学理工学部

37神奈川大学工学部

39　早稲田大学理工学研究所

41宮崎大学工学部

43　玉川大学

45宇都宮大学
47　京都産業大学

49　京都教育大学

51九州大学教養学部

53東北工業大学

55　郵政省電波研究所犬吠電波観測所

57名古屋大学宇宙線研究所

59　兵庫医科大学理学教室

61新潟大学理学部

63京都大学飛弾観測所

65　東京都立大学

67　中京大学

4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6

3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6

東京大学原子核研究所

日本大学理工学部習志野校舎

東京大学理学部化学教室

九州大学理学部物理学教室

東京農業工業大学工学部

高エネルギー物理学研究所

大阪大学理学部

甲南大学理学部

大阪大学理学部

気象庁柿岡地磁気観測所

岩手大学物理教室

東京天文台太陽電波観測所

中部工業大学

福島大学物理教室

信州大学物理学教室

愛媛大学

横浜国立大学教育学部

搭載機器略号表

　　AGL－V：大気光一紫外

　　AGL－IR：　〃　一赤外

　　　AIR：大気水蒸気およびエアロゾルの赤外分光観測

　　　　CIR：近赤外偏光観測器

　　　　DIP：遠赤外サブミリ波背景放射光観測器

　　　EFD：電場計測器

　　　EMD：電場・磁場測定器

　　　ESP：低エネルギー粒子の観測

　　　FIMS：イオン質量，エネルギー分析器

　　　HOS：地平検出器

　　　MGF：磁場

　　　NEL：電子密度観測

NNP－03／T：大気オゾン

NNP－03／R：中間圏オゾンの測定

PWP－ANT．：ワイヤアンテナの伸展機構装置

　PWP－HF：プラズマ波動受信機一高周波

　PWP－LF：　　　〃　　　一低〃
　　PWP－P：プラズマ波動計測器

　　　STS：星位置検出器

　　　TED：熱的電子エネルギー分布測定器
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TEL：電子温度計

UVI：紫外線撮像装置

　観測及び科学衛星打上げロケットの研究

　昭和30年以来東京大学生産技術研究所で行われていた観測ロケットの研究開発と，それ

による宇宙の観測は，昭和39年東京大学宇宙航空研究所に移され，その後科学衛星と大気

球の計画に加えた宇宙観測特別事業として各種専門委員会を通じて研究，開発の計画立案

とその実施に当り多大の成果を挙げてきた．これによりわが国の宇宙理学，宇宙工学研究

は発展を続けその規模も拡大し，国際的連携体制への配慮も必要となるに至った．この趨

勢に対応するため昭和50年10月に「宇宙科学研究の推進」について文部省学術審議会に

よる答申が行われ，わが国の宇宙科学研究を推進するための中枢となるべき研究所の必要

性が強調され，その結果昭和56年4月14日付をもって東京大学宇宙航空研究所を発展的

に改組し，国立大学共同利用研究所の一つとして文部省直轄の宇宙科学研究所が発足する

運びとなった．附属施設としての鹿児島宇宙空間観測所，三陸大気球観測所，能代ロケッ

ト実験場，宇宙科学資料解析センターはすべて東京大学から宇宙科学研究所に引き継がれ

ている．

　観測および科学衛星打上げロケットに関わる工学諸分野の研究開発は，宇宙工学委員会

が担当し，本所内のみならず外部の研究者の参加を得て推進，空力，構造，材料，エレク

トロニクス，制御など諸分野の研究・開発の推進にあたっている．

　昭和42年4月以降，種子島周辺地域における漁業問題のため，約1年半にわたって内之

浦における観測ロケット実験が中断されたが，翌43年8月に問題が解決し，9月から実験

が再開され，以後8～9月および1～2月の2期に実験が行われている．科学衛星打上げ用

4段式ミューロケットM－4S型の研究開発については，昭和41年10月のM－1－1号機（第

1段性能試験），44年8月のM－3D－1号機（第3段ダミー）の飛しょう実験等を実施する

一方，L－4　S型を用いて，　M－4　S型の衛星打上げ方式の研究を行ってきた．そして昭和45

年2月11日，L－4S－5号機の実験において，ロケットのすべての動作が順調に行われた結

果，第4段の燃えがら14．9kgを付けた23．8kgの物体が地球をまわる軌道にのり，わが国

初の人工衛星となった．これは“おおすみ（大隅）”と命名され，国際標識1970－11Aが与

えられた．

　引きつづいてM－4S型による衛星打上げが行われることになり，昭和45年9月にはM－

4S－1号機の発射が行われた．これはミューロケットによる最初の衛星打上げであること

から，衛星は当初第1号科学衛星の最初のフライトモデルとして作られたものを若干改造

し，科学観測は短波帯太陽電池の1項目にかぎり，温度，振動等の工学測定に重点をおい

たものとした．しかしこの打上げは，第4段ロケット不点火により，衛星を実現すること

ができなかった．つづくM－4S－2号機には，1号機の不具合に対する対策を織り込んだ改

良を加え，また衛星は，化学電池を電源とする試験衛星として，これにより，軌道上にお

ける衛星の環境，機能の試験を行うこととなった．この打上げは46年2月16日に行われ，

重さ63kgの衛星“たんせい（淡青）”（国際標識1971－011　A）が軌道にのった．そして当

初の計画どおり1週間にわたって衛星各部の温度，電源電圧，電流，姿勢，各機器の作動

状況等のデータを取ることができた．
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　昭和46年9月28日，第1号科学衛星MS－F　2がM－4　S－3号機によって打上げられた．

短波帯太陽電波，電離層プラズマおよび宇宙線の観測を目的とするこの衛星の重量は66

kgで，軌道にのった後，“しんせい（新星）”と命名された．国際標識は1971－080　Aであ

る．“しんせい”は打上げ時，開頭に際して空力加熱のため電子温度測定のためのプロープ

が損傷し，また，第40周頃から宇宙観測のためのガイガー計数管の1個が，電源系統の故

障で動作しなくなった以外は1頂調に観測を続け，昭和46年12月末には，当初に予定した

3か月にわたる宇宙観測の目的を達成した．“しんせい”は打上げ後約3年半にわたって，前

記以外の各部は概ね正常な機能を発揮したが，その後次第に劣化が目立つようになり，デ

ータも妥当性を欠くようになって来た．昭和50年秋頃よりは，搭載電池の劣化のため，日

照時のみ送信が行われるようになっているが，軌道上長期にわたる衛星動作に関する工学

上の資料をうるため，現在も随時データ取得を行っている．

　昭和47年8月19日には，M－4　S－4号機によって，第2号科学衛星REXSが打上げら

れ，“でんぱ（電波）”と命名された．国際標識は1972－064　Aである．“でんぱ”は，電離層

上部と磁気圏のプラズマ構造，磁気圏内の電磁波とプラズマ波動現象，地磁気で捕促され

た荷電粒子の空間的ならびに時間的変動，地球磁場の変動などの観測を目的としたもので，

重量75kgの衛星である．“でんぱ”は打上げ3日後の8月22日，はじめ電子フラックス測

定器の電源を投入した際，高電圧回路に放電を生じ，電源系統および搭載機器の一部が異

常となって，以後意味あるデータが送信されなくなった．

　科学衛星打上げのためのロケットの開発は，M－4　S型の2，3，4号機の成功でその第1段

階を完了した．第2段階は，M－4　S型の2，3段にSITVC装置を備えたM－4　SC型の開発

を行う計画であった．その後の検討により，第2段の推進薬改良による性能向上を図ると

ともにSITVC装置を装着し，第3段に直径1．14　mφの球形モータを使用する3段式ロケ

ットは，当初M－4SC型で打上げることに計画されていた第3号および第4号科学衛星を

打上げることが可能であるとの見通しがえられたので，従来の計画を変更し，以上の3段

式ロケットをM－3C型と名付け，その開発を進めることにした．

　M－3C型の開発に必要な二次流体噴射推力方向制御（SITVC）技術の開発は昭和42年

度より地上燃焼実験による研究が進められ，小型からミュー第1段にいたる各種のロケッ

トについて，制御ループ試験，比例制御試験を含めて，10回以上の実験が行われている．

飛しょう実験は，昭和44年からカッパ型で開始され，昭和45年に同型による実験を終了，

次いで，昭和46年からはL－4　SC型による飛しょう実験を行い，その成果をG、まえてM－

3C型による科学衛星の打上げに至っている．

　昭和49年2月16日には，M－3C－1号機によって衛星の姿勢制御その他の工学的試験を

目的とした重量56kgの試験衛星が打上げられ，“たんせい（淡青）2号”と命名され所期の

目的を達成した．国際標識は1974－08Aである．

　昭和50年2月24日には，M－3　C－2号機により第3号科学衛星SRATSが打上げられ，

“たいよう（太陽）”と命名された．国際標識は1975－014Aである．“たいよう”は太陽軟X

線，太陽真空紫外放射線，紫外地球コロナ輝線，正イオン組成・温度・密度，電子温度・

密度の観測を目的としたもので，重量86kgの衛星である．“たいよう”は軌道上においてス

ピン軸方向をホイールモードに制御した後観測を行う計画となっていたが，地磁気を利用

した姿勢の制御，およびその維持も順調であった．搭載各装置も，正イオン組成分析器の
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データが不十分であった以外はすべて正常で，多くの観測資料をもたらした．

　これに続いて，昭和51年2月4日に，M－3　C－3号機により第4号科学衛星CORSAの打

上げが行われたが，制御精度の向上を目的として新しく開発された姿勢基準装置の誤作動

により，CORSAを軌道にのせることは不成功に終った．そのため，　CORSAとほぼ同じ設

計ながら観測機能の若干の向上を図った衛星CORSA－bを，昭和54年2月に，再度M－3　C

型で打上げることにした．

　M－3C型に続く打上げロケットとしてかねてより研究，開発を進めて来たM－3　H型の

1号機の飛しょう実験は，昭和52年2月19日に行われ，重さ約130kgの試験衛星“たんせ

い（淡青）3号”（国際標識：1977－012　A）を所定の軌道に打上げることに成功した．

　M－3　H型は，M－3C型と第2，3段はほぼ同じであるが，第1段モータの長さを約1／3延

長とし，且つ推進薬が高性能のものに改められている．これらによる第1段の推力増強に

より，M－3　H型の衛星打上げ能力はM－3C型の1．5倍となっている．　M－3　H－1号機の発

射は，昭和52年度に予定した2号機による第5号科学衛星EXOS－Aの打上げに備えて，

初めて南南東に向けて行われ，傾斜角66°の軌道を実現した．また，遠地点を北球上空にも

ってくるため，衛星上端にキックモータを取り付け，いったんこれらをパーキング軌道に

打ち出した後，地球を約半周した所でキックモータに点火し，北半球側の軌道を拡大する

方式を採用したが，これも順調であった．

　軌道上における“たんせい3号”は，沿磁力線安定化実験をはじめ，Y・定した多くの工学

的実験を概ね順調に遂行し，所期の成果を収めた．

　M－3H型2号機iの打上げは昭和53年2月4日に行われ，重量126　kgのEXOS－Aを所

期に近い軌道に打上げた．EXOS－Aは，北極圏におけるオーロラおよびそれに関連する諸

現像を併せて，電離層，磁気圏の諸特性を観測する目的をもっている．軌道にのった衛星

は“きょっこう（極光）”と命名され，国際標識1978－014Aが与えられた．“きょっこう”は，

“たんせい3号”で試験した沿磁力線姿勢安定を採用し，衛星が北極圏上空を通過する際，

オーロラの鳥鰍像を紫外線で観測するためのテレビ装置の開口部がある底面が，常に磁極

方向に向くよう設計されており，紫外線オーロラ像をはじめ，各種の豊富なデータを取得

した．

　M－3H型3号機は昭和53年9月16口に打kげられ，第6号科学衛星EXOS－Bを遠地

点高度3057kmの長楕円軌道に投入した．　EXOS－Bは，　EXOS－A（きょっこう）とならん

で国際磁気圏観測計画に沿って地球電磁圏の探査を目的として計画されたものである．軌

道に乗った衛星は“じきけん（磁気圏）”と命名され，国際標識1978－087Aが与えられた．

長大アンテナを使用した受動的ならびに能動的方法による磁気圏の直投観測などがすべて

順調に行われ貴重な成果が得られ，現在もなお稼動中である．

　昭和54年2月21日には前述の経緯により再計画された第4号科学衛星CORSA－bを

M－3C－4号機により打hげた．　CORSA－bは“はくちょう（白鳥）”と命名され，国際標識

は1979－014Aである．“はくちょう”はX線天文学衛星で新X線源の発見，　X線バースト

の監視ならびに発見，広帯域X線スペクトルの時間変動の観測を重点目標とし計画設計さ

れた．“はくちょう”のすべての動作は正常で，すでにいくつかの超軟X線新星や最大級の

X線バーストが観測され本分野における貴重な役割を果しつつある．

　M－3　H型の第1段にもSITVC装置をつけ，ロール制御のためにはSMRC（固体モータ
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ロール制御ジェット）装置を取り付けて飛行制御を行うよう改良したのがM－3S型であ

る．この第1段の飛行制御には大気の中でピッチ・ヨー比例制御，SMRCによるロール制

御等の新技術の研究開発が必要であるので，昭和50年のM－13　TVC－1と昭和54年のM－

13　TVC－2の地上燃焼実験では比例制御TVCの動作試験，また昭和50年のK－10　C，昭和

51年のL－4　SC－4号機，昭和54年のL－4　SC－5号機等で飛行制御実験が行われた．

　M－3S型の1号機の飛しょう実験は，昭和55年2月17日に行われ，第1段飛行制御は

所期の性能を発揮し，重量185kgの試験衛星“たんせい（淡青）4号”（国際標識：1980－015

A）を所定の軌道に打上げた．“たんせい4号”では各種の姿勢制御をはじめ以後の科学衛星

のために必要な多くの試験が順調に実施されつつある．

　M－3S型2号機の実験は，昭和56年2月21日に行われ，第7号科学衛星ASTRO－Aを

所定の軌道に打上げた．ASTRO－Aは“ひのとり（火の鳥）”と命名され，国際標識は1981

－017Aである．“ひのとり”は太陽活動期におけるフレア現象の精密観測を主な目的として

計画設計された．“ひのとり”の動作は正常で，X線によるフレア観測において多大の成果

積分ジャイロを用いるSFAP（スピンフリー解析プラットフォーム）型姿勢基準装置が研

究され，L－4　SC－4，　M－3　H－1，2，3号機ならびにM－3　C－4号機の実験で，これが所期の

性能を有することが確認された．現在は更に制御性能の拡大を目指して，マイクロプロセ

ッサを組み入れた全ディジタル方式の基準装置の研究が進められている．

　ロケット打上げ実験における安全確保は極めて重要な課題であり，宇宙開発委員会は安

全部会を置いて，周到な検討を行っている．本研究所でも，先に安全専門委員会を設けて，

特にMロケット打上げに対する安全確保の為の技術的問題の研究を進め，M－3　H－1，2号

機の打上げに際して，一応の基本的体制を整えることが出来たが，安全確保は全てに優先

するものとして，更に改良の為の研究が進められている．

　上記の電波誘導および保安活動をより充実させるために，昭和54年からKSCに新しく

大型計算機（ACOS）を設置されている．これを用いて，各種追跡情報や飛しょう動作デー

タの取込み処理による実時間動作の総合的な管制システムが開発されている．

　観測技術の高度化に伴い，ロケットを希望の対象の方向に指向させる技術が要望されて

いる．K－9M型に対しては，スピンしたままの第2段設計部を太陽方向に指向させる制御

装置が開発され，昭和44年2月，K－9　M－22号機で実際に使用，ほぼ目的を達成した．昭

和56年8月には，衛星打上げの姿勢制御技術を応用したK－10－6号機iの実験を行い，良好

な結果を収めた．この方式は，以来天文系のロケット観測に大きな貢献を果している．

　我が国の観測ロケットは，研究開発の発足以来多段式が専らであったが，昭和37年頃よ

り1段式ロケットの宇宙が行われるようになり，これまで，現在，気象庁が気象ロケット

として経常的に打上げているMT－135　P型以下，一連の1段式ロケットが生れている．こ

のうちS－210型（観測器40kg，高度110　km）とS－310型（観測器70　kg，高度190　km）

は，内之浦のみならず南極昭和基地においてもオーロラ現象等の観測に使用されている．

　さらに昭和55年にはS－520型一1号機（観測器200kg，高度350　km），同56年には2号

機，および4号機のフライトが成功し，今後の活躍が期待されている．

　なおS－520－4号機においてはペイロード部のパラシュートによる緩降下，炭酸ガス・ブ

イによる海上浮遊，ロランCシステムを利用した回収船の接近など回収技術に関する一連

の試験に成功した．昭和58年8月には，S－520－6号機においても再度回収に成功し，将来
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の観測に新しい手法の導入を可能にし，また高価な機器の回収，再使用による観測の経済

化への途が拓かれた．

　観測ロケット用電子機器としては，大型ロケットにおいて大量，高速のデータ取得を目

的とする高速度PCMテレメータ装置，振動特性測定のためのSS－FMテレメータ装置，精

測レーダトランスポンダおよび電波指令制御のデコーダなど，新しい方式の高性能装置の

開発も行われている．これとともに，来るべきMS－T　5／PLANET－Aの飛しょうに備え

て，超遠距離にわたる通信確保のための効率のよい方式の研究開発も鋭意進められている．

　そのほか，高抗張力鋼やFRPを用いたモータケースやノズルの研究開発，推力中断装置

や落下点予測方式など，一連の発射安全方式の開発など，種々の基礎技術についても多く

の成果が得られている．

　また，将来における我が国のロケット打上げ能力の拡大に資するため，液体水素体酸素

エンジンに関する研究も行われている．当初は研究室レベルでの小規模な研究活動であっ

たが，昭和51年度からは，宇宙開発事業団におけるH－1の開発に資するため，宇宙開発委

員会の要請，調整の下に，タンク等を含め総合的な性能確保を目標として拡大した規模の

本格的基確開発研究を開始した．

　昭和54年までにタービンポンプ，7トンエンジン等の試作および一部の組合せ試験が行

われ，システム試験を目標として，データの収集，経験の蓄積がなされてきたが，55年度

には7トンエンジンシステムの実験が成功裡に行われ，わが国の液水エンジン開発に一時

期を画した．こうした実験はいずれも能代実験場で行われており，真空燃焼テストスタン

ドをはじめ同実験場における所要施設，設備の充実も進んだ．昭和56年からは，推力10t

級のエンジンシステムに関する研究開発が進められ，昭和58年には，燃料タンクとも一体

とした総合システム試験が行われる段階にまで達して，このクラスの液体エンジンシステ

ムに関する研究は一段落した．これら一連の研究活動は，新しい燃焼室形成技術の研究開

発等，我が国における液水エンジン技術の育成に多大の貢献を果したが，液水エンジン技

術は宇宙推進の分野で今後とも重要な役割をもつので，更に燃焼の高圧化を高め，その高

成能化に関する研究を進めることとしている．

　なお，昭和58年5月には，日本海中部地震に伴う津波のため，能代実験場はかなり大き

な被害をうけたが，幸いその後最小必要限度の修復が行われ，当面の研究活動はできる状

態になっている．

　大気球による科学観測

　昭和60年度は5月に第一次実験，8，9月に第二次実験を行い，計11機の実験，放球を

三陸で行った．2，3月にはオーストラリアにおいて赤外線観測のため3機の放球を行った．

なお7月には極地研に協力してノルウェーで4機の放球を行っている．
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表1昭和60年度大気球観測一覧表

放球月日 気　球 観　測　項　目 担当者 高度 備　　考

5月23日 B50－28 一次電子の観測 平良　俊雄 33km 回収，22．5時間

5月27日 B50－27
宇宙線重粒子の観

ｪ
近藤　一郎 32 回収，34時間

5月30日 B15－58 放球試験 西村純 28 回収，41時間

7月12日 B5－123
地磁気微小変動の

ｪ定
瀬戸　正弘 26 回収，青森県深浦にて放球

8月27日 B15－61 宇宙環境放射線 岡野　真治 26 回収

9月3日 Bl5－60
大気組成サンプリ

塔O
伊藤富造 27 回収

9月4日 B5－124
グライデイングシ

?[ト
西村純 26 ITV搭載

9月6日 B30－50 緩降下回収試験 雛田　元紀 30 回収

9月26日 B30－47 X線星観測 中川　道夫 34 回収

10月3日 B1－34 電力線放射 芳野越夫 18 アルゴスシステム，1600km

10月4日 B15－59 空中電場の観測 鶴田浩一郎 31 巻下げ，1km

表2大気球国際協同

放球月日　気　球　観　測　項　目　　担当者　　高　度　　　　　備　　考

オーストラリア

2月21日 B30－A　6
銀河系内HII領
謔ﾌ遠赤外分光観

ｪ
奥田　治之 28km 回収，テレメータ不調

2月27日 B50－A　7
銀河系内HII領
謔ﾌ遠赤外分光観

ｪ
舞原　俊雄 20 回収，気球破壊

3月8日 B50－A　8
銀河系内HII領
謔ﾌ遠赤外分光観

ｪ
奥田　治之 33 回収

　観測関係は現在解析が進行中であるが，気球工学関係としては長時間フライトシステム，

搭載用ITV3ロケット回収用リーフリングパラシュートシステムの試験を行い，よい成果

をおさめることができた．

　なお60年度の実験結果の詳細については昭和60年度大気球シンポジウム報告に述べら

れている．
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b．宇宙プラズマ実験設備を用いた共同利用研究

プラズマ発生装置を用いた共同利用研究

・JIKIKEN（EXOS－B）電子ビーム放射のシミュレーション　宮武貞夫（電通大）

・固体惑星研究のためのプラズマによる小物体加速　柳沢正久（宇宙研）

・高温高密度プラズマからの輻射とその応用　八木康之（電総研）

・無動下のプラズマ：プロセス　河島信樹（宇宙研）

・大電力電子ビームの高気圧中の伝播　河野　汀（相模工大）

・宇宙空間における帯電現象の研究　堤井信力（武蔵工大）

・SEPAC実験の追試室内実験　佐々木　進（宇宙研）

・Beam　Plasma　Dischargeとその制御　河島信樹（宇宙研）

・多チャンネル分光画像カメラの開発と応用　横田俊昭（愛媛大・教養）

・磁力線再結合を伴う電流シートにおける不安定性に関する研究　飯塚　哲（横国大・工）

・高速プラズマ流と磁化プラズマとの相互作用　池畑　隆（茨城大・工）

・ビーム・プラズマ系におけるカオス　百々太郎（愛媛大・理）

スペースチェンバーを用いた共同利用研究

・SEPAC電子エネルギー分析器試験　渡辺勇三（宇宙研）

・気球搭載用Cryogenic　Samplerの調整　久保治也（宇宙研）

・気球搭載用新型Noxゾンデの試験　高木増美（名大空電研）

・荷電粒子ビームを用いた電場計測機の試験　早川　基（宇宙研）

・ロケット搭載用粒子観測器の校正　宮岡　宏（国立極地研）

・高速イオンエネルギ質量分析器校正　賀谷信幸（神戸大・工）

・SEPAC　EPA－Eセンサ特性試験　向井利典（宇宙研）

・大口径イオン源の開発　向井利典（宇宙研）

・テザーロケット搭載機器真空試験　佐々木進（宇宙研）

・ハレー彗星水素コマ観測装置再校正　金田栄祐（東大・理）

・深海堆積物へのイオンビーム照射実験小嶋稔（東大・理）

・N2プラズマ中の電子エネルギ分布　雨宮　宏（理研）

・磁化プラズマ中の新しいモード間相互作用の研究　藤山　寛（長崎大・工）

・2電子温度プラズマ中のソリトン　池沢俊治郎（中部大・工）

・負イオンを含むプラズマ中のソリトンの研究　塚林　功（日本工業大）

・1／2オメガ波の励起機構の研究　河合良信（九大・理工研）

・磁化プラズマ相互作用による電位形成　矢倉信也（佐賀大・理工）

・マイクロ波による大容量プラズマの生成　中村良治（宇宙研）

・エアロゾル生成に於ける空間分布　松崎章好（宇宙研）

・Deep　Spaceに於ける二次電子効果の除去　小山孝一郎（宇宙研）
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宇宙放射線施設を用いた共同利用研究

昭和60年度宇宙放射線共同利用施設による研究テーマと研究者（代表）を下記に示す。

・科学衛星データ処理　宮本重徳（大阪大）

・CygX－1，　HerX－1の短周期変動の解析　中川道夫（阪市大）

・X線観測衛星のデータ解析田原譲（名大）

・CCDセンサーによるX線星光学観測のデジタル処理　松岡　勝（宇宙研）

・宇宙X線データ処理　牧島一夫（宇宙研）

・星姿勢計のデータ処理　小川原嘉明（宇宙研）

・X線天文衛星データ処理　三好　蕃（京都産大）

・赤外分光観測による銀河と太陽系進化の研究　舞原俊憲（京大）

・サブミリ波光学素子の光学特性の測定　広本宣久（電波研）

・X線星の光学観測　高岸邦夫（宮崎大）

・硬X線用低バックグラウンド検出器の較正　中川道夫（阪市大）

・多層膜分光素子の開発　山下広順（大阪大）

・X線検出器の較正　常深　博（大阪大）

・気球搭載用低バックグラウンド硬X線検出器の較正　桜井敬久（山形大）

・X線反射鏡の特性測定　国枝秀世（名大）

・超軟X線用高分解能X線カウンターの開発　井上　一（宇宙研）

・CCDセンサーの開発　小川原嘉明（宇宙研）

・ASTRO－C搭載用X線検出器の較正　村上敏夫（宇宙研）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　C．その他の共同研究

所内教官申請による小規模個別共同研究

氏　名 現　職　名 研究系名 部　門　名 研究期間 研究テーマ 申請教官名

吉川　孝雄
大阪大学基礎r二

w部助教授
宇宙推進 電気推進工学

60・4・1
@　～

U1・3・31

MPDアークジェットの

､究
栗木　教　授

大島　裕子
お茶の水女子大

w理学部助手
システム 宇宙環境工学

61・4・1
@　～

U1・3・31

惑星着陸船の後流渦の研
大島　教　授

判沢　正久
東海大学1二学部

ｳ授
システム システム工学第一

60・4・1
@　～

U1・3・31
固体推薬の非定常燃焼 秋葉　教　授

山本　芳孝
東海大学開発技

p研究所教授
システム システム工学第一一

60・4・1

@～
U1・3・31

宇宙工学における高速度

ｻ象の研究
秋葉　教　授

本間　弘樹
千葉大学工学部

ｳ授
宇宙輸送 気体力学

60，4・1

@～
U1・3・31

有翼飛しょう体の空力数

l解析
小口　教　授

石田　博樹
長岡工業高等専

蜉w校助教授
宇宙推進 推進燃料工学

60・，4・1

@　～

U1・3・31

燃料系統の安全性に関す

骭､究
岩間　教　授

恩田　邦蔵
上智大学非常勤

u師
共通基礎

宇宙空間原チ物理

w
60・4・1

@～
U1・3・31

原子，分子素過程の理論

I研究
高柳　教　授

小野　清秋
日本大学理工学

拍侮
システム 宇宙環境L学

60・4・1
@　～

U1・3・31

3次元Navier－Stokes

羽�ｮの数値解法
桑原　助教授

河村　哲也
東京大学工学部

侮
システム 宇宙環境工学

60・4・1
@　～

U1・3・31
熱流体力学の数値解法 桑原　助教授

久保田弘敏
東京大学工学部

ｳ授
システム 宇宙環境工学

60・4・1

@～
U1・3・31

極超音速流の数値解析 桑原　助教授

上田　哲彦

航空宇宙技術研

?葛@体一部主

C研究官

宇宙探査

@工学
宇宙構造物工学

60・4・1

@～
U1・3・31

飛翔体及び惑星探査機の

�ﾍ弾性不安定現象に関

ｷる研究

名取　助教授

狼　　嘉彰
航空宇宙技術研

?且蜚C研究官

宇宙探査

@工学
宇宙構造物工学

60・4・1

@～
U1・3・31

大型宇宙構造物の力学特

ｫと制御に関する研究
三浦　教　授

伊藤　道夫
名古屋大学理学

拍赴ｳ授
宇宙推進 推進機構学

60・4・1
@～61・3・31

宇宙農業，エコシステム

ﾌ研究 倉谷教授

矢野　敬幸
一橋大学理学部

赴ｳ授
宇宙推進 推進機構学

60・4・1

@～
U1・3・31

ハロゲン置換炭化水素の

ｪ解機構の研究
倉谷　教　授

広本　宣久
電波研究所衛生

v測部郵政技官
宇宙圏 赤外線天体物理学

60・4・1

@～
U1・3・31

サブミリ波光学素∫の光

w特性の測定
奥田　教　授

1
中
川
　
學
1

橋大学経済学

萩ｳ授

衛星応用

@工学

宇宙エネルギー工

w
60・4．1

@～
U1・3・31

太陽発電衛星の技術研究

ﾌ経済的側面
長友　教　授

脚
　
　
　
　
　
－

森　　滋夫

名占屋大学環境

繩w研究所助教
衛星応用

@r二学

宇宙エネルギー工

w
60，4・1

@～
U1・3・31

無動力状態下での魚の姿

ｨ制御機能の研究
長友　教　授
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橋本　　博
宮崎大学工学部

ｳ授

衛星応用

@工学

宇宙エネルギー工

w
60・4・1
@　～61・3・31

太陽発電衛星の技術的諸

竭
長友　教　授

高岸　邦夫
宮崎大学工学部

赴ｳ授
宇宙圏

高エネルギー天体

ｨ理学第2

60・4・1
@　～

U1・3・31
X線天体の光学的研究 松岡　助教授

三浦　浩一
日本大学短期大

w部助手

宇宙探査

@工学
宇宙構造物工学

60・4・1
@　～

U1・3．31

宇宙構造物の動特性に関

ｷる研究
名取助教授

嵩地　　厚
東京大学東京天

ｶ台講師

宇宙探査

@工学
電子計装工学

60・4・1
@　～

U1・3・31

宇宙飛翔体用光学的姿勢

Zンサの研究
二宮　助教授

計　22件

　　　　　　　　　　　　　　　　　d．受託研究

　官公庁などの研究機関，会社等の委託に基づいて進められた受託研究は，昭和60年度に

おいて10件，歳入総額計6，824万円であって，その研究担当者はつぎのとおりである．

SI／絶縁膜界面の放射線照射効果の基礎的研

　究

LSI素子の宇宙環境防護法の研究

無重力下における生体系試料の分離・調整の

　基礎技術実験

非混合合金系の凝固・成長に関する研究

液相焼結機構の研究及び粒子分散型合金の作

　製

無重力中でのガス蒸発実験及びシリコン球結

　晶の成長とその表面酸化

無重力におけるSi－As－Teアモルファス半導

　体等の製造

展開アンテナ構成法に関する研究

宇宙用信頼性技術に関する調査

衛星設計法に関する調査

雄
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人
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良
良
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昭和60年度開催シンポジウム

1．　シンポジウム

　科学衛星シンポジウム

　宇宙利用シンポジウム

　宇宙観測シンポジウム

　月・惑星シンポジウム

　宇宙放射線シンポジウム

　衝撃工学シンポジウム

　宇宙空間原子分子過程研究会

　宇宙航行の力学シンポジウム

　宇宙構造物研究会

　大気球シンポジウム

　宇宙輸送シンポジウム

　太陽系科学シンポジウム

　MAPシンポジウム
　将来計画シンポジウム（理学）

　スペース・プラズマ研究会

　宇宙エネルギシンポジウム

　システム計画研究会

　磁気圏・電離圏シンポジウム

　宇宙圏研究会

　太陽・地球環境科学研究連絡会

2．小研究会

　惑星ミッション小研究会

　小惑星サンプルリターン小研究会

　有翼ロケット小研究会

　彗星と星間物質に関する小研究会

　飛翔体による日食観測小研究会

　磁気圏サブストームワークショップ小研究会

　「粒子加速」小研究会

　制御及び飛行力学に関する小研究会
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3．シンポジウム等

資料解析（宇宙）シンポジウム

　昭和60年1月16日～17日

　　参加人員　延43名

Three－Dimensional　Structure　of　the　Coronal　Magnetic　Field　and

　the　Solar　Wind

磁気圏境界のKelvin－Helmholtz不安定

Fast　reconnectionの発展にともなうプラズモイドの成長と伝搬の計

　算機シミュレーション

磁気中性面におけるティアリング不安定

大振幅アルフェン波の変調不安定性のシミュレーション

Effects　of　Electrostatic　Waves　on　Whistler　Mode　Instability

AKRの伝搬モード
星間分子雲の収縮・分裂と原始太陽系星雲の形成

小惑星の運動に対する木星の重力摂動と阻石の相対形成年代幅

臨界速度電離の数値シミュレーション

球形大気における光の多重散乱一Planet　Aデータ解析への応用

ハレー彗星におけるH20ジェット

土星の環の微粒子運動の数値実験

宇宙ジェット磁気流体モデル

軸対称のアクリーション流の数値計算

近接連星系におけるガス流の数値シミュレーション

白色矯星連星のダイナミックス

核燃焼領域の伝播とX線バースト・プロファイル

X線バーストの水素外層を含む定常的質量放出モデル

回転星の一般相対論的重力崩壊
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太陽系科学シンポジウム

昭和60年1月21日～22日

　　参加人員延72名

ハレー彗星探査機飛翔時の太陽磁気圏内の構造と動特性

彗星のプラズマの尾のふるまい

IRAS－Araki－Alcock彗星の核近傍現象と自転

Comet　P／Crommelinの観測報告

内の浦シュミットカメラの改修

LACG－WGI報告（ハレー彗星のダスト環境）

ハレー彗星のダストテイルの観測条件

Very　small　grains　in　comets

ハレー彗星の赤外観測計画

彗星核の氷組成の観測とその意義

高周波放電を用いた有機物合成

原始太陽系のHe／H比について

原始太陽系の化学組成と宇宙線

小惑星の運動特性とサイズ分布の関係について

近赤外黄道光のロケット観測

1988年日食赤外観測計画案

月の起源

月探査計画の現状

周回衛星による月面の高度測定

月探査計画　月の重力場，月の運動の観測

月探査用「ペネトレーター」地震計の開発

MPDアークジェット推進探査機による月面磁気探査

混合物の反射スペクトルからの鉱物種を推定する試み

月面探査用反射スペクトル装置の試作

月面蛍光X線分析装置の開発（1）

月周回衛星による1unar　ejectaの検出

Hypervelocity　Acceleratorについて

月面基地シンポジウム報告
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宇宙放射線シンポジウム

昭和60年2月4日～6日
　参加人員　延61名

粒子観測の現状と問題点

次期極大における粒子観測計画

大面積高分解能粒子検出器

「ひまわり」による太陽フレア粒子の観測

EXOS－Cによる太陽フレア粒子の観測

Direct　Charge　State　Composition　Measurements　of　Energetic　Solar

　Flare　Ions

可視光フォトメトリー

多層膜反射鏡

HESP衛星へのピッチ角合成型硬X線望遠鏡の提案

HESPによるγ線・X線スペクトル観測計画

1990年代のフレア硬X線スペクトル観測の課題

太陽バーストX線のNon　Therma1とTherma1成分の分離

太陽フレアにおけるμ波放射に効く電子のエネルギーの推定

軟X線解析における諸問題

流体モデルによるフレア軟X線放射のシミュレーション

コロナループからの硬X線放射数値シミュレーション

硬X線及び軟X線フレアの分類について

Signatures　of　the　Coalescence　Instability　in　Solar　Flares

ひのとりによるγ線の観測

Hot　thermal　flareからのマイクロ波放射とループ磁場強度の推定

電波とX線フラックスをSingle　Electron　Populationで説明できる

　か

マイクロ波バーストと硬X線バーストのピーク時間の違い

1981年10月12日の3BフレアにおけるHαカーネルの微細構造

Fine　Structures　of　HαSolar　Flare　and　Their　Relation　to　Hard

　X－ray　and　Microwave　Spikes

活動サイクル20，21におけるフレアの発生経度

On　the　Periodic　Behaviour　of　Solar　Flare

活動領域のベクトル磁場

Introductory　Talk

The　Soft　X－ray　Diagnostics　From　the　Hinotori　Observation

The　Hinotori　Results（hard　X－ray）

Magnetic　Structures　in　the　Solar　Atmosphere
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宇宙エネルギシンポジウム

　昭和60年2月12日
　参加人員　延56名

小型プラットホームのエネルギー実験への応用

　いて一

小型プラットホームを用いた高電圧ソーラアレイ電気推進実験

小型プラットホームを用いた、2Dアレー実験について

軌道上作業の実験構想

マイクロ波エネルギー伝送実験計画（MINIX＆METT）

宇宙基地におけるSEEL実験運用

宇宙用燃料電池システムの開発

大型Nd：YAG結晶を用いた太陽光励起レーザー

プラズマを媒体としたレーザー光から電気への直接エネルギー変換

CO、　高速気流レーザー推進への応用可能性

SPSの経済性評価に対する有効エネルギー概念の適用について

コメント

SPS用太陽電池（II）

薄型セルのアレイ化技術

複合光源式高近似太陽光照射装置（AM－0及びAM－1．5）の開発

SPS用マイクロ波電力発生に関する一考案

円バッチマイクロストリップアンテナを用いたレクテナの受電効率

レクテナの直流変換回路の損失について

太陽熱発電・電気推進による軌道問輸送

宇宙用二相サイクルエンジン

太陽発電衛星の軌道問輸送
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スペース・プラズマ研究会

　　1985年2月15日

　参加人員　延30名

講　　演　　テ　　ー　　マ 講　演　者

プラズマ中のダブルレアー 雨 宮 宏

ダブルレア中のエネルギー分布関数の測定II 雨 宮 宏

大振幅イオン波ソリトン近傍のFastおよびSlowイオンビームモー 中 村　良 治

ドの共存観測

コメント 天 岸　祥 光
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実験室におけるリコネクション

Beam　Plasma　Discharge

ビームプラズマ放電に関する二流体不安定性

宇宙空間プラズマ現象解明のための実験室実験の役割

負イオンプローブの開発

Alfven共鳴実験

負極イオン音波ソリトン

ON　THE　VXB　ACCELERATION　OF　CHARGED　PARTICLES
惑星科学研究のための固体加速

プラズマ運動に関する対流の効果

プラズマ・固体表面相互作用

スペース・プラズマ研究の実験室実験の新しい方向を探る

低周波波動によるイオンビームの散乱の観測

MS－T　5搭載用太陽風プラズマ観測用Faraday　Cupの特性試験

Plasma　Electrode

高速イオンエネルギー・質量分析器（FIMS）の基礎実験

PLANET－AESPの特性
イオンビームを用いた電場計測機の試験

磁力線再結合を伴う電流シートにおける不安定性に関する研究

MS－T　5搭載プラズマ波動検出装置（PWP）のテスト

ヘリカル型リジターノコイルによる大口径・高密度プラズマの生成
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磁気圏・電離圏シンポジウム

　1985年3月13日～14日

　　参加人員延80名

Magnetic　field　observation　on　GEOTAIL

What　ISEE－3　revealed　about　the　distant　（＜220R，）

　geomagnetotail　and　some　outstanding　questions

Global　energy　regulation　and　magnetic　reconnection

Microphysics　of　the　magnetotail　reconnection

Hydromagnetic　oscillation　in　the　magnetotail　and　substorm　activ－

　1ty

Spontaneous　development　of　fast　magnetic　reconnection　in　the

　magnetospheric　tail

Plasma　sheet　dynamics　and　auroral　substorms

Field－alibned　currents　at　geomagnetically　extremely　high　latitudes

Plasma　and　particle　observation　in　the　magnetotail

S．Kokubun

R．P．　Lepping

T．Sato

T．Terasawa

T．Sakurai

M．Ugai

Y．Kamide

T．Iijima

A．Nishida　and

T．　Terasawa
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Plasma　convection　in　the　high　latitude　magnetosphere　and

　　magnetOtail

Comprehensive　measurements　of　plasmas　in　the　earth’s

　　magnetoatil　with　the　GEOTAIL　mission

Plasma　dynamics　in　the　near－earth　magnetotail

Importance　of　collaboration　with　observations　at　the　geosyn－

　　chronous　altitudes

Energetic　particle　observations　on　GEOTAIL：Magnetotail　struc・

　　ture　and　particle　sources

ISEE－3　plasma　wave　observations　in　the　earth’s　geomagnetic　tail

Plasma　wave　observation　on　GEOTAIL

Tail　dynamics　and　plasma　waves

Theory　and　simulation　studies　of　the　plasma　turbulence　in　the

　　magnetospheric　tail

Whistler　waves　in　the　magnetospheric　tail

Plasma　waves　in　the　tail　and　boundary　layer

Observation　of　AKR　from　the　GEOTAIL　satellite

Electric　field　observation　on　GEOTAIL

Electric　field　measurements　in　the　geomagnetic　tail

Diagnosis　of　the　magnetopause　by　the　electron　boomerang　method

Propagation　of　Pc　3－4　waves　from　the　solar　wind　to　the　inner

　magnetosphere

Structure　of　the　magnetospheric　boundary

Origin　of　the　backstreaming　protons　in　the　foreshock　region

Nonlinear　wave　dynamics　in　the　upstream　region

Chemical　composition　and　energy　spectrum　of　solar　flare　particles

Isotope　observation　of　solar　flare　particles

K．Maezawa

L．A．　Frank

T．Nagai

T．Araki

D．J．　Williams

F．L．　Scarf

H．Matsumoto

K．Hashimoto

Y．Omura

Y．Tanaka

I．Nagano

A．Morioka　and

H．Oya

K。Tsuruda

F。S．　Mozer

H．Hayakawa

K．Yumoto

A．Miura

M．Tanaka

M．Hoshino

and　T．　Terasa－

wa
S．Yanagida

T．Kohno

　　　宇宙圏シンポジウム

昭和60年3月18日～20日
　　　参加人員　延103名

講　　演　　テ　　ー マ 講 演　者

Diffuse鉄ラインの起源 小 山 勝 二

銀河爆発によってつくられる高温ガス 早 川 幸 男

SNRG　109．1－1．0付近のミリ波CO輝線観測 立 松 健 一

星のコロナからのX線 小 山 勝 二
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銀河団のX線スペクトルの観測

IC　4329　A等AGNの観測

1型Seyfert銀河IC　4329　Aの光学観測

The　Energy　Spectrum　of　Centaurus　A（NGC　5128）

NGC　4151からの鉄輝線

宇宙線で励起されるX線

BL　Lac型天体Mkn　421の多周波同時観測

Vela　X－1の軟X線超過スペクトル

“天馬”によるVela　X－1星食期の観測佐

GX　301－2のX線スペクトル観測

GX　301－2のX線強度のDipの観測

GX301－2及びAO538－66のモデルについて

CEN　X－3の観測

X線パルサーのパルス波形の考察

XO331十53の観測

Binary　Pulsar　X　O331十53の光学観測

Binary　Pulsar　4　U　1907＋09の光学スペクトル

GX　339－4の観測

Cyg　X－1の時間変動の解析

Soft　and　Hard　X－ray　Flares　of　Cir　X－1　observed　by　Tenma

Cir　X－1　Type　II　Burst　like　Event

Cyg　X－3のモデル

Cyg　X－3からの1015eVγ線

Cyg　X－2の鉄輝線

X線源4U1630－47の観測

LMBスペクトルについて

X線スペクトルのコンプトン化について

中性子星／ブラックホールのまわりの降着円盤

Accretion　Disk　InstabilityとRapid　Bursterのモデル

ラピッドバースターのカオス的性質

ラピッドバースターのタイム・スケール不変プロファイル

ラピッドバースターのX線スペクトル

ラピッドバースターのタイプ1バースト

タイプ1バーストにおけるバースト半径の変動

XB　1608－52からの10分間隔バースト

Slow　Burster（XB　1728－34）からのX線バーストの性質

天の声1

天の声IIX線スペクトルについての注意
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システム計画研究会

昭和60年3月19日
参加人員　延73名

講　　演　　テ　　ー マ 講　演　者

宇宙ステーションと日本の役割 山　中　龍　夫

H－IIの概要と利用性予測 五　代　富　文

スペース・ロボテックスの特色と将来性 中　山　勝　矢

材料実験と商業利用 前　川　　　稠

MusesからGTLへ 上　杉　邦　憲

科学探査のための宇宙輸送システム 松　尾　弘　毅

　科学衛星シンポジウム

昭和60年5月23日～25日

　参加人員　延204名

有翼再使用型観測ロケット（HIMES）構想1

有翼再使用型観測ロケット（HIMES）構想II（機体）

有翼再使用型観測ロケット（HIMES）構想III（運用）

S－520型ロケットを用いた小型衛星の打上げ

深宇宙局用RARR計測システム及びその運用状況について

深宇宙局用衛星管制システム及びその運用状況について

深宇宙局用テレメトリ・コマンドシステム及びその運用状況について

深宇宙局用送受信システム及びその運用状況について

小型宇宙プラットフォームシステム

小型宇宙プラットフォームの熱制御

小型宇宙プラットフォームを用いた高精度指向システム実験

小型宇宙プラットフォームを用いた高電圧ソーラアレイ実験

TECHNOLOGICAL　DEVELOPMENTS　FOR　2　D－DEPLOY－
　ABLESOLAR　CELL　ARRAYS
小型宇宙プラットフォームを用いた電気推進実験

小型宇宙プラットフォームを用いた衛星回収実験

小型宇宙プラットフォームを用いた材料実験

小型宇宙プラットフォームを用いた生物学実験

2次元展開立体トラスとその試作

Variable　Geometry（VG）Trussと将来の利用

衛星軌道からのVLBI
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スペースVLBIミッションII

EXOS－Dの計画の現況

ニューティションを伴うスピン衛星から伸びたブームの振動（EXOS－

　DMGFブームに要求される剛性）

EXOS－D搭載データハンドリングユニット（DHU）

EXOS－D磁力計伸展マストの開発（II）

EXOS－D磁気姿勢制御系とその特性

さきがけ開発の経緯

M－3S－II型開発の経緯

MS－T　5（さきがけ）の現状　「さきがけ」の熱設計第1報

飛翔データとの対比

PLANET－Aの現状
「おおそら」の現状

GEOTAIL衛星の概念設計
月探査計画

太陽系初期の磁場を求めて（月探査）

周回衛星による月の形状と運動の観測

MPDスラスタを用いた月周回極軌道低高度探査（その2）

月探査用ペネトレーター地震計の開発

宇宙ステーション及び月面基地の為のレーザ干渉計型重力波アンテナ

　　関発計画

月探査用蛍光X線スペクトロメータの開発

小惑星ミッションの可能性について

固体惑星探査衛星搭載用反射スペクトロメーター

惑星間ダスト検出器開発のための微小粒子加速器

金星探査

金星熱圏の構造

ASTRO－C衛星の現状

ASTRO－C姿勢制御系開発の現状

ASTRO－Cにおけるバッテリ充放電制御方式

「はくちょう」の大気圏再突入

HESP衛星計画の現状

HESPによる太陽硬X線像の観測

HESPによる太陽軟X線像の観測

X線天文衛星ASTRO－D計画

ASTRO－D衛星

ASTRO－D搭載X線検出器

ASTRO－DのX線反射鏡　1
　多層フォイルX線集光鏡の構造設計
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ASTRO－DのX線反射鏡　II
　X線反射鏡面の特性

　今後のX線観測におけるAll　Sky　Monitorの必要性

　分散系による宇宙X線分光観測

　高分散X線分光法の可能性

スペースにおける赤外線観測計画

　1　計画の概要

スペースにおける赤外線観測計画

　II検出器の開発

軌道赤外線望遠鏡の極低温冷却

スパルタンによる近赤外diffuse成分の観測計画

スペースからのサブミリ波分光観測

大口径（非冷却）赤外線望遠鏡による観測

　（宇宙基地小型プラットフォーム関係）

世
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エ

松
村
松
他
福
舞

宇宙利用シンポジウム

昭和60年6月3日～4日
　参加人員　延241名

宇宙利用と搭乗科学者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　友　信　人

無重力試験装置　　　　　　　　　　　　秋葉錬二郎
小型プラットフォームの宇宙利用実験への可能性　　　　　　　　　　長　友　信　人

FMPT搭載機器の発展構想試案について　　　　　　 北村幸雄
微小重力への招待　　　　　　　　　　　堀内節夫
我が国の宇宙基地計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間　宮　　　馨

実験モジュール予備設計実施計画　　　　　　　　　　　　　　　　　斉　藤　勝　利

実験モジュール構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樋　口　清　司

宇宙半導体製造における諸問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　藤　　　動

無重力環境を利用したガラス材料の開発　　　　　　　　　　　　　　　早　川　惇

微少重力下の材料科学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　田　保　教

スペースシャトルによる微小金属球と水玉の衝突実験　　　　　　　　藤　本　　　夫

無重力下において生成可能なポリマーガスのレオロジー的性質（その村上謙

　二）

無重力下の超微粒子プラズマ実験

SL－1，　SL－3における結晶成長実験一これから何を学ぶか一

宇宙での材料製造時に発生するマランゴニ対流の研究

宇宙材料実験における排ガス対策

宇宙材料実験における真空排気について
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宇宙材料実験装置の確実な作動を期待する

材料と物性，OG下相変化現象のまとめ

宇宙空間を利用した大面積高性能太陽電池の製造とSPSへの展開

無重力下での細胞構造の形態形成

マメ科植物根の成長に対する重力の影響一電位計測法を用いて一

二軸クリノスタットによる無重力模擬i生物学実験

植物の根における屈地反応

宇宙放射線の遺伝的影響の実験的研究

スペースステーション・ライフサイエンス動物系小委員会報告

スペースステーション・ライフサイエンス動物系小委員会の経過報告

CELSSの開発構想　一生物学と工学の接点一

光ファイバーによる太陽光利用クロレラ密閉タンク培養

微細藻類によるガス交換　一多孔質膜によるガス交換速度一

水循環系への膜分離技術の応用

炭酸固定酵素　一閉鎖系における炭素循環系に関する生化学的考察

宇宙回転体とその中での作業実験

ワークショップ「ポスト宇宙酔い研究」の役割について

宇宙酔い研究の概観

宇宙における内分泌代謝系の研究

無重力環境下における呼吸・循環・代謝動態の測定

　一呼気分析用質量分析計・コンピュータシステムの生体計測への応

　用

懸垂法による低重力シミュレーションに対する視床下部外側野単一ニ

　ユーロン応答

循環器系からの提案

　一無動力シミュレーション時における頸動脈洞反射の利得の変化

無重量下におけるヒトの抗重力筋活動と交感神経活動

学会に見られた宇宙医学の最近の動向

宇宙用太陽集光装置の計画

集光型熱機関発電機の宇宙電源への利用

光ファイバーによる高密度太陽光の伝送と太陽光励起レーザー

太陽集光炉を利用した材料創製について

宇宙用大型展開構造の開発構想

軽量構造材料の宇宙製造実験

宇宙基地における大型アンテナ組立実験の検討状況

大型アンテナ　ワークショップ　ーエネルギー分野への応用

海洋情報への利用

大型アンテナを利用した降雨レーダ開発実験

Space－VLBI

Space　VLBIで何がわかるか？

大型アンテナの衛星放送への利用
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通信システム設計面からの大型アンテナと地上設備の関係について

静止プラットフォームにおける通信ミッションとアンテナ要求条件に

　ついて

宇宙利用におけるアンテナ要求条件

スペースにおける極低温技術　1　天体観測への応用

宇宙用極低温冷却系の発展

コメント　宇宙用磁気冷凍機について

赤外線天文衛星の熱設計

野　原　光　夫

飯　田　尚　志

飯
奥
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上
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　　月・惑星シンポジウム

昭和60年6月10日～12日

　　参加人員延127名

Development　of　An　Efficient　Real－Arithmetic　Algorithm　For　Mie

　Scattering

On　The　Multidimensionality　of　Chandrasekhar’s　Planetary　Prob－

1em

Glaciation　Cycles　of　the　Earth

Thermal　Evolution　of　the　Canadian　Shield

Terrestrial　Xe　Isotopic　Constraints　on　the　Early　History　of　the

　Earth

Interannual　Difference　in　the　Regression　of　the　North　Polar　Cap　of

　Mars
Chryse　Morning　Cloud　and　Hellas　Cloud　of　Mars　in　l984

0ptical　Depth　of　the　Olympus　Cloud　of　Mars：Application　of　the

　Discrete－Ordinate　Method　for　Radiative　Transfer　to　In－

　homogeneous　Cloud　Model

Secular　Perturbations　of　Asteroids　in　Secular　R　on　nce

The　Boussinesq－Approximation　Model　of　Thermal　Convection　in

　the　Major　Palnets

AComputer　Simulation　of　Ringlet　Formation　Processes　in　th

　Saturnian　Ring

Axisymmetric　Dusty　Gas　Jet　in　the　Inner　Coma　of　a　Comet

LymanαIntensity　Distribution　of　the　Comet　Halley　as　Viewed

from　the　Planet－A

Intensity　of　Radiation　on　the　Cometary　Nuleus

On　the　Condensation　Process　of　a　Main　Component　of　a　Gas－

　Condensation　of　H20　Gas　Near　a　Cometary　Nucleus

S．Moriyama

J．Iriyama

M．Ozima

T．Akabane

Y．Narumi

H．Nakai

J．Yano

H．Oya

Y．Kitamura

O．Ashihara

S．Mukai

T．Yamamoto
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Solar　Wind　Magnetic　Fields　Observed　by　Sakigake　and　the　Solar

　　Giant　Regions

Two－Hemispheric　Structure　of　the　Corona　and　the　Solar　Wind　in

　　Maximum　Phase

Externally　Refracted　Solar　Radiation　at　the　Moon’s　Surface　and

　　the　Moon’s　Light

Active　Sounding　of　the　Moon　Surface　from　an　Orbiting　Spacecraft

Comparison　of　Lunar　Regolith　Breccia　60019　with　Lunar　Meteor－

　　ites

Opaque　Minerals　in　Unequilibrated　Enstatite　Chondrite

Isotopic　Abundance　of　Magnesium　in　Primitive　Meteorites

On　the　Initial　Mass　of　Meteorites

Mass　Collection　of　Stratospheric　Dust　Particles　by　a　Balloon－Born

　　Collecter

Helium　lsotopic　Ratio　of　Extra－Terrestrial　Materials　in　Deep　Sea

　　Sediments

Spectral　Refrectance　of　Mineral　Mixtures－Toward　an　Inversion

Problem　for　Three　Components　Mixtures－

AMethod　to　Determine　Mineral　Assemblages　of　Asteroidal　Sur－

　　faces　by　their　Spectral　Reflectances

　　－29Amphitrite　as　an　example　of　applications－

Mid－infrared　Properties　of　Natural　and　Synthetic　Glasses

Cratering　Experiments　in　Sand（2）

　　－Crater　Morphology　and　Ejection　Angle　of　Sand－

The　Fractal　Dimension　of　Fractured　Fragments　in　Relation　with

　　Fracturing　Energy

Argon　Loss　by　Impact

Diamond　Deposition　from　H2－CH4　Gas　Mixture　and　the　Origin　of

　　Ureilites

Experimental　Reduction　of　Olivine　Crystals　and　Its　Application　to

　　the　Heterogeneity　of　Oxygen　Fugacity　in　the　Solar　Nebula

　　During　Chondrule　Formation

Formation　of　Planets　Around　Stars　of　Various　Masses

26Al　in　the　Primitive　Solar　Nebula

Chemical℃omposition　of　the　Proto－Solar　Nebula

Effects　of　the　Rotating　Magnetic　Field　in　the　Proto－Solar　System

　　as　Origin　of　the　Momentum　Transfer　to　the　Source　Material　of

　　the　Planets

Molecular　Dynamics　Calculations　on　Silicate　Condensates　from　the

　　Primitive　Solar　Nebula（1）：Changes　with　Initial　Composition

Origin　of　the　Chondrule
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Flow　of　the　Solar－Nebula　Gas　under　the　Gravity　of　the　Sun　and　the

　Proto－Jupiter

Collisional　Evolution　of　Planetesimals

Evolution　of　an　lmpact－lnduced　H20　Atmosphere　of　the　Earth　and

　Venus　Just　After　their　Formations

Thermal　Evolution　of　Growing　Earth　by　Planetesimal　Impact

Metal－Silicate　Differentiation　and　Formation　of　the　Earth’s　Core

　and　the　Primordial　Magma　Ocean

The　Earth’s　Core　Formation　Due　to　Rayleigh－Tayler　Instability

The　Evolutionary　Tracks　of　the　Terrestrial　Planets

Simulation　Experiment　of　Chemical　Evolution　and　Origin　of　Life

“Water　Planet”Earth　and　Nucleic　Acid－Protein　System

An　Impact－Melting　Event　on　LレChondrite　Parent　Body　at　1．2　b．y．

　agO

M．Sekiya

M．Hayakawa
Y．Abe

S．Kawakami

S．Sasaki

S．Ida

Y．Abe

M．Ishigami

M．Shimizu

O．Okano

　衝撃工学シンポジウム

昭和60年9月27日～28日

　参加人員　延126名

粉塵に覆われた傾斜壁からの衝撃波反射

固体微粒子浮遊気体中を伝播する衝撃波の実験

高多孔度粉体中の超高圧収束衝撃波伝播の数値シミュレーション

静電加速による高速微粒子の生成とその応用

R－12低温気液平衡相中での衝撃波反射と蒸気泡の崩壊

衝撃波管管端面における蒸気の膜状凝縮過程

高速流動における気体の相変化と凝縮衝撃波

超音速ノズル内流れにおけるSF　6凝縮

高速マスサンプリング・プローブのショック・チューブへの応用

質量の異なる二つの噴流の干渉に関する研究

各種高温気体の熱伝導率測定への衝撃波管の応用

くさびによる非平衡MHD発電プラズマの予備電離

予混合型及び強制混合型CO2ガスダイナミックレーザーに関する衝

　撃波管の実験

衝撃波管によるアセトアルデヒドの酸化反応とセンシティビィティ解

　析

衝撃波管を用いたアンモニアのN20および02による高温酸化反応

衝撃波管中での反応CO＋N20を用いたCO2ガスダイナミックレー

　ザー

爆発系における窒素分子の振動非平衡状態の測定
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液体爆薬中の超高速デトネーションの数値解析

炭酸ガス中の弱い衝撃波構造の観測

不均質デトネーション波の開始

反射衝撃波と非定常噴流の干渉に関する研究

弱いマッハ反射に対する三衝撃波理論の検討

爆縮運動における衝撃波と流体の圧縮性

Shock　Propagation　in　a　Curved　Duct

衝撃波収束の数値シミュレーション

軸対称な反射衝撃波の収束について

凹面をすぎる衝撃波の反射と回折

Analysis　of　normal　shock　waves　in　a　carbon　particles　Laden

oxygen
Mach　reflection　in　Pmma　plates

凝縮の物理

キャビテーション気泡内における均一核凝縮
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4．国　際　協　力

1）　日米科学技術協力事業非エネルギー分野「宇宙」科学協力

　昭和60年度主要活動
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　2）ASTRO－Cにおける国際協力

　（1）ASTRO－Cにおける日英協力

　第11号科学衛星ASTRO－Cは我国三番目のX線天文衛星で，昭和61年度の打上げが

予定されている．この衛星の主要観測装置である大面積比例計数管の開発が日英協力で進

められている．これは文部省と英国科学技術会議i（SERC）の間の協定メモに基づき，日本

側から宇宙研，名古屋大学，大阪大学のグループが，英国側からLeicester大学，　Rutherford

Appleton研究所のグループが参加している．大面積比例計数管の開発，試験は日英科学者

の緊密な共同作業で進められている．59年度から，フライトモデルの製作と試験を引続き

行っている．

　この協力のために56年度から日英間の活発な交流が行なわれている．60年度には日本

から小川原（宇宙研），満田（宇宙研），田原（名大理），北本（阪大理）が訪英，フライト

モデルの製作，調整，試験に協力した．

　（2）ASTRO－Cにおける日米協力

　ASTRO－C搭載のガンマ線バースト検出器の開発製作が米国Los　Alamos国立研究所

との協力で行なわれている．59年度からフライトモデルの製作が始められ，60年度にはフ

ライトモデルの試験が行なわれた。

　この協力のために日米間の交流が57年度から続いている．60年度には日本から西村（宇

宙研），村上（宇宙研）がLos　Alamos国立研究所を，米国からConner，　Spencerが宇宙

研を訪れて試験に参加している．

　3）　ESRANGE（Sweden）における「おおそら」のテレメータ受信

　昭和59年2月に打上げられた第9号科学衛星「おおそら」は，準極軌道を周回するため，

高緯度地方に受信局を設けることにより受信データ量を大きく増すことができる．

　このため北極圏内にあるスウェーデンのESRANGE局に，打上当初よりテーレメータ

データの受信を依頼しており，本年度も受信は継続され，観測データを記録した磁気テー

プが次々と宇宙科学研究所に送られてきている．

　本年は中村（宇宙研），小山（宇宙研）が7月，8月にESRANGEを訪問し，データ受

信状況の調査および今後の協力について意見を交換した．

　4）　日豪気球協力

　オーストラリアは，銀河中心部及び南天球固有天体の観測に最適地であり，従来より数

多くの気球実験が行われてきていた．

　昭和56年，オーストラリア中央部に位置するアリススプリングス気球基地を管理してい

るメルボルン大学のProf．　Thomasとの間に協同実験の話しがまとまり，58年3月，メル

ボルン大学と宇宙研の間で協力覚書が交換された．

　本事業は59年度も引き続き，銀河中心部の赤外スペクトル観測が昭和60年2月に実施

され，その計画内容は次に示すとおりである．
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放球月日 気　球 観　測　目　的 担　当　者 所　　属

2月21日 B30－A6 銀河系内HII領域の遠赤外 奥　田　治　之 宇宙科学研究所

分光の観測

2月27日 B50－A7 銀河系内HII領域の遠赤外 舞　原　俊　憲 京都大学理学部

分光の観測

3月8日 B50－A8 銀河系内HII領域の遠赤外 奥　田　治　之 宇宙科学研究所

分光の観測

＊オーストラリア側の担当者はメルボルン大学のトーマス教授，スード助教授である．

　5）EXOS－Dにおける日加協力

　極域プラズマ中でのオーロラ粒子の生成とその影響の解明を目的として第12号科学衛

星EXOS－D計画が進められている．その観測項目のひとつである極域プラズマにおける

イオンのエネルギー及び質量の同定測定のための観測装置，スプラサーマルエネルギー粒

子質量分析装置を日加協力で開発・製作し，EXOS－Dに搭載する可能性が検討されている．

　このため，カナダ側担当機関であるカナダ国家研究会議Herzberg天体物理学研究所の

研究グループ（代表者Dr．　B．　A．　Whalen）がEXOS－D　W・Gに参加している．

　6）　日中気球協力計画

　この計画は，内之浦の鹿児島宇宙空間観測所から観測機器を搭載した気球を放球し，東

シナ海上空を経て上海・南京付近で回収，更に将来は，北京から放球し，ゴビ砂漠で回収

する長時間観測により，宇宙線，X線，ガンマ線の観測，上層大気の研究を日中協力で行

おうとするもので，日本側は宇宙研，中国側は中国科学院上海天文台がそれぞれの代表機

関となっている．

　この計画の実現のため，宇宙研（代表者西村純）と中国科学院内に設けられた大気球委

員会の間で技術的検討が進められている．

　7）　日本・ESA科学関係協力

　日本とESAとの間の宇宙開発協力の増進を目的とする第10回日本・ESA行政官会議

が，昭和59年11月12，13の両日，東京で開かれ，次回会合を60年秋，欧州において開

催したい旨提案があった．日本側もこれに同意したが，双方の事情により昭和61年4月16

日～17日パリで開催する計画で準備が進められている．

　8）ハレー彗星探査における国際協力

　昭和60年9月10Elから12日までの間第5回ハレー彗星探査関係機関連絡協議会
（IACG：Inter－Agency　Consultative　Group）が米国ワシントン市で開催された．

　今回の会議では，これまで検討されてきた軌道情報や観測データなどの各機関間の情報

交換についてのとりまとめと，ハレー彗星の核から放出されるダストが各国の探査機に与

える影響の再評価などが行われた．

　また各機i関の惑星探査やVLBIなど将来計画が報告され，今後の協力関係についても議

論された．
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　本年8月のわが国のPLANET－Aの打上げに際しては，打上げ後約1週間の軌道追跡に

関し，米国航空宇宙局（NASA）の深宇宙追跡網の協力を得た．一方，　NASAの探査機ICE

が9月上旬から中旬にかけてジャコビニ・ジンナー彗星を観測する時期には，宇宙科学研

究所の臼田深宇宙局が観測データ受信に協力した．

　9）SEPAC計画
　スペースシャトルを利用したSEPAC計画（粒子加速器を用いた宇宙科学実験）は電子

ビームやMPDアークジェットプラズマをもちいて宇宙空間を実験室として宇宙のプラズ

マ現象の再現と解明を目的としたもので，第1回の実験は1983年にスペースラブ1号に搭

載され1．5kWの電子ビームの放射とMPDアークジェットの放射に成功し，電子ビーム

放射によるシャトルの帯電現象の解明とMPDプラズマによる帯電中和効果の確認，ビー

ム放射に伴う波動励起の解析等の科学成果が得られ，現在も解析が続けられている．また

SEPAC実験ははじめての大型国際協力宇宙科学実験としての意義も十分に発揮され，実

験後のデータ解析でも米国（NASA，スタンフォード大学など），フランス，オランダ，ド

イツ，ノルウェー等の研究者との協力が活発に行われている．

　SEPAC実験はスペースシャトルの打ち上げが当初の1983年9月から11月末に延期に

なったことで実験時間が制約されたためにNASAは早い機会のリフライトを約束した

が，現在1986年8月の打ち上げ予定であるEOM－1／2ミッションでの第2回目の実験の準

備がすすめられている．この実験では，スペースラブ1号では電子銃電源の途中一部不具

合で実験出来なかった最大出力（7．5kV，1．6A）での電子ビーム放射実験を主目的として，

それと同時に地上での電波観測にも力をいれて行う．

　リフライトのための搭載機器の再整備は年度前半に殆ど終了して85年12月のNASA

への機器の引き渡しを完了した．スペースラブへの機器の組付けを終了して機能試験，ミ

ッション　シークエンス試験，フライト　オペレーションのトレーニングやシミュレーシ

ョンを行い飛しょう実験が行われる．

　SEPAC計画の経過

1974年

1975年6月

1976年2月

1976年11月

1976～1977年

1977年11月

1977～1978年

1978年11月

1979～1980年

1981年7月

SEPAC計画は，　NASAのスペースシャトルを利用したAMPS科学

実験計画へ参画するために着手され，宇宙研ではその開発試験や，ロ

ケット実験が開始された

スペースラブ1号の搭載機器へ応募

スペースラブ1号の搭載機器として採択される

NASAジョンソン宇宙センターでの加速器実験

SEPACエンジニアリング・モデル製作

筑波宇宙センター（NASDA）のスペースチェンバー内における機能動

作試験

SEPACプロト・モデル製作

SEPAC設計審査会及び筑波宇宙センターのスペースチェンバーでの

性能認定試験

SEPACフライト・モデル製作

ISASにおけるSEPAC総合動作試験
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1981年12月

1982年

1983年3～4月

1983年6月

筑波宇宙センターのスペースチェンバーでの機能確認試験及びスペー

スラブ・ペイロードクルー訓練

NASAケネディ宇宙センターへの搬入，総合組付け及び飛しょう前試

験

NASAケネディ宇宙センターにおける飛しょう前試験（レベルIII／II

ミッション・シークエンス・テスト）

NASAケネディ宇宙センターにおける飛しょう前試験（レベルIII／II

ミッション・シークエンス・テスト）

（ダミーからフライト機器への取換作業（電子銃他））

1983年9～11月NASAジョンソン宇宙センターにおけるオペレーションのシミュレ

　　　　　　　　ーション訓糸東

1983年11月28日打上げオペレーション

　　　　　～

　　　12月8日

1984年一

1985年　月

1985年12月

1986年2月

データ解析

EMO－1／2ミッションへの搭載決定

SEPAC機器NASAへの引き渡し／スペースラブへの組付け

レベルIV機能試験

　　　　　　　　　予算額　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

年　度 50～52 53 54 55 56 57 58 59 60 合計

予算額 707，842 926，888 967，616 437，238 374207 200，077 191，124 127，214 （未） （未）

　10）　日米テザー　ロケット実験

　ロケットなどの飛しょう体を二つに分離し，その間を細い金属ワイヤーで接続したデザ

ー・ Vステムは，スペース・シャトルやスペース・ステーションの広い利用が考えられて

いるが，このテザー・システムと電離層プラズマとの相互作用の研究を目的とした日米テ

ザー・ロケットはテザー・ワイヤ伸展部とプラズマ波動計測／カメラ観測部を宇宙研が，電

子銃／電圧印加部，粒子計測並びに総合制御部をスタンフォード大学，ユタ大学，ミシガン

大学が担当して開発して来た．第1回実験は昭和58年夏に行われた実験途中でNASA側

の集中電源に異常を生じ完全な実験は行えなかった．その後回収された機器を再整備して

第2回実験を行った．実験は昭和60年12月14日米国ホワイトサンズ実験場からブラック

ブラントV型ロケットで打ち上げられた．ロケットの飛しょうならびに搭載機器は予定通

り正常に作動して約8分間実験が行われ，その後搭載機器は全てパラシュートで回収され

た．

　得られた成果は現在解析中であるが主要なものは

1　400m　ワイヤーの伸展

2　テザーシステムにおける電子ビーム（1keV　100　mA）の放射とそれに伴うロケット

　の帯電の観測
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3　電子ビーム放射に伴うプラズマ波動励起の観測

4　宇宙空間の放射された電子ビームの写真撮影

に成功しており，将来のスペース・シャトルやスペース・ステーションにおけるテザー・

システムに対する貴重なデータを取得する事が出来た．

116

This document is provided by JAXA.



11）人物交流

（1）外国からの来訪

　①外国人研究員

外国人客員部門招へい教授

招へい研究員氏名 国　籍 研　究　課題 招へい期間 所属・世話人研究者

Robert　L．　Mcpherron

Jリフォルニア大学ロス

Aンゼルス校地球，宇宙科

w及び地球物理学，惑星物

搖w研究所教授

アメリカ

㍼O国

磁気圏尾部における

･気圏嵐の構造に関

ｷる研究

60．4．1

@～
U0．7．15

太陽系プラズマ研究系

F宙科学第2部門客員

ｳ授
ｼ田篤弘教授

Kirit　S．　Yajnik

Cンド国立航空研究所副

樺ｷ，流体力学部長

イ　ン　ド

非定常流体力学，特

ﾉ渦の干渉問題の実

ｱ的理論的研究

60．7．1
@　～

U0．10．31

システム研究系宇宙科

w第3部門客員教授

蜩㍾k一教授

Vinod　J．　Modi

uリティッシュコロンビ

A大学機械工学科教授

カナダ

宇宙機の姿勢力学，

ﾁに弾性変形やゆる

ｭ結合された付加物

ﾌ効果についての研

60．11．1

@～
U1．3．31

システム研究系宇宙科

w第3部門客員教授

H葉錬二郎教授

外国人招へい研究員

招へい研究員氏名 国　籍 研　究　課　題 招へい期間 世話人研究者

John　P．　Hughes

nーバード大学天体物理

w研究所研究員

アメリカ

㍼O国

「てんま」によるX

?V体の観測データ

ﾌ変更

60．9．1
@　～
U0．12．20

宇宙圏研究系

@　田中靖郎教授

銭　　　福星

?痩ﾈ学院力学研究所研

?ｳ授

中　　国

高速空気力学とくに

ﾕ撃波一境界層干渉

ﾌ理論及び実験的研

60．10．1

@～
U1．3．31

システム研究系

@　大島耕一教授

外国人客員研究員

受入れ研究員氏名 国　籍 研　究　課　題 受入れ期間 世話人研究者

Shoichiro　Nakamura

Iハイオ州立大学機械工

w科教授

日　　本
3次元流体シミュレ

[ションの研究

60．6．12

@～
U0．9．15

システム研究系

@　桑原邦郎助教授

Raul　H．　Mendez

vリンストン大学研究員
コロンビア

パラシュート回りの

ｬれの数値的研究

60．11．1

@～
U1．3．31

システム研究系

@　桑原邦郎助教授
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日本学術振興会外国人招へい研究員

招へい研究員氏名 国　籍 研究課題 招へい期間 世話人研究者

U．EKocks
アメリカ

㍼O国

金属の塑性変形に関

ｷる研究

60．3．16

@～
U0．4．25

宇宙輸送研究系

@堀内良教授

日本学術振興会科学者交流事業による外国人研究員

（オーストラリア科学アカデミーとの交流）

受入れ研究員氏名 国　籍 研究課題 受入れ期間 世話人研究者

B．D．　Jo㎞son

}キュアリー大学地球物

搨ｲ査研究所講師

オースト

堰@リア
MAGSAT衛星に
ﾖする調査研究

60．4．1

@～
U0．4．21

太陽プラズマ研究系

@　柳澤正久助手

（中国科学院との交流）

受入れ研究員氏名 国　籍 研究　課題 受入れ期間 世話人研究者

馬　　　家罐

?痩ﾈ学院
中　　国 実験気体力学の研究

60．10．22

@～
U0．11．20

宇宙輸送研究系

@小口伯郎教授
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②外国からの来所者

訪問月日 氏　　　　　名 所　　　　　　　　　属

60年

4月15日 Mr．　R．0．　Aller NASA本部宇宙追跡・データシステム局長

4月23日
@　～

@26日

Dr．　G．　Fazio

cr．　W．　Hoffmann

スミソニアン天文物理観測所主任研究員

Aリゾナ大学スチュワード天文台主任研究員

4月25日 Mr．　S．　Varadarajan インド科学技術省科学産業研究庁次官

Dr．　B．　V．　Srikantan タタ基礎物理学研究所長

Dr．　R．　N　arasinghha インド国立航空研究所長

5月14日 Dr．　R．　J．　Allen オランダ国立フローニンゲン大学天文学教授

Mr．　B．　Adrick オランダ国立フローニンゲン大学天文学専攻大学院生

Mr．　H．　Edwin ノノ　　　　　　　　　　　ノノ

Mr．　L．　Eric 〃　　　　　　　　　　　ノノ

5月28日 Mr．　Bradley 英国大使館科学担当参事官

Dr．　Sung－Ho　Suck　Salk ミズーリ大学ローラ校物理学科及び雲物理学研究センタ

一助教授

Dr．　D．　E，　Hagen 〃　　　　　　　　　　　ノノ

5月30日 Dr．　K．　Pinkau マックスプランクプラズマ物理学研究所長

6月3日 Mr．　W．　G．　Gibson サウスウェスト研究所スペースクラフト技術主任

～ Dr．　J．　A．　Marshall サウスウェスト研究所研究員

14日 Mr，　K．　R．　Jolles サウスウェスト研究所品質保証技術者

Mr．　T．　L．　Booker サウスウェスト研究所シニアーエレクトロニクス技術工

6月5日 Mr．　S．　L．　Venneri NASA本部航空宇宙技術局材料・構造部門副部長
Mr．　J．　C．　Robinson NASAラングレー研究センター荷重・空力弾性部門研究

員

Dr．　E．　C．　Yates，　Jr． NASAラングレー研究センター荷重・空力弾性部門主任

研究員

Dr．　J．　M．　Housner NASAラングレー研究センター構造・ダイナミックス部

門研究員

6月12日 Mr．　P．　Brooke 連合王国教育科学省政務次官

Dr．　D．　Phillips 連合王国教育科学省研究評議会諮問委員会議長及びオッ

クスフォード大学分チ生物理学教授

Mr．　D．　W．　Tanner 連合王国教育科学省教育科学部

Dr．　Bradley 連合王国教育科学省大使館科学担当参事官

Dr．　Richard 連合王国教育科学省ブリティッシュカウンシル科学担当

参事官

6月17日 Mr．　Patel インド科学技術大臣

Mr．　Das インド大使館科学担当参事官

6月26日 Dr．　H．　M．　Kappler ドイツ連邦共和国ERNO社プログラム開発応用技術部

長

Mr．　P．　W．　Kunigk ドイツ連邦共和国ERNO社マーケティングオービタル

システムマネジャー
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訪問月日 氏　　　　　名 所　　　　　　　　属

7月2日 Dr．　W．　P．　Raney NASA本部宇宙基地室利用・作業条件課長

Mr．　M．　Bensimon NASA本部宇宙基地室政策・計画オフィス協力プログラ

ムブランチ主任

Mr．　R．　V．　Lottmann ノノ　　　　　　　　　　　ノノ

Mr．　L．　D．　Wigbels NASA本部国際部国際計画・プログラムオフィス職員
Mr．　G．　Rice ジョンソン宇宙センター宇宙基地プログラムオフィス国

際渉外マネジャー

Mr．　R．　P．　Lawless 在日アメリカ大使館員

7月5日 趙慶国 ソウル大学教授

李東鏑 ソウル大学助教授

馬秋坤 台湾中央大学講師

徐槍銘 台湾中央大学助手

9月3日 Mr．　Siddon カナダ科学技術大臣

9月20日 Prof．　Ruf且ni ローマ大学教授

Prof．　Beltori
ノ
ノ

9月30日 Prof，　Hugh　S．　Hudson カリフォルニア大学サンディエゴ校教授

10月1日
ノ
ノ

ノ
ノ

2日
ノ
ノ

ノ
ノ

9日
ノ
ノ

ノ
ノ

11日
ノ
ノ

ノ
ノ

10月23日 Dr．　S．　Shawhan NASA本部宇宙空間プラズマ課長
～ Dr．　J．　Sakss NASA本部国際計画課長補佐

28日 Prof．　D．　William ジョンズホプキンス大学応用物理研究所教授

Prof．　L．　Frank アイオワ大学教授

Dr．　J．　Alexander NASA　ISTPプロジェクトサイエンティスト
Dr．　R．　Tatum NASA　ISTPプロジェクトマネジャー
Dr．　K．　Ackerson アイオワ大学研究員

Dr．　J．　Lee アイオワ大学研究員

Dr．　F。　Scarf TRW社研究員
Mr．　B．　Tossman ジョンズ・ホプキンス大学応用物理研究所研究員

Mr．　S．　Jaskulek ノノ　　　　　　　　　ノノ

11月2日 Dr．　Nicol　J．　Peacock カラム研究所原子力研究機構プラズマ計測部長

11月8日 邦　　　駿 北京大学地球物理系副教授

11月11日 Dr．　F．　Jordan NASAジェット推進研究所職員
Mr．　R．　Burt

ノ
ノ

Mr．　J．　Egolf NASA本部職員
Dr．　Riccardo　Giacconi スペース・テレスコープ研究所長

11月13日 Mr．　Clarence　Hoynes NASAジェット推進研究所主任研究員
Mr．　Nick　Williams NASAジェット推進研究所研究員

11月14日 Dr．　David　Black NASA本部宇宙基地局主任研究員

14日，1 Dr．　C．　Christensen NASAジェット推進研究所職員
日，18日

Dr．　L．　Efron NASAジェット推進研究所職員
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訪問月日 氏　　　　　名 所　　　　　　　　　属

Mr．　N．　Fanelli 〃

Mr．　J．　EUis
ノ
ノ

Mr．　F．　Jordan
ノ
ノ

Mr．　N．　Mottinger
ノ
ノ

Mr．　R．　Nevarez 〃

11月18日 Dr．　Parvez　Kumar カナダ国家研究会議職員

11月19日 Dr．C．　J．　Pellerin NASA本部宇宙科学及び応用局天体物理部長

20日

12月12日 Prof．　A．　K．　MF．　Hussain ヒューストン大学教授

Dr．　T．　Tezduyar ヒューストン大学助教授

12月19日
@　～

@21日

Dr．　J．　P．　Conner ロスアラモス国立研究所プロジェクトマネジャー

61年

1月23日 Dr．　G．1．　Evans IMIサマーフィールド社研究開発部長

2月6日 Dr．　Roger　Lin丘eld NASAジェット推進研究所研究員

Mr．Lyle　Skjerve
ノ
ノ

Mr，　Gerald　Levy
ノ
ノ

2月17日 辛　明　道 重慶大学工程熱物理研究所副所長

郎　　　達 東北工学院教授

陳　　　健 漸江大学熱物理学部研究員

屠　傅　経 漸江大学熱物理学部副学部長

劉　紀　福 恰爾濱工業大学動力r程系副教授

荘　　　駿 南京化工学院所長

陳　遠　国 重慶大学副教授

宋　英　華 恰爾濱空調機廠研究所工程師付所長

王　雪　梅 吟爾濱鳳華機器廠工程師

趙　栄　第 遼寧省環境保護研究所丁程師

銭　換　徳
ノ
ノ

許　志　鍵 撫順石油二廠研究所

喬　中　復 東北工学院副教授

金　益　相 喀爾濱鉄路局科学研究所学術委員会副主任高級工程師

王　財　友 上海市能源研究所副所長

沈　柏　年 上海市能源研究会副秘書長工程師

2月18日 Mr．　Michael　E．　Card NASA本部スペースシャトル利用者サービス部長

3月4日 Prof．　Arnfinn　Hammer ノルウェー技術研究所及びトロンドハイム大学教授

3月13日 Mr．　L．　Adams 欧州宇宙技術センター品質保証部部品技術課職員

3月27日 Dr．　B．　R．　Clemesha ブラジル国立宇宙科学研究所大気光部長

3月27日 Prof．　H．　C．　van　de　Hulst ライデン天文台名誉教授

3月28日 Dr．　Roy　Gibson 英国宇宙センター事務局長
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③外国人来所者による講演会

氏　　名（所属） 講　　演　　題　　目 講演日

Sung－Ho　Suck　Salk ミズーリ大学における雲物理学研究について 60．5．28

（米国ミズーリ大学物理学教室及び雲

物理研究センター助教授）

D．E．　Hagen

（米国ミズーリ大学物理学教室及び雲

物理研究センター助教授）

中村吉雄 月の地震学 60．8．29

（テキサス大学教授）

邦　　　駿 暗黒星間雲で観測されるアンモニア回転反転 60．11．8

（北京大学地球物理系副教授） スペクトル線の超微細構造
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（2）宇宙科学研究所教官等の海外渡航

氏　名 出張期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

大島　耕一

60．4．1

@　～

U0．4．15

アメリカ合衆国 勇断流中の渦の構造及びその相互作用の研究

井上　　督

61．4．1

@　～

U0．3．31

アメリカ合衆国
飛翔体まわりの流れ，特に舅断流れを数値的

ﾉ研究する

小野田

@　淳次郎

60．4．14

@　～

U0．5．5

アメリカ合衆国

第26回構造，材料コンファレンス，第19回

q空宇宙メカニズムシンポジウム出席，論文

ｭ表並びに米国における宇宙用構造開発研究

ﾌ実状及び動向調査研究

名取　通弘

60．4．14

@　～

U0．6．3

アメリカ合衆国
J　　　ナ　　　ダ

大型宇宙構造物に関する調査研究等

橋元　保雄

60．4．17

@　～

U0．5．1

アメリカ合衆国
ロケット発射設備及び地h支援設備の実情調

ｸ並びに飛翔体構造及び機構の実情調査

今澤　茂夫

60．4．17

@　～

U0．5．5

アメリカ合衆国

米国における機械環境設備及び実施方法の実

賴ｲ査発射場における機体の組立，整備，発

ﾋのための設備及びオペレーションの実情調

ｸ並びに第19回航空宇宙メカニズムシンポ

Wウム出席

長友　信人

60．4．23

@　～

U0．4．28

大　韓　民　　国
1985年，スプリングエアロスペースミーティ

塔O及び関係大学・研究所での講演等

大島　耕一

60．4．28

@　～

U0．5．11

中　　　　　　国 ヒートパイプ関連技術の視察・交流

鶴田浩一郎

60．4．28

@　～

U0．5．17

ドイツ連邦共和国

太陽，太陽圏及び宇宙空間プラズマ分野にお

ｯる将来の研究計画に関するESAワークシ

?bプ出席等

野村　民也

60．5．26

@　～

U0．6．8

中　　　　　　国
日中宇宙協力の協議及び宇宙科学研究状況視

@

松岡　　勝

60．6．1

@　～

U0．7．31

連　　合　　王　国

hイツ連邦共和国

f　ン　マ　ー　ク

I　　ラ　　ン　　ダ

X線・光・電波によるX線源の研究
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氏　名 出張期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

山本　哲生

60．6．1

@　～

U0．6．8

スウ　ェーデン 第2回小惑星・彗星・流星シンポジウム出席

田中　靖郎

60．6．8

@　～

U0，6．22

デ　ン　マ　ー　ク
国際天文連合（IAU）コロキウムNo．89に出

ﾈ

小川原嘉明

60．6．8

@　～

U0．6．28

連　　合　　王　　国 ASTRO－C搭載計器試験及び実験打合せ

大林　辰蔵

60．6．10

@　～

U0．6．24

ソビエト社会主義

､　和　国　連　邦

太陽地球系物理学研究委員会（SCOSTEP）役

�?C同科学部会及び太陽極大活動解析

iSMA）学会出席

山下　雅道

60．6．11

@　～

U0．6．20

中　　　　　　国
国際冷凍工学学会での講演及び中国科学院研

?且去@

佐々木　進

60．6．13

@　～

U0．6．25

アメリカ合衆国
J　　　ナ　　　ダ

日米共同テザーロケット実験の噛み合せ参加

yびSEPAC実験打合せ並びに国際電波科学

A合学会出席

河島　信樹

60．6．15

@　～

U0．6．23

カ　　　ナ　　　ダ

Aメリカ合衆国
SEPAC共同研究者会議出席及びデータ取得

西村敏充

60．6．19

@　～

U0．7．5

ス　　ペ　　イ　　ン

t　　ラ　　ン　　ス

hイツ連邦共和国

国際自動制御連盟（IFAC）第10回宇宙にお

ｯる自動制御シンポジウム出席及び追跡管制

ﾉ関する調査

林　　友直

60．6．19

@　～

U0．6．23

アメリカ合衆国
米国航空宇宙学会（AIAA）主催第20回熱物

揄?c出席・講演

太田　茂雄

60．6．19

@　～

U0．8．5

ノ　ル　ウ　ェ　ー

f　ン　マ　ー　ク

アイスランドにおけるオーロラ現象の多点観

ｪ

西田　篤弘

60．6．21

@　～

U0．6．30

ソビエト社会主義

､　和　国　連　邦
ソビエト科学アカデミーにおける講義

中谷　一郎

60．6．22

@　～

U0．7．7

フ　　ラ　　ン　　ス

hイツ連邦共和国

国際自動制御連盟（IFAC）第10回宇宙にお

ｯる自動制御シンポジウム出席及び宇宙飛翔

ﾌ制御に関する調査

二宮　敬度

60．6．22

@　～

U0．7．8

フ　　ラ　　ン　　ス

hイツ連邦共和国

X　ウ　ェーデン

国際自動制御連盟（IFAC）第10回宇宙にお

ｯる自動制御シンポジウム出席及び科学探査

@地上システムの調査
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氏　名 出張期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

岩間　　彬

60．6．26

@　～

U0．7．13

ドイツ連邦共和国

A　　合　王　　国

Aメリカ合衆国

第16回推進薬と爆薬に関する国際会議及び

謔Q1回米国航空宇宙学会推進機関会議出席

ﾀびにロケット推進薬に関する調査

斎藤　猛男

60．6．29

@　～

U0．7．13

連　　合　　王　　国

hイツ連邦共和国

Aメリカ合衆国

第16回推進薬と爆薬に関する国際会議及び

謔Q1回米国航空宇宙学会推進機関会議出席

ﾀびにロケット推進薬に関する調査

霜田　正隆

60．6．29

@　～

U0．7．13

ドイツ連邦共和国

A　　合　　王　　国

Aメリカ合衆国

ロケット推進薬に関する調査並びに第16回

юi薬と爆薬に関する国際会議及び第21回

ﾄ国航空宇宙学会推進機関会議出席

中村　良治

60．6．29

@　～

U0．7．15

ス　ウ　ェーデン

n　ン　ガ　リ　ー

エスレンジ基地における「おおそら」追跡及

ﾑデータ取得状況の調査，ブタペストにおけ

體d離気体現象国際会議出席

秋葉錬二郎

60．6．30

@　～

U0．7．7

アメリカ合衆国
国際会議（アメリカ宇宙航行学協会と日本ロ

Pット協会の合同シンポジウム）準備打合せ

奥田　治之

60．7．1

@　～

U0．7．13

アメリカ合衆国
マウナケア天文台（ハワイ）における赤外線

V文観測

芝井　　広

60．7．1

@　～

U0．7．13

アメリカ合衆国
ハワイマウナケア天文台における赤外線天文

ﾏ測

桑原　邦郎

60．7．14

@　～

U0．7．25

アメリカ合衆国

米国航空宇宙学会第7回計算流体力学会議及

ﾑ第18回流体力学・プラズマ力学・レーザー

?c出席・講演

鶴田浩一郎

60．7．17

@　～

U0．7．28

アメリカ合衆国
GEOTAIL衛星搭載高エネルギー粒子計測

寀yび球プローブに関する技術的打合せ

塚本　茂樹

60．7．17

@　～

U0。7．28

アメリカ合衆国
GEOTAIL衛星搭載のアンテナブーム系及
ﾑその先端のプローブに関する技術的打合せ

市川　行和

60．7．22

@　～

U0．8．4

アメリカ合衆国
第14回原子衝突国際会議及び核融合プラズ

}中の原子過程国際セミナーに出席

小口　伯郎

60．7．28

@　～

U0．8．4

アメリカ合衆国
第15回国際衝撃波動とショックチューブシ

塔|ジウム出席

小田　　稔

60．7．28

@　～

U0．8．4

アメリカ合衆国
米国立科学アカデミー宇宙科学特別委員会出

ﾈ
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氏　名 出張期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

小山孝一郎

60．7．29

@～
U0．8．13

スウェーデン王国
hイツ連邦共和国
`ェコスロバキア
ﾐ会主義共和国

「おおそら」の受信状況調査及び共同研究打合

ｹ並びに国際地磁気超高層大気物理学会

iIAGA）第5回科学総会出席・講演

棚次　亘弘

59．8．1

@～
U0．10．31

ドイツ連邦共和国

t　　ラ　　ン　　ス
宇宙基地に関する研究

田中　靖郎

60．8．3

@～
U0．8．12

アメリカ合衆国 X線天文学セミナー出席・講演

牧島　一夫

60．8．3

@～
U0．8．12

アメリカ合衆国 ASTRO－CとXTE協力ワークショップ出席

井上　　一

60．8．3

@～
U0．8．12

アメリカ合衆国 同　　　上

西田　篤弘

60．8．3

@～
U0．8．18

チェコスロバキア

ﾐ会主義共和国

国際地磁気超高層大気物理学会（IAGA）第5

�ﾈ学総会出席・講演並びに座長をつとめる

西村　　純

60．8．9

@～
U0．8．30

アメリカ合衆国
太平洋横断気球長時間観測の技術的検討及び

F宙線国際学会出席

高柳　和夫

60．8．20

@～
U0．9．2

中　　　　　　国
日中セミナー「原子分子物理学」参加並びに

蜉w・研究所等の訪問及び講演

小川原嘉明

60．8．25

@～
U0．9．3

アメリカ合衆国
太陽共同研究共同観測装置の検討とその概念

ﾝ計

伊藤富造

60．9．8

@～
U0．9．14

アメリカ合衆国 ハレー彗星探査関係機関連絡協議会議出席

清水幹夫

60．9．8

@～
U0．9．14

アメリカ合衆国 同　　　上

西田　篤弘

60．9．8

@～
U0．9．15

フ　　ラ　　ン　　ス 「磁気圏系の比較研究」会議出席
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氏　名 出張期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

60．9．9

河島　信樹 ～ アメリカ合衆国
スペースシャトル搭載機器組付作業打合せ会

60．9．18
議出席

60．9．17

小野田淳次良 ～ アメリカ合衆国 宇宙飛翔体構造の研究
61．7．16

藤井　正美

60．9．20

@　～

アメリカ合衆国
C　　タ　　リ　　ア

第13回固体飛跡検出器国際会議出席，研究打

61．1．20 ハ　ン　ガ　リ　ー
合せ及びデータ解析

60．9．21

小川原嘉明 ～ 連　　合　王　　国 ASTRO－C搭載装置の製作調整及び打合せ
60．9．29

60．9．21 イ　　タ　　リ　　ア

藤井　正美 ～ ハ　ン　ガ　リ　ー 固体飛跡検出器国際会議出席及び研究打合せ

60．10．5 人　民　共　和　国

60．9．24

村上　敏夫 ～ アメリカ合衆国
ASTRO－C衛星ガンマ線検出器受入れチェ
ツク

60．10．9

60．9．28

桑原　邦郎 ～ ドイツ連邦共和国 ヨーロッパ力学会議出席講演のため
60．10．5

60．9．29

都木恭一郎 ～ アメリカ合衆国
第18回国際電気推進会議出席，プリンストン

60．10．9
大学NA§Aルイス研究センター会合出席

60．9．29 アメリカ合衆国 第18回国際電気推進会議及び第36回国際宇
栗木　恭一 ～ スウェーデン王国 宙航行学連盟会議に出席，SEPAC実験結果

60．10．21 ドイツ連邦共和国 の発表及び研究打合せ

60．10．2 ス　ウ　ェーデン
西村　敏充 ～ 第36回国際宇宙航行連盟会議出席ESTEC

60．10．14 オ　　ラ　　ン　　ダ
（欧州宇宙技術センター）訪問

60．10．4

岩間　　彬 ～ アメリカ合衆国
第1回火災科学に関する国際シンポジウム国

60．10．13
際研究集会出席

60．10．5

林　　友直 ～ ス　ウ　ェ　ー　デ　ン
第36回国際宇宙航行連盟会議出席，エスレン

60．10．14
ヂにおける打合せ

60．10．5

松尾　弘毅 ～ スウ　ェーデン 同　　　上

60．10．14
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氏　名 出張期間 渡航先　国 渡　　　航　　　目　　　的

上杉邦憲

60．10．5

@～
U0．10．14

スウェーデン 同　　　上

長友　信人

60．10．5

@～
U0．10．15

スウェーデン 第36回国際宇宙航行連盟会議出席

秋葉鎗二郎

60．10．5

@～
U0．10．17

スウェーデン
t　　ラ　　ン　　ス

スウェーデンにおけるロケット打上計画なら

ﾑにフランスのヘルメス計画の調査

三浦　公亮

60．10．5

@～
U0．10．20

スウェーデン
I　　ラ　　ン　　ダ

第36回国際宇宙航行連盟会議出席，講演，宇

F構造物に関する調査

高野雅弘

60．10．5

@～
U0．10．17

スウェーデン
t　　ラ　　ン　　ス

第36回国際宇宙航行連盟会議出席

tランス国立宇宙研究所（CNES）訪問

小山孝一郎

60．10．29

@～
U0．11．25

アメリカ合衆国 共同テザープロジェクト総合試験参加

河島信樹

60．11．10

@～
U0．11．24

アメリカ合衆国
I　　ラ　　ン　　ダ
t　　ラ　　ン　　ス
hイツ連邦共和国

SEPACスペースラブ1号データ検討

上杉邦憲

60．11．16

@～
U0．11．29

アメリカ合衆国 GEOTAIL計画に関する日米協議

小山　勝二

60．11．18

@～
U0．12．4

イ　　　ン　　　ド 国際天文連合（IAU）総会出席

林　　友直

60．11．24

@～
U0．12．1

中　華　民　　国

i台　　　　　湾）

第6回中華民国（台湾）工学技術者大会に出

ﾈ

岩間　　彬

60．11．24

@～
U0．12．1

中　華　民　国
i台　　　　　湾）

同　　　上

三浦　公亮

60．11．24

@～
U0．12．1

中　華　民　国
i台　　　　　湾）

同　　　上

野村民也

60．11．24

@～
U0．12．4

フ　　ラ　　ン　　ス

hイツ連邦共和国
X　　ペ　　イ　　ン

第7回日欧セミナー出席及びESA本部，中

將ﾇ跡管制施設，NASA深宇宙追跡局訪問
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氏　名　　出張期間　　渡　航　先　国　　　　　渡　　　航　　　目　　　的

高柳　和夫

60．12．1

@　～

U0．12．11

イ　　　ン　　　ド
IAUシンポジウム「天体化学」に参加講演及

ﾑインド科学養成協会視察，講演

山本　哲生

60．12．1

@　～

U0．12．11

イ　　　ン　　　ド IAUシンポジウム出席及び研究連絡

佐々木　進

60．12．1

@　～

U0．12．17

アメリカ合衆国
ホワイトサンズミサイルレンヂにおける日米

､同テザーロケット打上げ

河島　信樹

60．12．5

@　～

U0．12．15

アメリカ合衆国 SEPAC機器引渡前試験及び引渡審査会出席

二宮　敬慶

60．12．9

@　～

U0．12．22

アメリカ合衆国
ケネディー宇宙センターにおけるSEPAC機

墲ﾌ試験及び引渡し

秋葉錬二郎

60．12．13

@　～

U0．12．21

アメリカ合衆国
米国宇宙航行学会，日本ロケット協会合同シ

塔|ジウム出席

野村　民也

60．12．14

@　～

U0．12．21

アメリカ合衆国 同　　　上

川口淳一郎

60．12．14

@　～

U0．12．22

アメリカ合衆国 同　　　上

廣澤　春任

60．12．14

@　～

U0．12．23

フ　　ラ　　ン　　ス
リモートセンシングにおけるスペクトルシグ

lチャに関する国際シンポジウム出席

清水　幹夫

60．12．15

@　～

U0．12．20

アメリカ合衆国

JPLにおけるハレー彗星の塵，ガス環境問題

ﾉ関する会議に出席及びハレー彗星データに

ﾂいての討議

棚次　亘弘

60．12．15

@　～

U0．12．20

アメリカ合衆国
米国宇宙航行学会，日本ロケット協会合同シ

塔|ジウム出席

松尾　弘毅

60．12．15

@　～

U0．12．21

アメリカ合衆国 同　　　上

雛田　元紀

60．12．15

@　～

U0．12．21

アメリカ合衆国 同　　　上
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氏　名 出張期間 渡航先　国 渡　　　航　　　目　　　的

中谷一郎

60．12．15

@　～

U0．12．21

アメリカ合衆国 同　　　上

上杉邦憲

60．12．15

@　～

U0．12．21

アメリカ合衆国 同　　　上

桑原　邦郎

61．1．5

@　～

U1．1．15

アメリカ合衆国

米国航空宇宙学会第24回航空宇宙科学集会

o席及びNASAエイムス研究センターでの

､究連絡

田中　靖郎

61．1．10

@　～

U1．1．18

イ　　　ン　　　ド 第2回アジア・西太平洋物理学会議出席

小田　　稔

61．1．24

@　～

U1．2．8

アメリカ合衆国

米国科学アカデミー宇宙科学将来計画委員会

o席及びJ．P．L．において日米協力事項の打合

ｹ

奥田　治之

61．3．2

@　～

U1．3．16

アメリカ合衆国
SIRTF予備的打合せ及びSIRTFサイエン
Xワーキンググループ出席と共同研究打合せ

的川　泰宣

61．3．3

@　～

U1．3．13

ソビエ　ト連邦
ハレー彗星探査関係機関連絡協議会（IACG）

ﾉ出席

松尾　弘毅

61．3．3

@　～

U1．3．16

ソビエト連邦
hイツ連邦共和国

ハレー彗星探査関係機関連絡協議会（IACG）

o席及びGIOTTOの最接近地の運用に関す

骼去@

西田　篤弘

61．3．4

@　～

U1．3．10

ソビエト連邦
ハレー彗星探査関係機関連絡協議会（IACG）

ﾉ出席

廣澤　春任

61．3．12

@　～

U1．3．18

中　　　　　　国 日中協同気球実験に関する打合せ

長谷部昌弘

61．3．12

@　～

U1．3．18

中　　　　　　国 同　　　上

秋山　弘光

61．3．12

@　～

U1．3．26

中　　　　　　国 同　　　上
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氏　名 出張期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

61．3．12

狛　　　豊 ～ 中　　　　　　国 日中協同気球実験に関する打合せ

61．3．26

61．3．19

桑原　邦郎 ～ 韓　　　　　　　国 韓国科学技術院において特別講演

61．3．23

61．3．21

雛田　元紀 ～ オーストラリア
オーストラリアにおける飛行安全管制に関す

る調査
61．3．30

61．3．21

渡辺　　設 ～ オーストラリア 同　　　上

61．3．30

61．3．21 NASAとの共同研究テーマであるISTPの
中谷　一郎 ～ アメリカ合衆国 一部分のGEOTAIL衛星に関する諸インタ

62．1．20 一フェースの研究と調査

61．3．22

宗形　郁夫 ～ オース　トラリア 日豪気球共同観測に関する実施状況調査

61．3．29

61．3．22 日豪共同気球実験について昨年度行った研究

奥田　治之 ～ オーストラリア 成果の検討及び次年度の実験計画についての
61．3．31 打合せ

61．3．23

河島　信樹 　～

U1．4．6

米国，ノルウェー

Iランダ，ドイツ

スペースシャトルEOM　1／2打合せ及びSL－

Pデータ検討
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5．おもな研究設備

共同利用設備

宇宙科学実験用スペースチェンバー室設備およびプラズマ発生実験装置

　これらの設備は，

　（1）飛しょう体搭載用観測機器の基礎開発および試験

　（2）宇宙空間プラズマのシミュレーション実験

　（3）宇宙空間プラズマ物理に関する基礎研究

のために使用されるもので，その設計には所内外の研究者の意見が広くとり入れられ，昭

和42年度に完成した．一ヵ年の試験運転，調整期間を経て昭和44年度からはこれらの装

置は全国の宇宙科学研究者のための共同利用設備として使用されることになり，宇宙理学

委員会のもとにスペースプラズマ研究専門委員会が組織され，共同研究テーマの公募，審

査，研究スケジュールの作成等を行っている．毎年活発に実験が行われ成果をあげてきた

が，それらは昭和60年2月に開催されるスペースプラズマ研究会で報告される．昭和60年

度には別項にあるように内外にあわせて約　件の研究テーマが採択され実行されている．

　両設備の概要は次のとおりである．

　スペースチェンバー

（1）本体：直径2m，長さ3mの円筒状真空槽で，非磁性ステンレス鋼で作られている．

プラズマ源や各種測定器具装置用フランジ21個が取り付けられている．

　（2）排気系：主ポンプは36吋拡散ポンプ2台並列で到達真空度は5×10－7Torr，べ一キ

ング使用で2×10－8Torrである．

　（3）ガス導入系：高圧ガスボンベから減圧弁とニードル弁を使用して10－3～10’6Torr

問の任意の圧力で各種ガス導入ができる．

　（4）空心コイル：直径約2．5mのヘルムホルッコイルで，中心磁界は100ガウスであ

る．

　（5）プラズマ源：プラズマ源として後方拡散型，グロモード型とマルチポールプラズマ

源の3種類用いられており，電子密度103～107／cm3，電子温度800～30000DKの一様プラズ

マが発生可能である．

　以上がおもな装置であるが，このほかに直径60cm，長さ1mのダブルプラズマチェン

バー，測定装置として残留ガス分析器，電界強度測定器，スペクトラム分析器，ロックイ

ン増幅器，ボックスカー積分器，システム45等が用意されている．

　プラズマ発生実験装置

　（1）プラズマガン：直径6吋の同軸型プラズマガンで電子密度10i4／cm3，電子温度6

eV，速度107／cm／sec程度のプラズマが約60μsecの間発生できる．

　（2）定常プラズマ発生装置：プラズマ発生部とプラズマドリフト空間とからなり，ドリ

フト空間内のプラズマは，電子密度約1012／cm3，電子温度約10　eVである．

　（3）磁場装置：上の2種のプラズマ発生装置に使用するもので，最大磁場2万ガウスま

で発生できる．
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　（4）相対論的大電流電子ビーム装置：500keV，2kA，5nsecのパルス大電流電子ビーム

でプラズマを発生する．

　このほか付属測定装置として，可視分光器，イメージコンバーターカメラ，マイクロ波

干渉装置，パルス高周波発生装置，ルビーレーザー装置（300　MW　20　＃sec）等が用意され

ている．

　宇宙放射線研究施設

　赤外線，紫外線，X線を用いた宇宙観測が宇宙にますます大きな役割を果たすようにな

ってきたが，宇宙観測のための赤外線，紫外線，X線の検出器の開発・調整・検定などを

行うための装置及びロケットまたは気球により得られたデータを処理するための装置が設

置され共同利用に供されている．これらの装置のうち主要なものは次のようなものである．

　黒体炉，回析格子分光器および記録装置

　黒体炉よりの赤外線を回析格子分光器またはフィターを用いて単色光とし，宇宙観測赤

外検出器の検定および開発に使用する．波長範囲は可視光より30ミクロンまでである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　極紫外線斜入射形分光光度計および記録装置

　波長範囲が数10～1500Aの真空分光器で波長精度1A，波長分解能0．05　Aである．波長

1500A以下の単色光源として，宇宙観測用検出器の検定および開発に使用すると共に，室

内天体物理学的研究のための，写真および光学測定を行うために使用される．

　超軟X線発生装置

　1．44～90A（8．61～0．137　keV）のX線を発生することができる．これにはX線管球で

発生した一次X線を試料に照射し，これにより発生する螢光X線を分光器に導き，単色化

する方式を用いている．分光器室は大型の真空槽となっており，ここに各種検出器を置い

て検出器の特性を調べることができる．

　回析分光器

　人工衛星表面材料の吸収率（200nm～2500　nmの反射率）を測定する装置である．

II仕　様
　名　称日本分光CT－50形回析格子分光器

　光学系ツェルニーターマウント

　　　　　　シングルビーム

　焦点距離　500mm

　明るさf／6．8

　波長範囲　200nm～2．5μmの間を回析格子を変換して選択

　光源ハロゲンランプ，Xeランプ
　スリット　両開き，入射出射連動

　　　　　　高さ　15mm（V型シボリで0～15　mmまで可変可能）

　　　　　　幅　0．003～5mn
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フィルター次数分離用ナシ（UV－25，　UV－39，　VR－69）

寸　　法　665（奥行）×380（幅）×350（高）mm

重　　量　40kg（波長駆動装置含む）

（ホルダー付き）

（林研究室）

　宇宙観測データ処理装置

　この装置はロケットまたは気球実験により得られたデータ（アナログ信号よりなるもの）

をその電気信号より直接処理して数値化し，大型計算機などで処理し得る数値化されたデ

ータにまで変換するためのものである．このため高度A－D，D－A変換器および8入力マル

チプレクタサーを，入出力部に持った小型計算機で，ディスクおよび磁気テープレコーダ

をそなえている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原研究室）

　赤外線観測器の極低温試験槽・研究設備

　赤外線観測器の液体窒素或いは液体ヘリウム温度での特性動作試験をするための試験

槽．冷却容積は直径50cm，長さ50　cmあり，減圧した液体ヘリウムを使い，2K程度まで

の冷却が可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

He－Neレーザー

NEC　GLG　5800

発振波長632．8nm
発振出力　50mW以上
発振モード　TEMoo

ビーム径　1．7mmφ

出力安定度　5％／10H以内

ノ　イ　ズ　1％rms （河島研究室）

大面積平行光源装置

赤外線観測器などの光学試験を行うための大面積平行光源装置，直焦点或いはカセグレ

ン焦点に適当な光源を置くことにより，直径1mの平行光を得ることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　スペクトラム・アナライザー

YHP社製3582　A型スペクトラムアナライザー．フルスクールが1Hz～25　KHzの範囲

において，FFTによるスペクトル解析，伝達関数の測定などが可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　弱磁場計測器校正装置

　搭載用の磁力計及び低周波電磁波測定器の試験をするために設置したもので，半径0．3

メートル，長さ約1メートルの空間の磁界を約60デシベルシールドすることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西田研究室）

　画像解析装置
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　マイクロコンピューターとカラー画像表示装置からなる．画像表示装置は分解能256×

240画素，R，　G，　B各4ビット（16段階）の濃淡スケールをもち，4096種の色調を表示で

きる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広沢研究室）

X線発生装置

理学電機社製ロータフレックス200（60kV　200　mA）で，

ミ，モリブデンを用意してある．

ターゲットとして，銅，アル

　　　　　　（槙野研究室）

　標準赤外線分光計

　Digilab製フーリエ分光計FTS　20／80高速アレイ・プロセッサー，遠赤外キット付，測定

波数4000～10　cm’i，分解能0．08　cm’iで種々の試料，フィルター，検出器感度の分光特性

が測定できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　黒体炉・回析格子分光器

　黒体炉で発生させた赤外線を，回析格子分光器またはフィルターを用いて単色光とし，

宇宙観測用赤外線検出器の開発および検定に使用する．波長範囲は可視光より30ミクロン

までである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外線観測器用極低温試験槽

　赤外線観測器を極低温で動作試験するための試験槽．試験温度は液体窒素で50～77度

K，液体ヘルウムで2～4度Kが可能．冷却容積は直径50cm，長さ50　cmが最大である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　標準赤外線分光計

　Biorad社製フーリエ分光計FTS　20／80（高速アレイプロセッサー，遠赤外キット付）．

測定範囲は4000～10　cm”i，分解能は最高0．08　cm－1で，種々の試料，フィルター，検出器

感度の分光特性などが測定できる．また平光ビームによる測定装置，高感度遠赤外検出器

（ボロメータ）も備えている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外線検出器用計測器

YHP社製3582　A型スペクトラムアナライザー（1Hz～25　kHz），　YEW　3655型アナラ

イジングレコーダー（4チャンネル，FFT，　GPIB付）がある．赤外線検出器以外の用途も

可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　高速低レベル帯磁測定装置

　リングコア型磁気センサを2個使用し一般磁場打消を行った低レベル帯磁を高速で測定

する装置で試料の大きさとして2T6　cm3程度，重量3kg程度以内のもの，センサー感度とし

ては0．1mTであるので一 T裾程度の試料であれば，夜間など，条件のよい時は10『6Am2
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以下の帯磁のものでも楽に測定することができる． （伊藤研究室）

　低エネルギー荷電粒子計測器較正装置

　本装置はロケットおよび衛星搭載用の低エネルギー荷電粒子計測器の基礎開発実験およ

び飛しょう前の較正テストを行う．低エネルギー荷電粒子とは，0．1～30KeVの電子およ

びイオンである．主チャンバー（900φ×1050L）は，その内部にジムバル機構を有し，1500

1／sターボ分子ポンプで真空排気される．　　　　　　　　　　　　　　（伊藤研究室）

　高速低レベル帯磁測定装置

　リングコア型磁気センサーを2個使用し一般磁場打消を行った低レベル帯磁を高速で測

定する装置で試料の大きさとして20cm3程度，重量3kg程度以内のもの，センサー感度と

しては0．1nTであるので5cm3程度の試料であれば，夜間など，条件のよい時は10－6Am2

以下の帯磁のものでも楽に測定することができる．　　　　　　　　　　（伊藤研究室）

日立分光けい光光度計，850型

低迷光，0．15nmの分解能，0．6m1の試料で測定可能自動データ処理 （清水研究室）

　ベックマン紫外可視分光計DU－8

　波長スキャン，Tm分析の両システム，

囲一〇．3～4．OA

自動データ処理波長範囲，190－900nm，測光範

　　　　　　　　　　　　　　（清水研究室）

ベックマンDU－8　B可視紫外分光測定計

波長範囲190～900nm
測定レンジ　ー0．3～4，000A

迷　光く0．05％
安定性く0．002A／hour （清水研究室）

　インダクション・ライナック

　本装置は荷電粒子の加速器で，従来のR．Fライナックに較べて小型で大電流のビーム加

速が可能であるという特徴をもっている．トランスの一次側に大電流を流して二次側に発

生するパルス状の電圧によって荷電粒子を加速させるものですが，その仕様は下記の通り．

　最大出力電圧：200kV以上（1段当り）

　最大出力電流：10kA以上

　パルス幅：～十ns

　加速段数：3段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大林研究室）

　赤外線影像装置

　対象物から放射される赤外線を検出してその表面温度を測定し熱画像を表示する．測定

温度範囲一40℃～3000℃，温度分解能0．1℃（最小），測定速度20画面／秒．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）
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　瞬間マルチ測光システム

この『瞬間マルチ測光システム』は，可視光帯から近赤外帯（300～1100㎜）領域にお

ける光スペクトルの測定，分析を行うシステムであり，従来の同様の測定システムに比較

し，センサ部にフォト・ダイオード・アレーの採用により，高速の現象を測定できる．本

システム基本構成は，計測器本体，外部光源，計測用コンピュータ，出力装置から構成さ

れており，発光体／反射体の光をスペクトル測定，および，その時間変化をコンピュータの

モニタとの対話形式により行える．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　真空蒸着装置

　島津製EA－250　GS，汎用の真空蒸着装置であり，水晶式の膜厚計を備えている．現在は

電場計測器開発に使用しており，偏向電極の製作等を行っている．　　　　（鶴田研究室）

　ロケット構造試験装置

　ミューおよびラムダ級ロケット構造部分の総合試験を主目的として，基盤と4本柱より

構成された試験台，ジャッキ，油圧負荷制御装置，ひずみ，たわみ計測装置などにより，

軸力100ton，曲げモーメント30　ton・mまでの試験を行う．　　　　　（小野田研究室）

　2m風洞
　測定部は直径2mの円型，回流型最大風速60m／s，6分力スティング天秤及びストラッ

ト型天秤を設備している．特に，スティング天秤については，角度設定など自動化されて

いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，大島，辛島，安部研究室）

　1．6m変圧風洞

　測定部は直径1．6mの円形，回流型，風路が密閉可能のため風洞内の圧力は0．1気圧か

ら5気圧まで変位可能，最高風速は0．1気圧において170m／s，容積270　m3である．なお，

吹込み式風洞用の低圧槽としても使用される．　　　　　　　（小口，大島，辛島研究室）

　オートグラフDCS－2000形

　定速歪方式の万能試験機，容量：2000kg（秤量200　gr）．クロスヘッドスピード

0．5～500mm／min（13段）．クロスヘッドストローク：1000　mm（つかみ具なし）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　3次元水路

　幅50cm，深さ50　cm，全長25　mの直線水路であって，測定部6mの区間は全アクリル

製で，3次元模型の周りの流れの可視化実験に使用する．流れは，循環ポンプによって50

cm／sまでの一様流とすることも，静止状態にして電車によって模型を移動させることも

出来る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

3次元力ラー・グラフィック・システム
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　武藤工業製MG　300型をべ一スにし，大型計算機M380と9600ボーで連結され，計算結

果の図形処理に使われる．ローカル・コントロールで拡大・縮小，3次元的な回転・移動が

できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑原研究室）

　高温変形動的観察用顕微鏡

　ユニオン光学HM－4型．最高加熱温度1000℃．最大負荷200　kg．引張り，圧縮の両方向

の試験が可能となっている．到着真空度は10”6Torrであり，微分干渉顕微鏡を搭載してい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　高速急熱急冷熱膨張計

　真空理工製．最大加熱，冷却速度＋20℃／sec，－100℃／sec．変位検出感度0．1μm．到達

真空度は10『5Torrであり，測定可能な温度範囲は，室温から1200℃までとなっている．ま

た最大で8kgまでの負荷が可能である．　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　透過型電子顕微鏡

　日本電子JEM－100　B型．最大加速電圧は120　kVである．透過型，走査型兼用の仕様と

なっており，分解能は2Aである．エネルギー分散型元素分析装置をも搭載している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　走査型電子顕微鏡

　日本電子JEM－35　CF　11型．分解能は60　Aである．二次電子像，電子チャンネリングパ

ターンの観察測定が可能である．またエネルギー分散型分析装置を搭載している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

画像解析装置

　日本ビーシー製．種々の材料の組織の解析を行うことを目的としており，光学顕微鏡お

よび上記の走査型電子顕微鏡から直接に像を取り込むことが可能となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　油圧サーボ型疲労試験機

　鷺宮製作所リサーチ1600型，コンピュータ制御油圧サーボ材料試験機でありCOD制

御，△K制御，△J制御，K，，試験，　Jl，試験等の自動測定が可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

　高周波加熱装置

　富士電波製．最大出力10kW．上記の油圧サーボ型疲労試験機に組み込むことにより，

温度と荷重を制御した疲労試験の自動測定が可能となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内，栗林研究室）

質量分析計

分解能約500で化学分析用に使用．
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　フーリエ変換赤外分光器

干渉計に計算機を組合せたもので，多重測定が極めて容易で，分解能も優れていること

を特色とする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山下研究室）

レーザー光源

Lumonics　103 （山下研究室）

分子流質分析計

試料気体を分子線として質量分布する．分析にはQポールMSを用い，軸流ポンプを含

む多段差動排気系よりなる．

　性能：質量範囲m／e＝1～500，分解能1am．u．，

　　　　分析室真空度2×10－8torr，初段排気速度1，2001／s．　　　　　（山下研究室）

　アークプラズマ・チェンバ

　MPDアークジェットの基礎実験，開発研究及びプラズマルームを用いた電磁流体力学

実験，プラズマ化学実験を行う．チェンバーは1．5mφ×2．5m，背圧10－5Torr：準定常数

電々源は1ms，2kj．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗木研究室）

　レーザー推進実験設備

　レーザー推進，レーザー・エネルギー変換，レーザープラズマ化学の実験に用いられる．

出力5JのTEA　CO2レーザー，1Jのルビーレーザーから成る．　　　　（栗木研究室）

　垂直落下衝撃試験機

　薄肉構造体一般の衝撃・圧壊試験に用いられ，衝撃による破壊のモード，衝撃エネルギ

ー吸収のメカニズム等の研究に寄与できる．（付属設備：データ処理装置，高速度カメラ）

試験機の大きさ：幅950×奥行1，300×高さ12，300㎜

最大落下高：10，000㎜
　最大衝突速度：14m／sec

供試体最大寸法：幅400×奥行400×高さ500㎜

　供試体最大重量：50kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦研究室）

　数値制御モデル制作装置

　種々の構造モデルを計算機制御により自動化して製作する装置で，機械装置（6軸タレッ

ト自動工具交換NCフライス）及び数値制御装置（FANUC－3000　C）より構成されている．

同時に3軸制御により三次元の任意曲面の加工が可能である．

機械装置：テーブル作業面積1，600×420mm
　　　　　　　テーブル最大移動距離　左右（X）1，000　mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　前後（Y）500mm

　　　　　　　主軸最大移動距離上下（Z）460mm

　　　　　　　送り速度5～1，200（X，Y），2．5～600（Z）mm／min
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　139
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8段変速125～1，500rpm

5．5kw～2．8kw×4p／8　p

位置決め，直線／円弧補間

4軸（同時3軸）

0．001mm
8単位黒色テープ（EIA　RS227）

EIA　RS244－A又はISO　R840

アブソリュート／インクレメンタル指令

テープ記憶及び編集メモリ

（テープ長：40m）

　　　　　　　　　　　　　　　（三浦研究室）

　疑似太陽光光源

　本装置は太陽センサ等の単体の機能試験及び衛星の総合試験時に使用される疑似太陽光

光源である．主な仕様は次の通りである．

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

有効照射面積　100cmφ以上（照明範囲は150　cmφ以上）

照射距離50cm標準
平　　行　　度　±0．25°，±0．5°，±1．0°，±1．5°任意に設定可能

主光線の角度　アラインメントミラーに対して±0．1°以内

放射照度　140mW／cm2以上（平行度±1．5°にて）

放射照度の場所なら±10％以内（平行度±1．5°にて）

放射照度時間変動率±2％／h

スペクトルXeランプスペクトル（主波長範囲400～1100　nm）

光フィードバックによる点灯可能

重量167kg，消費電力200　V　20　A

（二宮研究室）

　科学衛星試験用一軸回転テーブル（大型）

　本装置は科学衛星の総合試験（アラインメント測定等を含む）において衛星の1軸まわ

りの回転を精度よく実現する機能をもつ回転テーブルであり，また姿勢制御系・姿勢検出

系等のサブシステムの機能試験を行なうために使用することもできる．方位角方向を任意

の角度及び速度に設定でき，またそれらの値を表示ならびに他の機器に出力することが可

能である．主な仕様を次に示す．

　1．　供試体

　　（1）供試体寸法　　　最大2．4mφ×4mh

　　（2）供試体重量　　　最大1，500kg

　　（3）供試体慣性能率　最大1，000kg・m2

　2．　動作モード

　A　　位置制御モード

　　（1）位置精度　　　　±10arc　sec以内

　　（2）角度範囲　　　　0～360deg
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　（3）分解能

　（4）角速度

　（5）位置読取精度

B　　速度制御モード

　（1）速度制御範囲

　（2）速度設定精度

（3）速度変動率

　（4）角加速度

3．スリップリング

4．0×10－4deg以内

最大120deg／sec

±2arc　sec

0．6～900deg／sec

O．6～60deg／secの範囲

10－4deg／sec

60～900deg／secの範囲

0．1％

リニアリティからのずれ

±0．1％以内

最大10deg／sec2

（1）信号伝送用（1A／1　pin）　30対（60本）

（2）電力伝送用（20A／1　pin）　20本（但し全pin通電時は1pin平均13　Aに低減）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　ロケット姿勢制御系試験装置

　ロケットの姿勢制御装置を，地上にて，試験・調整するための装置である．ミニコンピ

ュータによる，自動試験，および結果の表示を可能としている．　　　　　（中谷研究室）

　観測ロケット姿勢シミュレーション装置

　種々のミッションに対応した観測ロケットの姿勢を模擬iし，姿勢検出装置の機能を確認

することを目的とする．ピッチ・ヨー・ロール軸回りの回転が可能で，角度読取りの分解

能は，0．1°である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

　ジャイロ試験装置

　ジャイロの高精度な試験を行うことを目的とする．外部から設定した回転速度で，1軸回

りに回転可能なレートテーブルと，テーブルの制御装置より構成されている．回転速度は，

0～±600°／secの範囲で設定可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

　密閉式真空テストスタンド

　真空タンク容積3．5m3，排気装置，22”口径拡散ポンプ，液体窒素冷却面積200　m2，液

体ヘリウム冷起面積8m2，テスト空間容積1mφ×1m，真空中におけるロケットの点火，

火炎のふるまい，温度変化などを研究するのが目的である．　　　　　　（長友研究室）

　中形タングステン擬似太陽光源装置

　人工衛星用太陽電池電源の評価を行うため，各パネル以下の段階に分割して，出力はじ

め諸特性，故障，劣化等を調べるもので，500Wのタングステン電球9灯を適当に配列，

厚さ3cmの水フィルタ面から30　cm　x　30　cmの照射面に均一照度で100　mW／cm2（地上

太陽光強度相当）を実現する．この際パネル冷却用送風装置を併用してパネル面を
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25～28℃の温度範囲に保つ．また出力の角度依存性等のための位置の設定は，専用の回転

試験台（スピン数O．15～1．5Hz可）による．　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　太陽電池試験用スペース・チェンバー

　本装置は，当所において擬似宇宙環境で人工衛星等に使用する太陽電池をはじめ，各種

部品ならびに小形subassemblyの試験を行うことを目的とする．

　650φ×800Lの真空槽で，自由沸騰式のLN冷却系（シュラウド寸法は530φ×600　L）

により，真空度は迅速に10－6Torr以下に達する．また光源は高安定度の目的で定電流方式

を用いた1kwのXeランプより，照射面積120　cm2に140　mW／cm2を照射し得る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　自動容量ブリッジ

　コンデンサ，MIS（MetaHnsulator－Semiconductor）ダイオードなどの容量とコンダク

タンスを1kHz，10　kHz，100　kHz，1MHzのスポット周波数で短時間に自動的にディジ

タル表示で測定することができる．容量とコンダクタンスの測定範囲はそれぞれ，0．001pF

～1．2μF，0．1nΩ～9．99mΩであって，容量精度は，0．1％コンダクタンス精度は3％，信

品レベルは25mV，測定時間は0．5秒である．　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　太陽光自動集光伝送装置

　太陽を自動追尾し，フレネルレンズで集光し光ファイバーで必要な場所に光を伝送する

装置である．フレネルレンズは350mm径に内接する正六角形で，実効面積は795　cm2であ

る．光ファイバーは0．5mm径の石英単芯ファイバーを37本束ねたバンドルファイバー

で，全長20mである．伝送効率は約25％である．現在，45号館の屋上中央付近に設置さ

れており，205号室に光を伝送している．　　　　　　　　　　　　　　（棚次研究室）

　カラーイメージプロッサー

　nexus　6300型，分解能512×480ドット，R，　G，　B用512×512×8ビットのメモリー3枚

を装置．各種の画像処理機能を持つ（メモリーの増設を行い，現在は，nexus　6400型と同

等の性能となっている）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広沢研究室）

超音速気流総合実験室（60号館）

　目的：航空機・ロケット等に応用される遷音速・超音速・極超音速空気力学の総合的実

験研究を行う．

　特徴：大規模な空気源設備を共通に利用し，ここに貯えた圧縮空気を使って遷音速風

洞・超音速風洞・極超音速風洞その他多種類の実験装置を運転する．

　建屋：鉄筋コンクリート3階建，1階1，507．4m2，2階1，084．3m2，3階158．6m2，計

2，750．3m2

　空気源装置

　本総合実験室の元締となる部分で，圧力15気圧の大形球形貯気槽，圧力200気圧の貯気
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槽およびそれぞれの圧縮機部からなっている．

　中圧系統：超音速風洞の一次空気および遷音速風洞・極超音速風洞のエジェクタの空気

源となる．

　圧縮機：気流への油の混入を避けるため3段ねじ圧縮機を使用，1段230kw，2，3段320

kw，空気流量2，740　m3／h，圧力1，2，3段同時通転にて最高17気圧，1段，2，3段およ

び1，2，3段の組合わせにて運転可能．

　乾燥装置：乾燥剤としてシリカゲル使用，出口空気の露点一40℃

　地形貯気槽：直径10m，容積524　m3，常用圧力15気圧，殼体材料2H鋼，出口空気温

度を一定に保つため蓄熱体として内部に約12tonの薄鉄板を層状に配列してある．

　調圧装置：出口部に直径400mmおよび200　mmの2個の油圧式調圧弁を設け，使用流

量に応じてこれを使い分け，後部の整流筒圧力を±1％以内に制御する．また，小流量調圧

装置として出口部に直径5インチおよび3インチの2個の空気式調圧弁を設け使用流量に

応じこれらを使い分け，後部の整流筒圧力を±1以内に制御する．

　高圧系統：極超音速風洞の空気源となる．

　圧縮機：往復圧縮機2台，75kw，56　kw各1台．圧力200気圧．

　貯気槽：容量0．4m2堅型ボンベ10本，総容量4m3，常用圧力200気圧，容積4m3多層

巻貯気槽，常用圧力200気圧．

　自由飛行体発射装置

　自由ピストン駆動方式，発射管内径5～20mmφ，管長750～1500　mm，全長16　m，測定

胴内径500mmφ，測定胴内圧常圧～10”5Torr可変，飛行体最高到達速度3km／sec．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，安部研究室）

　高速バルブ型ショック・チューブ

　自由ピストンを用いた高速バルブの開閉によって衝撃波を発生させる装置，高圧部10気

圧，低圧部長5m，測定部50　mmφ．　　　　　　　　　　　　　　（小口，安部研究室）

　フェベトロン706

　光学的観測用の瞬間光源，12ジュール，発光時間3nsec．ターゲット可変による発光波

長可変．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，安部研究室）

　24cm×12　cm吸込み式高速風洞

　測定部は24cm×12　cmの短形断面，1。6m変圧風洞を低圧槽として使用する吸込み型，

流量調節及びノズルを使用することにより低亜音速よりマッハ数3までの気流が得られ

る．模型の表面圧力測定及び流れ場の光学観測用．　　　　　　　　（小口，辛島研究室）

　30cm×30　cm誘導式遷音速風洞

　測定部30cm×30　cmの正方形断面，最高マッハ数1．0（模型なし），側壁型（抵抗線歪

計天秤及び棒状抵抗線歪計天秤を備えている．いずれも3分力測定用，亜音速から遷音速

に至る飛行体模型に働く空気力の測定を行なう．　　　　　　（小口，大島，辛島研究室）
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　超音速風洞

　測定部は40cm×40　cmの正方形断面，大型球形貯気槽を空気源とする吹出し型，マッハ

数は2，3，4の3種でノズル交換式，持続時間約100秒，流れ場の光学観測，圧力測定並

びに天秤による6分力測定に使用．　　　　　　　　　　　　（小口，大島，辛島研究室）

極超音速風洞

　測定部は20φcmの円形断面，大型球形貯気槽をエジェクター空気源に，200気圧4cm3

の高圧貯気槽を空気源とするfree　jet型，淀点圧力50気圧，淀点温度520°C，マッハ数は

7，8の2種でノズル交換式，流れ場の光学観測，圧力分布測定，並びに天秤による6分力

測定に使用，なお気流温度が高いため熱伝達に関する実験も可能．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，大島，辛島研究室）

　8cm×15　cm吹出し式超音速風洞

　測定部は8cm×15　cmの短形断面，大型球形貯気槽を空気源とし，持続時間は20分，マ

ッハ数2，3の2種でノズル交換式，淀点圧力8気圧，圧力測定，流れ場の光学観測，衝撃

波粘性層干渉測定に使用．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　アブレーション風洞

　測定部は直径60φmmの円形断面，自由噴流型，マッハ数5．74，淀点最高温度120（）’C，

付属の空気加熱炉はシリコニット発熱体による直熱式，使用電力93kw，炉内温度1500℃，

アブレーションを伴う流れの空気力学的諸物理学やアブレーション率の測定に使用．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　成層流路

　幅10cm，深さ40　cm，長さ6mの水路であって，上部と下部の温度差35℃，流速22　cm／

sの流れを作ることが出来る．成層流中の波動伝播の実験に用いられる．　（大島研究室）

　1．8mWスペース・チェンバー

　直径1．8m長さ2．4mの模置同筒型で，内部に液体窒素冷却のシュラウドを備え，また

ソーラー・シミュレーターで照射も出来る．衛星およびその部分の熱真空環境試験に用い

られる．またクライオパネルを附加して，モル・シンクとして作動させ，真空中に噴射さ

れたロケット・プルームの相似試験を行う．　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

相模原キャンパス飛翔体環境試験棟

　科学衛星磁気試験装置

　人工衛星及びそのコンポーネントの磁気モーメントを測定ならびに調整することを目的

とする試験装置で次の機能を有する：

　（1）合成磁気モーメント（永久成分，誘起成分）の測定（被試験体寸法1．5mφ×1．23　mh

以下，被試験体重量300kg以下，検出感度0．05　A・m2，測定磁気モーメント値の±50　A・

m2）
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（2）消磁試験（最大消磁界強度500ersted　DC）

（3）弱～強磁界中での人工衛星の各種試験（磁界強度範囲0．01～500ersted）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　二次元回転磁界発生装置

　地磁気の水平成分を大略打ち消した上で，水平面内で回転速度10～1000rpm，大きさ

0～50restedの回転磁界を発生できる．この範囲の直流磁界を発生することも可．有効範囲

は約1mφ直径の球の内部，人工衛星の磁気姿勢制御系の機能動作試験等に用いられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　微小トルク測定装置

　人工衛星等の被測定物を十字バネで保持し，発生する微小トルクにより生じる回転をオ

ートコリメータにて計測する方法である．トルク測定範囲は50～5000dyne－cm，被測定物

重量は120kg以下．慣性能率の測定にも使用可能．　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　直流B－H曲線測定装置

　磁性材料のB－H曲線を自動的に測定表示できる．硬磁性材料のB－H曲線をも測定でき

るように最大15，000gauss（磁界均一範囲約1000　gaussでは2．8cmφ×5．Ocm　l）の磁束

密度を発生できる磁化器をもそなえている．　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　動釣合試験装置

　衛星および衛星打ち上げ内機体の動釣合試験を目的とした，たて型動釣合試験装置で主

軸に静圧軸受を使用して測定精度の向上がはかられている．試験体は重量，2000kg，直径

1600mmまで可能である．試験回転数は試験体の重心位置により50～350　r．p．mの範囲で

可変できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　衝撃試験装置

　ロケットおよび衛星の衝撃試験を目的とした，落下衝撃式試験装置で合成ゴムパットを

4個使用している．試験は最大重量500kgとして50　G（半正弦波）まで可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　慣性モーメント測定装置

　衛星の慣性モーメントを測定する装置で，カールシエンク製M－50型である．容量は2

ton．mで直径1400　mmとして高さ2000　mm，重量800　kgまで試験できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　科学衛星搭載機器管制試験装置

　温度，振動，衝撃，熱真空など各種の環境条件のもとで科学衛星搭載機器の動作試験を

行うためのもので，電源管制盤コマンド制御盤，チェックアウト盤受信復調記録装置

などよりなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）
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　ポッティング用チェンバー

　本装置はロケット，衛星搭載用高圧機器の真空中でのポッティング，コンフォーマルコ

ーティングを目的とした真空槽である．真空槽は810mmφ×750　mmHで，槽内には外部

からの操作によるX－Y方向への移動が可能なテーブル，ポッティング材の脱泡，撹搾を行

う上下，回転可能な翻式撹購2式，資料及び90㎜φ～120㎜φのピーかを保持す
ることの出来る耐真空用トング銃2式をもち，更にヒーター導入端子，熱電対導入端子，

高周波用導入端子などもそなえている．到達真空度は1x10－3Torr以下，油回転ポンプの

排気速度は9501／minである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　動作信頼性試験装置

　本装置は蓄電池，太陽電池，その他各種部品の真空中における温度試験ならびに動作信

頼性試験を行うためのもので，シュラウド内を10－5Torr以下の真空度で一40℃～＋100℃

の任意の温度に設定することが可能である．また真空槽内に可動テーブルが設けられてお

り，これより赤外線水平線検出器のシミュレーション実験も行われている．　（林研究室）

　科学衛星姿勢センサ系試験装置

　水平線検出器・太陽センサ・地磁気センサを科学衛星搭載状態のままで動作試験するた

めの装置で，3rpm～3　rps可変の精密回転台と，この周辺に配置された地平線シミュレー

タ（温度制御された黒色の板）や擬似太陽光源（クセノンランプ）などから構成されてい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　スター光シミュレータ装置

　本装置は，ライトガイドとピンホールを使用してスターチャート上に星野を作成し，人

工衛星などの姿勢制御に使用されるスターセンサの限界等級検出能力，二重量に対する誤

認の有無，光学系のアライメントなどの各種試験に使用できる．

　送信像は一2～＋6等級（1等級毎に可変，±0．5等級の等級精度，等級偏差±20％，等級

安定度±10％，色温度約3，000°K，約6，000°K），ピンホール数は一般星用20個，ダブルス

ター用1組，送信レンプ（Apo　NIKKOR）は有効径127　mm，焦点距離1，780　mm，明る

さF／14である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　姿勢センサ試験用駆動回転装置

　スターセンサ，太陽センサ，水平線センサ等の衛星及びロケット搭載用姿勢センサの性

能確認ならびに飛翔前試験を行うための2軸回転装置であって，一定角度のニューテーシ

ョン運動も併せて模擬発生できるようになっている．

　回転速度（Ψ，φ）：0．1～2．OPPM

　ニューテーション角度（θ）：5°以内

　スリップリング：10接点

　搭載重量：20kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

高精度日周運動追尾装置

本装置は太陽・星等を対象とする姿勢センサの試験および動作チェック等を目的とした
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高精度日周運動追尾装置である：

　架台部

　型　　　　式：全周運動微粗動

　精　　　　度：周期運動±3．5秒角

　追尾誤差：0．93秒角／1時間

　被測定物重量：約30kg

　本体重量：約15kg
　ディジタル表示部

　マイクロコンピュータ処理による赤径，赤緯の表示 （二宮研究室）

　角運動量制御系機能試験装置

　本装置はバイアス角運動姿勢安定化衛星のピッチ軸まわりの姿勢制御系を開発および試

験するための装置で，姿勢制御エレクトロニクス，モーメンタムホイール，ジャイロスコ

ープ，およびサーボテーブルそれぞれとのインタフェース部，中央処理装置部，およびデ

ータ蓄積・表示部から構成される．モーメンタムホイールの動特性測定，ジャイロバッケ

ージの動作特性測定，および上記姿勢制御系の機能および性能試験を行なうことができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　姿勢制御精密試験装置（球形空気軸受型）

　摩擦力などの外乱ができるだけ小さい状態でロケットあるいは人工衛星の姿勢制御系の

試験を行なうことを目的とする試験装置で，被試験体を直径250mmの空気ベアリング上

にとりつけ，前後左右は±30°，鉛直軸まわりは制限なく自由に回転できる．被試験体には

テレメータ装置（30項目），コマンド装置（10項目）を付属させており，また被試験体の

姿勢計測装置がそなわっている．種々の姿勢制御系の応答特性などを測定することができ

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　三軸モーションシミュレータ装置

　人工衛星，ロケットなど宇宙飛翔物体の姿勢検出系および姿勢制御系の地上試験を高精

度で行なうことを目的とする．インナ軸，ミドル軸，アウタ軸の3軸回りに回転可能なジ

ンバルを有し，被試験体に，任意の姿勢を与えることが可能である．姿勢ダイナミクスは，

ミニコン（MS－140）を用いてリアルタイムで解き，その結果に基づき，コントローラを介

して，上記ジンバルを駆動する．従って，ソフトウェアの改修により，広い範囲の飛翔体

の姿勢ダイナミクスに対応可能である．主な性能は，以下の通りである．

　姿勢分解能：各軸とも，10－4deg

　最大回転範囲：各軸とも無制限

　最大回転レート：インナ軸1000°／s，ミドル軸700°／s，アウタ軸400°Ks

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮・中谷研究室）

振動試験装置

1．加振力3ton，動電型，振動数5～2000　Hz， 自動掃引式
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2．加振力8ton，動電型，振動数5～2000　Hz，自動掃引式

3．加振力10ton，油圧型，振動数5～300　Hz，自動掃引式 （小野田研究室）

　振動・衝撃制御装置及び計測データ処理装置

　ミニコンU－300（パナファコム製）を二台使用して，ランダム振動・衝撃試験の制御及

びデータ集録を行う．またアナログ信号をA／Dとしてミニコンでデータ処理ができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　大型恒温室

　人工衛星や各搭載機器の温度試験を行うためのもので，その主要諸元は以下のとおりで

ある．

－
⊥
9
自
り
0
4
5
ρ
0
7

温度範囲

温度制御精度

温度分布

温度下降時間

温度上昇時間

温度制御方式

試験室内形寸法

一40°C～±80°C

±1℃以内

±2℃以内

RT→－40℃約60分

RT→＋80℃約60分
強制通風熱交換式（RID制御）

W3000×H　2600×D3400／m

　除湿には，冷凍機による通常の方法以外に，大型スペースチェンバー附属の液体窒素タ

ンクより気化器を通して窒素ガスを導入することも可能である．なお，この場合の保安を

目的として酸素濃度監視装置を備えている．　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　横型スペースチェンバ

　人工衛星サブシステムおよび宇宙用機器の熱真空環境テストを目的とするもので，主要

諸元は以下のとおりである．

　真空系：容器寸法2．4mφ×4．2mL，36”油拡散ポンプ，10　HPブースポンプおよび2

Hp回転ポンプ使用，真空度3×10－7Torr．

　冷却系：シュラウド寸法2mφ×4mL，液体窒素冷却，液体窒素は縦形スペースチェン

バの液体窒素冷却装置より供給される．　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　宇宙環境試験装置（縦形スペースチェンバ）

　人工衛星および宇宙用機器の熱真空環境試験を目的とするもので，ターボモレキュラポ

ンプおよびクライオポンプの採用により，油汚染のない高真空が得られる．

　容器寸法，4mφ×6．8mH，有効空間3．5mφ×5mH，到達真空度1×108Torr，以下／

8時間以内，低圧液体窒素貯槽150001LN2，中圧液体窒素貯槽85001LN2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林・大島研究室）

相模原キャンパス構造機能試験棟

大型スピンテーブル

　ミューロケットの頭部の開頭，各段の切離し試験など大型ロケットの機能試験をスピン
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中に行うことを目的としたもので0．3～7Hzのスピン運動に，傾斜角0～15°で0～1　Hzの

プリセッション運動を重量させた試験ができる．テーブル上には分力測定用ロードセルを

装着した試験時の反力の測定ができる．試験体は重量800kgで直径1．Om，重量400　kgで

直径1．6mのものまで試験ができる．

　付属装置として試験体切離し時のつり上げ装置がある．　　　　　　　（小野田研究室）

　ロケット構造試験用テストスタンド

　M－3SII型級ロケット構造，機能部分の総合試験を主目的として，水平（長さ12m，幅

6m），垂直（高さ8m，幅5m）のL型定盤，油圧ジャッキ，2系統同時駆動の油圧負荷制

御装置，高速度ひずみ・たわみ計測装置（計測点数600点）等で構成され，軸力200ton，

曲げモーメント200ton－mまでの試験が可能である．またこれらの操作およびデータ処理

は小型電子計算機S－3300を使用して行う．　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　ロケット切離し装置

　本装置はロケット各段の切離し試験において上段側を吊上げるために使用するもので，

構造機能試験棟の天井走行クレーン（5ton）に設置されている．駆動源は油圧モータを使

用し，最大吊上げ能力は1．5ton，吊上げ速度は2m／sである．スピンを伴なう試験は大型

スピンテーブルと併用して行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　科学衛星試験用振動試験システム

　衛星およびロケット計装部とそのコンポーネントの振動・衝撃試験を行う．加振力14ton

の振動発生機を本体とし，垂直および水平の補助振動台を備える．操作はデジタル制御に

より正弦波，ランダム波振動試験のほか衝撃試験も可能である．主要性能は以下の通りで

ある．

○振動数範囲

○最大加振力

○最大変位

○最大速度

○最大加速度

○最大搭載能力

○加振制御

5～2000Hz
14ton

50mm（P－P）

150mm／sec

振動発生機単体100G

補助振動台上600kg負荷で12　G

補助振動台上1000kg

正弦波・ランダム波・衝撃波

（小野田研究室）

放射性同位元素実験室（54号館）

　ラジオアイソトープは最近各種の研究に広く利用されるようになったが，その取扱いは

法律によって厳重に規制されていて，各研究室で随時使用することはできない．この実験

室は，所内でアイソトープを利用する実験を行うための共通施設として設置されています．

　54号館地階，総面積126cm2：管理室，汚染検査室，測定室，作業室，暗室，貯蔵室，機

械室，廃液稀釈槽より成る．　　　　　　　　　　　　　　　　（槙野・松岡研究室）
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実験設備

　フード，グローブボックス，ガイガーカウンター，シンチレーションカウンター，GMサ

ーベイメーター，シンチレーションサーベイメータ，電離箱サーベイメータ，液体シンチ

レーションスペクトロメータ（堀場製作所LS－551型），排水モニター．

大型計算機室（45号館）

　当所には大型計算機FACOM　M－200が稼動中である．M－200は主メモリ8MB，外部メ

モリ4800MB，磁気テープ装置8台，カードリーダ3台，ラインプリンタ4台等とターミ

ナルは約60台が接続されています．

　当計算機の業務は科学衛星のデータ処理，解析，飛しょう体開発，軌道・姿勢計算等の

応用計算と宇宙理学・工学に関する基礎的学問の研究のための計算も行われ，将来の宇宙

開発の基本となる理論計算も行われている．

　計算機の利用は電子計算機運営委員会によって定められた利用規則に従って，研究者自

身のセルフサービスにより行われている．　　　　　　　　　　　　　　　（計算機室）
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6．附属研究施設

　a．鹿児島宇宙空間観測所（Kagoshima　Space　Center）

　観測ロケットおよび衛星打上げとその追跡データ取得のため実験場で，昭和37年2月に

開設された．

　観測所は鹿児島の東南岸，内之浦町の太平洋に面した長坪地区にあり，丘稜地を切り開

いて造成された数個の台地で構成されている．S型及びK型ロケット打上げのためのK・

Sセンタと，ラムダ型及びミュー型打上げのためのミューセンタの二つの発射場をもち，ま

た発射管制のためのコントロールセンタ，観測デー一一タ受信記録のためのテレメータセンタ，

ロケットを追跡し飛しょう径路を測定するレーダセンタ，搭載機器の組立調整を行う各種

センタのほか，衛星の整備調整のためのクリーンルームを備えた衛星整備センタ，衛星の

追跡データ取得のための衛星追跡センタ，衛星テレメータセンタ，衛星光学追跡センタな

ど，各種の施設，設備がおかれている．昭和60年度末で，敷地総面積約72ha，建物数68，

棟建屋総面積13，920m2，発射したロケットの総機数291機となっている．

　ラムダロケット用ランチャ

　ラムダロケットのつり下げ発射用でブーム長さ21m，重量125　ton，発射点固定式で旋

回，ブーム傭仰などの諸操作は油圧式である．又所要発射角で自動停止するようになって

いる．

カッパロケット用ランチャ

カッパ9Mと10型用ランチャで，ディゼルエンジン動力源とした自走式である．ブーム

長さ12m，全重量約20　ton，1府仰角0～90°

　操作は全て油圧，電動機により行われる．

旋回角±15°の範囲まで可能である．

　S－520型ランチャ

　S－520型ロケットの打上げ用で，ディゼルエンジンを動力源とした自走式のランチャで

ある．ブーム長さ9．8m，全重量約22　ton，傭仰角0～85°，旋回角±15°である．操作は全

て油圧，電動機により行われる．

　中型ランチャ

　直径110mm以上300　mmまでの中型ロケット発射用で，ブームの長さ9m，油圧駆動方

式である．走行は電動である．

　KS用発射管制装置

　発射管制中央司令卓，タイマ・点火系管制盤，搭載機器管制盤などよりなり作業班間の

連係を保ちつつロケットの発射を安全確実に行なうための司令，応答，操作系統を構成す

る．ロケットセンタにはこれらコントロールセンタ内の装置と連係して発射地上系の管制

装置が備えられている．

標準時刻発生装置
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　JIY標準電波およびロランC電波により較正できる±1×10’n／月のルビジューム発振

器を用いている．これから作られた標準時刻信号は変調分配及び伝送装置により所要の機

器に供給される．

　飛行安全監視計算機システム

　ロケット飛しょう中の状況を監視し，必要な措置を迅速に行うために開発されたシステ

ムである．テレメータ，レーダテレメータ，光学データを取得処理しその飛しょう状況を

最も的確に判断できるような型式で2台のグラフィックディスプレイに表示する．更にバ

ックアップ系としてRS－INS装置を開発した．

　自動追尾レーダ装置

直径4mのパラボラ・アンテナによりロケットをランチャー上より自動的に追尾し，飛

しょう径路・高度を受信記録する．周波数は1．6GHz帯．送信出力は500　kwである．

　ロケット追尾用Lバンドレーダ装置（3．6mφレーダ装置）

　本装置は，3．6mφパラボラアンテナに5ホーンフロントフィードの3チャンネルモノ

パルス方式の自動追尾レーダである．使用周波数，送信方式は前項，自動追尾レーダ装置

とほぼ同じである．測角精度0．05°rms，測距精度10　rmsである．

　本レーダのデータ処理としてPFU－1500が接続され，　GD表示，その他リアルタイムで処

理されている．

　ミューロケット司令制御用精密レーダ装置

　ミュー型ロケットの飛しょう径路の精密標定と誘導制御のため司令を送信しうるレーダ

で周波数5．6GHz帯，送信出力1MWである．主アンテナの直径4mφ，別に初期捕捉用

として直径80cmφアンテナ系を有する捕捉レーダと，光学追跡装置より構成されている．

又データ処理用ミニコンをへて，大型計算機と接続されてオンライン軌道計算を行なって

いる．

　ACOSシステム700電子計算機

　精密レーダ，4mφレーダ，3．6mφレーダ等のレーダデータ処理および，テレメータデ

ータ処理用としての大型電子計算機であり，追跡サブシステム，保守サブシステム，誘導

サブシステム，飛しょう表示サブシステムの4サブシステムからなる．又ロケット実験時

におけるオンライン処理以外に，バッチ処理計算センターとしてもサービスを行える．

　テレメータ受信用高利得空中線装置

　この空中線装置は，ロケットよりのテレメータ電波（300MHz帯）を受けて，これを受

信装置に供給するものである．その構成は導波器に円板を用いた16素子のアレイよりな

り，利得22dBを有し，到来波の偏波方向により，偏波面を切りかえて用いられるととも

に，逆の偏波面出力を有し，ダイバーシティ受信を可能にしている．

　テレメータ受信空中線
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　本装置はテレメータ用受信空中線（300MHz帯）で，アンテナ素子，分波器，アンテナ

架台，およびアンテナ制御装置より構成されている．利得は15dB以上を有し，テレメー

タセンタ屋上に2台設置されている．

　テレメータ受信記録装置

　300MHz帯FM－PM方式2系統ならびにFM／PCM－PM方式の計3系統が設置され
ている．高利得空中線装置によりロケットからの電波信号を受信記録する．

　SS－FMテレメータ受信記録装置

　主にミュー型などの大型ロケットから送られる振動特性などのような広帯域の信号を受

信するために用いられデータチャネル8を有している．

　高速度データ受信記録装置

　大型ロケットにおける大量のデータを受信・復調記録するもので，方式PCM－PSK，ビ

ット周波数102．4kb／s，8ビット／語のデータ62と，16ビットの同期語でフレームを形成

する．1／4のサブコミュテーション，2，4，8倍のスーパーコミュテーションが可能で，最

大72チャネルまでの伝送，記録ができる．

テレメータデータ処理装置

　テレメータデータ処理の目的で，ミニコンピュータPFU－1500システムが用いられてい

る．各テレメータ受信記録装置からのデータ取込み（FMデータ15　CH，ハイブリッドテ

レメータPCM部，　PCMデータ）が可能である．さらに姿勢制御関係のデータ表示，テレ

メータ受信入力レベル表示のQL機能を有している．

　コマンド送信装置

450MHzlKWの出力で，大型多段ロケットにおける点火指令ならびに異状飛しょうの

際の保安を目的とした点火の停止，あるいは推力停止などに用いる．

　18mφパラボラ空中線装置

　現在，主として人工衛星の追跡用として使用している．衛星からの400WHz帯ビーコン

信号を受信追尾し，高精度角度データの取得を行うと同時に，テレメータ信号を受信して

衛星テレメータ受信機へ送っている．

　400MHzトラッキング受信装置

　この装置は主として人工衛星よりのテレメータ信号または，ビーコン波（400～402

MHz）を受けて自動追尾を行い，衛星の方位，仰角を知って軌道算出データとして用いる

とともに，ドップラ周波数検出装置に信号を送る機能を有する．その角度追尾精度は0．1度

である．

136MHzトラッキング受信装置

衛星の136MHz電波の捕捉を目的とするもので，交又ダイポール素子の空中線は電波
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到来方向に自動追尾し，角度データを取得すると共に，追尾信号を18mφ空中線装置に供

給する．

　ドップラ追跡受信装置

　136MHz用および400　MHz用の2系統があり，衛星の運動に伴うドップラ周波数の精

密測定を最高2秒に1回まで行う．これは衛星軌道標定のデータとして用いられる．

　S／400MHz帯ダイバシティ受信装置

　本装置は衛星からのS帯（2270～2290MHz）あるいは400　MHz帯の水平一垂直（直線偏

波時）又は，右旋一左旋（円偏波時）を組とする受信波を中間周波数段階において最適比合

成し，主搬送変調信号を検波し，べ一スバンド復調用信号として送出する機能を有するも

のである．

　科学衛星データ受信・復調装置

　科学衛星の送信するテレメータ信号を受信，復調および記録するための装置である．400

MHz帯，およびS帯の2系統の受信装置は，いずれもダイバシティ方式になっており，そ

れぞれリアルタイム，およびストアドデータのテレメータ信号の受信復調，記録を行いう
る．

　科学衛星コマンド送信装置

　コマンド符号発生装置と送信装置よりなり，15ビットの循環PN符号によるコマンド符

号を送信する．送信周波数148MHz，出力1kw（最大）である．

　10mφパラボラ空中線装置

　18mφパラボラ空中線装置線と同様に，主として人工衛星追跡に使用している．本装置

は400MHz帯およびS帯ビーコン電波の偏波面追尾並びにS帯コマンド送信が可能であ
る．

　プログラムタイマ運用装置

　本装置はプログラムタイマ関係のコマンドをマニュアル／オートの2種類のモードでコ

マンド系装置に送出，テレメータ系装置からプログラムタイマーのアンサーバックデータ

を受け，プログラムタイマの動作モード，CHECKモード時のディレイコマンドデータの

照合，判定した結果，READモード時のディレイコマンド実行状態をCRTディスプレイ，

TTYに表示記録する．

　科学衛星中央司令卓

　科学衛星の追跡，データ取得に必要な機器の動作を統一的に管理し運用の管制を行うと

ともに，所要の無線コマンド信号の送出を実施するもので，衛星観測に際しての中枢的役

割を果たすものである．

　科学衛星光学追跡装置
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　科学衛星の軌道精密測定を目的とするもので，主体は口径50cm，焦点距ee　75　cmのシ

ュミット望遠鏡である．架台は4軸方式で，固定法および追尾法の2方法で撮影を行う．

カメラは70mm×1，200　ftのフィルムを用い，画角は4．2°×14°である．数値制御装置が附

属，衛星軌道に合せて軸の運動を制御するようになっている．

　姿勢制御系調整試験装置

　スピンテーブル型およびSFAP型姿勢基準部に対応してそれぞれ設置されている．ロケ

ット組込前における単体試験，他搭載機器との間のかみ合せ試験に使用し，ロケット搭載

前の最終単体試験調整を行う．一部は管制装置のモジュール予備機として使用可能として

ある．

　科学衛星搭載機器管制試験装置

　科学衛星の環境試験，あるいは発射試験に際し，ケーブルあるいは電波を介した指令に

よって各搭載機器の電源や較正信号の開閉を行い，さらに衛星からのアンサーバックによ

りその動作状態を表示するもので，コマンド試験系と管制系より成る．

　コマンド試験系は15ビットのPNコードを基本としており，225項目の制御が可能であ

る．変調方式はPSK－AMで搬送周波数は148　MHzである．

　管制系では20項目の衛星搭載機i器の電源を制御するほかに前記225項目のコマンド状

況の表示機能もそなえている．

　SJエンジン整備装置

　Mロケット第2段には，M－3　S　2号機以降ヒドラジンを燃料とするサイドジェット（SJ）

装置が搭載され，第2段の推力飛行中はロール制御を，その燃料終了の慣性飛行中は3軸

制御を行う．このヒドラジンエンジンのロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的

とする装置である．

　TVC装置整備装置

　Mロケットの第1段，第2段には推力飛行中ピッチ・ヨー方向の姿勢を制御し飛行軌道

を制御するための2次流体噴射推力方向制御（TVC）装置が搭載されている．これらの装

置のロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的とする装置である．

　ヒトラジン供給装置

　整備搭内ランチャLのロケットのSJ装置に燃料のヒトラジンを供給する装置で，　M管

制室より遠隔操作される．

　SJ・TVC注気注液装置

　整備搭内ランチャヒのロケットのSJ，　TVC装置に，高圧窒素ガス発生装置から供給され

る高圧窒素を分配供給することを目的とする装置で，M管制室より遠隔操作される．あわ

せて，専用の供給台車から供給されるTVC用2次流体（フレオン）および作動油を機体に

圧送する機能を持つ．
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　高圧窒素ガス発生装置

　ミューおよびラムダロケットの姿勢制御装置に必要な窒素ガスを製造，供給するための

設備で，液化窒素貯槽（内容積29001），高圧液化窒素ポンプ（吐出量120Nm3／H），蒸

発器，気蓄器（内容積9001，使用圧力250kg／cm2），操作盤からなる．

　保安監視用テレメータ表示装置

　ロケットの加速度やスピンなど，飛しょう状況が正常か否か判断しうるテレメータデー

タをえがき出し，異常の際のコマンドのための資料を与える．

　風向風速レーダ装置

　気球に吊したコーナリフレクタを自動追跡する9GHzのレーダで，直距離および角度デ

ータから自動的に高度15kmまでの風向風速の分布を算出してグラフとしてえがく．

　風向風速塔

　ラムダおよびミュー台地に設置され，高さはそれぞれ50m，80mの塔で地表付近の風向

風速の高度分布をラムダにおいて3層，ミューにおいては5層にわたって測定する．

　発射角修正量計算装置

　風向風速塔および風向風速レーダで観測した風のデータよりロケット発射角におよぼす

影響を算出，発射角の修正量を決める．

気象衛星画像受信装置

気象衛星ひまわりの画像を受信し打上準備作業中の局地気象予報に役立てる．

　雷検知予報装置

　ロケット発射作業時の安全性確保の一環として設置されたもので，半径50km程度の雷

発生点を求める．宮原及び気象台地に設置された雷電波の到来方位測定機による方位情報

をリアルタイムで処理し，雷発生地点を求めている．雷雲の位置，移動方向等予測するた

めに使用されている．

　電波視準装置

　18mφアンテナ，10mφアンテナ，精密レーダ，2mφおよび4mφレーダの視準その

他の調整のため，国見山ほか3か所に視準塔が設けられ，所要の信号発生器およびアンテ

ナが設置されている．

追跡データ伝送装置

宇宙開発事業団軌道計算センタと鹿児島宇宙空間観測所とを結び，衛星軌道データをセ

ンタから受信，または追跡データをセンタに伝送する．

　マリン・レーダ装置

　保安の目的で実験場沖海面の船舶を捜索表示する．
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無線連絡設備

SSB　50　Watt固定局，　SSB　10　Watt移動局，海岸局．

ファクシミル装置

天気図の無線模写電送を受信記録する．

1TV装置

作業状況，ロケット発射状況を見る．K，　L用として3台，　M用に7台用いている．

　発射司令専用電話装置

　ラムダ系30回線，ミュー系90回線．

　光学観測装置

　5箇所の観測室に各種の観測装置が配置されている．おもなものを列挙すると

◎サーボ駆動追跡装置（1式）：動作速度60°／sec，精度20”で35　mmH・S計測カメラ

（10～200f／sec）および各種ITVカメラに超望遠レンズを付け，手動，プログラム駆動が

可能．

◎手動追跡装置（2式）：精度60”で35mmH・S計測カメラ，目盛記録用16　mmカメラを

連動させ手動追跡する装置．付加設備にR・S用データ出力装置を1式もつ．

　16mm各種H・Sカメラには以下がある．

・プリズム式H・Sカメラ16HS（500～5，000　f／s）

　　　　　　　　　　　　STALEXWS・2（250～3，000　f／s）

・かき下し式H・SカメラPHOTOSONICS　I　PL型（10～500　f／s）

　　　　　　　　　　　　Locam　M・51（10～500　f／s）

　ペリスコープ

　ミュー管制室およびチェックアクト室の天井に設置，発射時の監視を行う．観測範囲20

mより無限大，旋回360°，附仰一10°75°，倍率1．5倍，10倍，視界1．5倍にて40°，10倍に

て5．5°ひとみ径5mm．

　門型クレーン

　Mセンタには，ミュー型ロケットの組立，運搬用として，40TONクレーンと，全天候型の

30T°Nクレーンの2種類がある．主に40T°Nクレーンは，　M組立室内でロケットの組立に使

用する．30T°Nクレーンは，頭胴部等の組立と整備塔までロケットの運搬作業に使用してい

る．

主な仕様は　30T°Nクレーン：揚程12　m，走行速度1～25　mm／min，巻上機15T°N×2台

　　　　　　40T°Nクレーン：揚程7m，走行速度1～7．5m／min，巻上機10T°N×4台

60cm反射望遠鏡

主としてX線星など特異な星の光学的観測を光電観測および写真観測によって行うこ

とを目的とする口径60cm反射望遠鏡を迅速かつ正確に目的の天体に指向し，日周運動に
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従って追尾するためのものである．

　宇宙科学資料センタ

　ロケット，人工衛星，宇宙観測器，実験場設備などの実物，模型あるいは写真を展示し，

広く一般民間の方々に宇宙探究の理解を深めてもらう目的で建設されたものである．

　KSロケット用天蓋開閉式発射保護装置

　本装置は鉄筋コンクリート造りで，躯体両脇の作業準備室とからなり，高さ16．6m，長

さ17m，幅17mで，小型および中型観測ロケットの打上げを目的としたものである．な

お本装置の天蓋開口部とランチャとの対応角は，傭仰70°～85°，旋回130°～160°の範囲で発

射が可能となっている．

　ミュー型ロケット発射装置

　本装置は旧発射装置の老巧化，機体の大型化に伴い昭和56年4月に着工し，昭和57年

8月完成した．また，59年度にはM－3SII型用に一部換装された．

　整備塔は，固定式で，高さ43m，幅14．5m，奥行13　m，総重量約800　tonの鉄筋枠組ト

ラス構造方式で，風速70m／sに耐えるように設計されている．2階から10階にロケットの

組立および点検調整作業に必要な固定床および可動床が設けられ，またロケット搬入のた

め吊込み扉，ランチャの出入扉，さらに11階には20ton天井走行クレーンが設置されてい

る．

　ランチャは吊下げ傾斜発射ガイドレール方式でブーム，台車，火烙偏向板等で構成され

ている．整備塔内にはランチャブーム系を格納できる構造になっている．発射角度範囲は

傭仰角90°～65°，旋回角N＋85°～N＋180°である．

　M用発射管制装置

　ミューセンタの地下室内に設置され，中央司令卓，タイマ点火系，ランチャ，搭載機器，

制御系，衛星系の各管制盤と電源盤よりなる．

台　車　類

1．M－23整備台車

長さ11m，幅2．5m，油圧モータ走行．

Mの第2段モーターの整備，運搬用．

2．SB台車（2台）

長さ9．4m，幅2m，ディーゼル自走車，自重4．5t．

SBモーターの整備，運搬用．

3．尾翼・尾翼筒整備台車

全長5．1m，幅2．4m，電気駆動（200　V），自重4．8t

尾翼・尾翼筒整備．
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　誘導制御管制装置

　スピンフリー解析プラットフォーム（SFAP）型姿勢基準部を使用した搭載誘導制御装置

の発射管制に使用する．本搭載装置ではピッチ，ヨー姿勢角を搭載計算機出力として得て

居り，ディジタル化されている．本管制装置はSFAP型誘導制御装置の起動，停止，機能

確認など発射前操作を手落ちなく行うために，32kバイトの記憶容量を持つミニコンピュ

ータを介入させている．これによって操作のブロック化，複雑多岐にわたる監視項目の整

理，ディジタルデータの自動設定検定が順次進められ，操作者はCRTディスプレイ上で集

中監視ができ，負担が軽減された．また，ミニコンピュータソフトウェアの管理運用によ

ってシステムの改良に容易に対応できる．

　姿勢制御系調整試験装置

　スピンテーブル型およびSFAP型姿勢基準部に対応してそれぞれ設置されている．ロケ

ット組込前における単体試験，他搭載機器との間のかみ合せ試験に使用し，ロケット搭載

前の最終単体試験調整を行う．一部は管制装置のモジュール予備機として使用可能として

ある．

　b．能代ロケット実験場（Noshiro　Testing　Center）

　ロケットの地上燃焼試験場として昭和37年度より開設されたもので，秋田県能代市浜浅

内の広漠たる海岸に面し，ミュー型エンジンまでの地上燃焼試験に必要な諸施設設備（テ

スト・スタンド，準備室，第1，第2計測室，高真空燃焼試験装置，器材庫）および10ト

ン級液水エンジンのシステム試験までを実施できる諸設備（液化器，貯槽，テストスタン

ド，ターボポンプ試験設備，極低温実験棟等）を備えている．

　液水エンジンを構成する燃焼室，ターボポンプ，タンク等は器材庫にてエンジンテスト

架台に取付けられた後，レール上を移動してたて型スタンドに組付けられ，実験に応じて

器材の交換可能となっている．固体スタンドも真空槽自体が移動式で，大気圧燃焼実験，

低圧燃焼実験，高真空燃焼実験に使い分けられるように設計されている．

　しかし，昭和58年5月の津波により砂防堤より海側は約1．3mの高さまで冠水し，建

物，設備類に大きな被害を受け整備塔は撤去したが，その他はすべて現在復旧している．

　高真空燃焼試験装置

　完成時には液体酸素一エタノールを組合せたガス発生機より生成する比較的低温の燃焼

ガスをエジェクタに利用し，高真空燃焼試験を行い得るよう計画されている．その第1段

階として450m3の内容積をもつ可動式真空槽，水槽，クレーン，スタンド上屋，機械室等

が設置され，真空槽を背後に後退させた形での735SBの大気圧地上燃焼実験が既に実施

された．また，拡散筒を付加して簡易排気系統を組み，M－3　B－1，　KM－P等の低圧燃焼実

験，固体モータの排気をエジェクターとして供試モータ燃焼終了時まで有効な真空燃焼実

験も実施した．

転倒台車

　Mロケット初段ブースタの各セグメントの検査，組立用に自走式の転倒台車が設けられ

ている．このものは，15トンクレーン2基を有し，セグメントをつり下げたまま自走して
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三角小屋一整備塔間のセグメント移動にも利用されている．

　液水／液酸エンジン燃焼テストスタンド

　推力7～10トン級液水／液酸ロケットエンジンの燃焼試験を行う設備である．試験設備は

既設のTVCループ試験用たて型スタンドの一部を改修して設置した．試験設備は，タンク

ァダプター，推力アダプター，各種ガスの供給および排気系，および計測操作盤から成っ

ている．タンクアダプターは10001の液体水素と4001の液体酸素を60kg／cm2Gまでの

圧力でエンジン燃焼器に供給でき，推力アダプターは，主推力とヨー，ピッチの横方向推

力が計測できる．

　タンクおよび推力アダプターは，システム試験ステージ試験を実施する時には取外し，

代りにシステム試験用タンクアダプターに置換される．

　運転操作は第2計測室に設置した操作盤と監視盤によって遠隔で行われる．またスタン

ド横には計測用のプリアンプ室が設置されている．

　極低温実験棟

　従来ターボポンプ・ガスジュネレータ試験設備は器材庫で整備の上，たて型スタンドに

行くレール上に引出され屋上で実験に供されて来たが，53年度，実験棟が完成したので屋

内でターボポンプ，ガスジュネレータおよび両者の組合せ試験等が行い得るようにした．

中央の管制室をはさみ，ターボポンプ試験室，大型タンク試験室，準備室が隣接しており，

ターボポンプ試験以外に大型タンクの断熱試験，小型コンポーネントの各試験が同棟内で

実施できる．

　7m3液水貯槽

　液水エンジンの試験の進行に伴い，多量の液水を必要とすること，殊に長秒時運転の必

要性等から55年度に容積7m3の貯槽を新設した．従って水素液化装置もこれに見合って

連続運転できるように改修した．

　水素液化施設・設備

　液体水素一液体酸素ロケットエンジンの地上燃焼実験を行う目的で，水素液化器301／hr，

95％以上パラ水素化，液体水素タンク，ヘルウム圧縮器，水素カードル等が一連の隣接す

る建物内に収納され，ほかに液体酸素，液体窒素用タンクも備えられた．現在の所，液体

水素は液体水素タンク（容積7m3）から移送管により，たて型スタンドおよび極低温実験

棟まで送られ，そこで燃焼実験，ターボポンプ試験等が実施できるように計画され，51年

度に完成した．

　ターボポンプ試験設備

　推力7～10トン級液水／液酸ロケットエンジン用のターボポンプを試験する設備である．

この設備は次のような機能を持っている．（1）ポンプ液体である流体水素および液体酸素の

供給および排液，（2）タービン駆動ガスの供給，（3）ベアリング冷却液の供給，（4）ポンプおよ

び配管系のパージ，（5）ポンプのシールガスの供給
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　ガスジェネレータの試験設備

　液水／液酸ターボポンプのタービンを駆動するためのガスジェネレータを試験する設備

である．ターボポンプと組合せ試験が行えるように既設のターボポンプ試験設備に併設し

た．ガスジェネレータには50kg／cm2Gの液体水素および液体酸素を加圧供給でき，7トン

級ターボポンプを約25秒間運転できる．

　本試験設備はターボポンプ試験設備と共に極低温実験棟夕一ボポンプ試験室に設置し，

計測操作盤は第2計測室に設置した．

　中央データ処理装置

　燃焼実験の際の計測データの較正，集録，リアルタイム表示，後処理を一括して行う装

置で第一計測室に設置されている．プリアンプ出力（最大128ch）をエンコーダによりデ

ジタル化し，光ファイバケーブルにより処理装置に集録する．この他16chのアナログ入力

も集録可能である．ハードウェア構成は，FACOM　U－1500を中心に40　MBディスク装置

2台，磁気テープ装置1台，キャラクタディスプレイ装置1台，グラフィックディスプレイ

装置2台，ハードコピー装置1台，入力用タイプライタ，出力用ラインプリンタ各1台の

他データ入力用インターフェイス装置，較正及び遠隔操作用コントロール装置等からなる．

　c．三陸大気球観測所（Sanriku　Balloon　Center）

　科学観測用気球の飛揚実験場である．岩手県の太平洋岸，三陸町にあり，昭和45年11月

に起工，46年7月に開所した．リアス式の海岸を見おろす山間地，標高230mの地点に，

長さ150m，幅30mの飛揚台地が作られ，その一端に延床面積331m2のコントロールセン

タがある．また，コントロールセンタの南西約700m，標高442mの台地に面積121m2の

テレメータセンタが置かれている．コントロールセンタでは放球司令，気球組立，観測器

の組立調整などが行われ，テレメータセンタでは気球の追跡，テレメータ受信，コマンド

送信などが行われる．昭和57年度には放球司令棟の一部増築が行われた．現在，三陸受信

点より数kmの位置にある大発山に3．5mのパラボラをもつ受信点を61年度完成を目途

に建設中である．

　気球用テレメータ受信機復調部および磁気記録器

　気球用FM－FMテレメータ受信機の副搬送波の復調部であり，おもな仕様は次のとおり

である．信号チャネルは2．3KHz，3．OKHz，3．9KHz，5．4KHz，7．35　KHz，10　KHz，

14．5KHz，22．OKHz，直線性±1％，クロストーク40　db，磁気記録器の周波数特性50　Hz

～22KHz．

　気球用PCM復調器

　1680MHzの受信器からのビット・レート16　KBPS・PCMシリアル・データを並列デー

タに変換し出力する．同時にD／A変換しアナログ信号として出力する．

　大気球用自動追尾方向探知機

　気球に搭載されたテレメータまたはゾンデなどからの1．680MHz帯の電波を受信し，

気球の方向に自動追尾してその方位角，高度角を記録し，同時にテレメータ信号を受信す
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る．直径2mのパラボラアンテナ，パラメトリック増幅器，受信および駆動制御装置なら

びにデータ記録装置よりなる．

　大気球測距記録装置

　連続波方式により気球との直距離を求め，アンテナ角度とを用いて気球位置の追跡，計

算，記録を行う．測距装置は，500　Hzおよび5kHzのCW波の往復により，300　kmまで

の距離を300m以内の精度で測定する．

　コマンド送信装置

　72．3MHz，出力25　W，指令項目数は15　ch，2系統で，切離し，バラスト投下，その他

気球搭載機器類のコントロール等の指令を行う．

　大気球チェックアウト盤

　気球飛揚にあたって搭載機器類の総合的チェックアウト，飛揚のための準備作業の確認，

浮力の測定などを行い，あわせて放球のための指令を行う．

時刻管制装置

安定度2×10－8／日の標準時刻発生器を備え，信号分配装置により場内の時計を駆動する

とともに，1MHz，10　kHz，1kHz，10　sec，1sec，1minなどの標準信号を供給する．

　大容量ヘリウムガスコンテナ

　気球注入用ヘリウムを150気圧で貯蔵するコンテナで3基ある．常圧換算で各々730m3

貯蔵できる．

　大気球追跡受信装置

　気球から送信される1680MHz帯の電波による気球の追跡を行い，あわせてテレメータ

の受信も行う．また，コマンド送信装置を併用して測距を行い，データ処理装置により，

航跡の計算，表示等を自動的に行う．装置は，直径2mφのパラボラを持つ自動追尾受信装

置，ディジタル測距装置，ミニコンピュータTACC－1200　M，　X－YプロッタWX　745，デ

ィスク，データ処理入出力装置などからなる．

無停電電源装置

気球観測中の停電に備えるもので，受信センタに設置してある．容量3KVAのサイリス

タインバータ方式の無停電電源と，5KVAのディーゼル発電機からなる．

　B2。。型ランチャ

　B2。o型クラスの気球の飛揚に用いるランチャである．原理はロール圧着方式で，最大浮力

は750kgである．浮力はダブルレバーを介してロードセルにより測定する．

　ランチャ回転テーブル

　気球放球時にランチャの向きを地上風の風向と合わせる回転台である．直径12mφ，電
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動0．3r・p・mで，盤は15トンの荷重に耐えるようになっている．

　大気球移動観測車

　受信，追跡可能範囲を拡大するために製作された．直径L5mφのパラボラを持つ自動追

尾受信装置，コマンド送信装置，測距装置，航跡計算用計算機およびX－Yプロッタ，デー

タ記録装置，自家発電装置等を積載している．車輌総重量は11tである．

　B5。o型ランチャ

　新たに放球する予定のB5。。用ランチャで，浮力1000　kgまで気球の保持，浮力測定，放

球が可能である．既に完成した従来の中型，大型ランチャと機構的には似た形態をもつも

ので，若干の改良を加えたものである．

　気球のとりつけは従来手動式であったが，すべて電動式となっている．

　放球ローラー車

　「立上げ方式」による気球放球を行うにあたって，気球をローラーで押さえ移動しつつ

ガス注入を行う必要がある．ローラー車はこの機能をもつ車で，ローラーの直径50cm，幅

lm，耐浮力1トンの性能をもっている．総重量約7トンである．

　気象衛星画像処理装置（ESDAS）

　気象衛星からの天気図と受信，テープレコーダーに記録再生を行う．大気球実験を行う

際の気象判定の資料として使用する．

　立上げ放球車

　新しい「立上げ放球方式」の観測器を保持する放球車で，総重量約6．5トン，約1トン

の観測器を6．5mの高さに保持することができる．

　d．臼田宇宙空間観測所（Usuda　Deep　Space　Center）

　長野県南佐久郡臼田町大曲国有林第106林班に設置

　（1）大型アンテナ：直径64mパラボラ，

　鏡面修正カセグレン方式，AZ－EL駆動でプログラム追尾とモノパルス自動追尾機構を

もつ．右旋円偏波と左旋円偏波の切換え可能．S波帯の送受信利得約62　dB．アンテナ雑音

温度22K（天頂指向時，　LNA入力端）

　指向精度0．0027°rms，最大駆動角速度0．5°／sec．

　（2）受信設備：受信周波数2．27～2．30GHz

　システム雑音温度30K（LNA単体8K），最小受信可能レベルー174　dBm（PPLBW：

3Hzにおいて），テレメトリ信号復調方式PCM／PSK／PM又はPCM／PM，ビタービ符号
（K＝7，R＝1／2）．

　（3）測距設備，測距：シーケンシャルコード方式，ドプラ計測：2路コヒーレント方式最

大ドプラシフト±30km／s

（4）送信設備：送信周波数：2．11～2．12GHz，最大送信電力：40　kW．コマンド信号変

調方式：PCM／PSK／PM，サブキャリア周波数：100　Hz～16．4KHz．
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　（5）衛星管制系

　MS－1202台による探査機の状態表示，送出コマンドの編集と実行管理および臼田駒場

間のデータ伝送と遠隔操作．

　（6）局運用管制系

　MS－1202台による探査機軌道予報データに基づく局運用計画の立案と地上機器の制御

と監視，および臼田・駒場問のデータ伝送と遠隔操作．

　e．宇宙科学資料解析センター（Space　Data－Analysis　Center）

　宇宙科学資料解析センター（以下，当センターと略記）は，飛翔体による宇宙観測デー

タの解析による研究及びこれと相補的な理論的研究（主として数値実験）を推進すること

を目的としている．これらの研究を，全国の宇宙科学研究者による共同利用研究として効

果的に進めるため，下記の事業を行っている．

　A．宇宙科学データ解析研究の推進

　宇宙における自然現象の理解には，広い分野にわたる多量の観測データの処理が不可欠

である．当センターは，全国共同研究および国際的なデータ交換，収集を通じ，大量デー

タ処理による宇宙科学研究を企画し，推進する．このうち国際的なデータ交換収集事業と

しては，太陽地球系物理学研究の為の国際的なデータセンターとして日本に設置された

WDC－C：Analysis　Center　for　Interdisciplinary　Solar　Terrestial　Activity（国際学術連

合ICSUで昭和44年に認定）の業務を担っている．

　B．数値実験・シミュレーションによる宇宙科学研究の推進

　宇宙科学の総合的，定量的な研究のためには，観測データの処理を通じた研究と並んで，

理論面からの研究が必要である．この場合の理論研究には大型計算機を駆使した大量の計

算処理，数値実験といった手段が不可欠なものとなってきている．当センターでは，全国

共同研究による数値実験・シミュレーションの推進に当っている．

A，Bの目的を遂行するため，当センターでは大型計算機の利用支援を公募によって行っ

ている．その種別は，

　（1）飛翔体観測に基く資料総合解析のための各地域大型電算機利用及び

（2）数値シミュレーションのための宇宙科学研M380利用である．
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7．技術部機器開発課　工作班

　工作班は機械工作関係を受持つ工作第一係と，電気・電子関係を受持つ工作第二係（エ

レクトロニクス・ショップ）に大別される．

　両係共所内各研究系からの要望に応じて研究に必要な実験装置や実験用器具類などの設

計・製作・改造・修理などを行うと共に主として下記の業務を担当している．

　工作第一係

　◎サービス工場として旋盤，フライス盤，カットオフマシンなどを随時使用出来るよう

整備すると共に技術援助を行う．

　◎研究用機器類の設計，試作，改造，修理など種々の相談に応じると共に外注のあっせ

んをする．

　◎工作用工具類や，各種材料類，ボルト，ナット類を数多く常備すると共に各研究室へ

の出庫を行う．

　工作第二係（エレクトロニクス・ショップ）

　◎エレクトロニクス計測室として，シンクロスコープ，ユニバーサルカンウタ，ファン

クションゼネレータ，基準電圧発生器等種々の計測器類の保守，管理を行うと共に各研究

室への貸出しを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器について種々の相談に応じると共にそれらの設計，試作，

修理などを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器に利用度の高い各種半導体（集積回路を含む）類並びに

種々の電子部品，材料類を多数常備すると共に各研究室への出庫を行う．

おもな研究設備

工作第一係

機　　種 メーカー　　型　名 規　　格（能力）

主軸回転数　　　電動機

高速旋盤 大隅　　　　LS　540 35～1，800rpm，5．5kW（最大540　mmφ，835　mm1）

精密高速小型旋盤 江黒　　　　　GL　120 180～2，600rpm，2．2kW（轍240㎜φ，390　mm1）
タレット型フライス盤 牧野　　　　KGP 130～2，200rpm，2．2kW（250　mm（前後）×550　mm（左右））

横フライス盤 井上　　　　1H1 45～1，400rpm，2．2kW（200㎜（前後）x550　mm（左右））

工作第二係（エレクトロニクス・ショップ）

測定器名 メーカー 型　名 規　　格（性能）

標準信号発生器 YHP 8656A 0．1～990MHz，　AM／FM，プログラマブル，　HP－IB．

ファンヲションシンセサイザ WAVETEK 178型 1μHz～50　MHz，50Ω20　VP－P，プログラマブル，　HP－IB．

シンクロスコープ 岩崎通信 SS－6200 DC～200　MHz，1ns／cm，5mV～5　V／cm，二現象．

メモリースコープ

gランジェントメモリ

岩崎通信

綠閭Gレクトロ

MS－510
aM－500T

DC～10　MHz，1μs／cm，5mV～5　V／cm，二現象．

cC～1　MHz，10ビット，1，024ワード，マスタスレーブ方式．

ユニバーサルカウンタ YHP 5328A 0～100MHz，100　ns～1s，1mV～125　V　DC，8桁．

デジタルマルチメータ 武田理研 TR－6655 10μV～1，000V，1mΩ～100　mΩ，1nA～100　mA，5桁．

パルスゼネレータ EHリサーチ 139B 10Hz～50　MHz，パノレス幅10　ns～10　ms，ダブルパルス．
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8．図　書

　国立大学共同利用機関としての発足5年目に伴い，図書資料等研究情報の整備について

は，我が国における宇宙科学の情報資料センター的な役割を果すべく，旧宇宙航空研究所

の宇宙関係蔵書類に加え，宇宙科学並びにこれに関連する分野の図書・雑誌・レポート等

の情報資料の積極的な収集，組織機能の改善を含めその充実に努め，ひろく宇宙科学関係

研究者の利用に供することにしている．なお，昭和61年2月末現在の蔵書数・学術雑誌等

は次のとおりである．

　
書
書
誌
誌
誌

数
　
　
雑
雑
雑

書
洋
和
刊
洋
和

蔵
　
　
新

・
－
　
　
　
　

”
n

94，231冊

　73，753冊

　20，478冊

　1，008種

　379種

　629種

iii外国学術雑誌

　昭和61年2月末日現在継続受入中の外国学術雑誌は下記のとおりである．

　AIAA　Joumal．

　ASCE　J　ournal　of　Structural　Engineering．

　ASM　Translation　Index．

　AT＆ATechnical　Journal．

　Acta　Astronautica．

　Acta　Metallugica．

　Advances　in　Physics．

　Advances　in　Space　Research．

　Aeronautical　Joumal．

　Air＆Cosmos．

　American　Ceramic　Society　Bulletin．

　Annalen　der　Physik．

　Amales　de　Geophysicae．

　Annales　de　Physique．

　Amals　of　N　uclear　Energy．

　Annals　of　Physics．

　Applications　of　Surface　Science．

　Applied　Acoustics．

Applied　Mechanics　Reviews．

　Applied　Optics．

　Applied　Physics．　A

　Applied　Physics．　B

　Applied　Physics　Letters．

　Archaeometry．

　Archiv　fUr　Elektrotechnik．
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Astronautics＆Aeronautics．

Astronomical　Joumal．

Astronomy＆Astrophysics．　A　European　Journal．

Astronomy＆Astrophysics．　A　European　Journal．　SupPlement．

Astrophysical　Journal．

Astrophysical　Journal．　SuPPlement．

Astrophysical　Letters．

Astrophysics．

Astrophysics＆Space　Science．

Atmospheric　Environment．

Atomic　Data＆Nuclear　Data　Tables．

Australian　Journal　of　Physics．

Automatica．

Automatisierungs－Technik．

Automatisierungs－Technische　Parixis．

Aviation　Week＆Space　Technology．

Biochemistry　Abstracts．　Pt．2

Brown　Boveri　Review．

Bulgarian　Journal　of　Physics．

COSPAR　Information　Bulletin．

Canadian　Journal　of　Chemistry．

Canadian　Journal　of　Physics．

Canadian　Metallurgy　Quarterly．

Celestial　Mechanics．

Ceramic　Abstracts．

Chemical　Abstracts．

Chemical　Abstracts．　Author　Index．

Chemical　Abstracts．　Chemical　Substance　Index．

Chemical　Abstracts．　Formula　Index．

Chemical　Abstracts．　General　Subject　Index．

Chemical　Abstracts．　Index　Guide．

Chemical　Abstracts．　Patent　Index．

Chemical　Physics．

Chemical　Physics　Letters．

Chemical　Reviews．

Chemtech．

Classical　and　Quantum　Gravity．

Climate　Change．

Combustion，　Explosion＆Shock　Waves．

Combustion　and　Flame．

Combustion　Science＆Technology．
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　　Comments　on　Astrophysics＆Space　Physics．

　　Computer　Aided　Design．

　　Computer＆Information　Systems　Abstract　Journa1．

　　Computer　Methods　in　Applied　Mechanics＆Engineering．

　　Computer　Physics　Reports．

　　Control　Engineering．

　　Cosmic　Research。

　　Cryogenics．

　　Current　Contents．　Physical＆Chemical　Sciences．

　　DAEDALUS．

　　Earth－Oriented　Applications　of　Space　Technology．

　　Earth＆Planetary　Science　Letters．

　　Earth　Science　Review．

　　Electron　Microscopy　Abstracts．

　　Electronic　Design．

　　Energy　Conversion　and　Management．

Environmental　Science＆Technology．

　　Experimental　Mechanics．

　　FEBS　Letters．

　　Faraday　Discussion　of　Chemical　Society．

　　Fibre　Science＆Technology．

　　Flug　Revue　Flugwelt．

　　Fluid　Dynamics．

　　Forschung　im　Ingeniurewessen．

　　Fuel．

　　Geomagnetism＆Aeronomy．

　　Geophysical　Journal　of　the　Royal　Astronomical　Society．

　　Geophysical　Research　Letters．

　　Heat　Transfer－Soviet　Research．

　　High　Temperature．

　　IBM　Journal　of　Research　and　Development．

　　IBM　System　Journal．

　　ICARUS．　International　Journal　of　the　Solar　Systems．

　　IEE　Proceedings．　A：Physical　Science，　Measurement　and　Instrumentation，　Manage－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ment　and　Education，　Reviews．

　　IEE　Proceedings．　B：Electric　Power　Applications．

　　IEE　Proceedings．　C：Generation，　Transmission　and　Distribution．

　IEE　Proceedings．　D：Control　Theory　and　Applications．

　IEE　Proceedings．　E：Computers　and　Digital　Techniques．

　IEE　Proceedings．　F：Communications，　Radar　and　Signal　Processing．

　IEE　Proceedings．　G：Electronic　Circuits　and　Systems．
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IEE　Proceedings．　H：Microwave，　Optics　and　Antennas．

IEE　Proceedings．1：Solid　State　and　Electron　Devices．

IEEE　Circuits＆Systems　Magazine．

IEEE　Communications　Magazine．

IEEE　Computer　Graphics＆Application．

IEEE　Computer　Magazine．

IEEE　Control　System　Magazine．

IEEE　Design＆Test　of　Computer　Magazine．

IEEE　EIectron　Device　Letter．

IEEE　Engineering　Management　Review．

IEEE　Engineering　in　Medicine＆Biology．

IEEE　Journal　of　Lightwave　Technology．

IEEE　Journal　of　Oceanic　Engineering．

IEEE　Journal　of　Quantum　Electronics．

IEEE　Journal　of　Solid　State　Circuits．

IEEE　Micro　Magazine．

IEEE　Power　Engineering　Review．

IEEE　Software　Magazine．

IEEE　Spectr㎜．

IEEE　Technical　Activity　Guide．

IEEE　Technology＆Society．

IEEE　Transactions　on　Acoustics，　Speech，　and　Signal　Processing．

IEEE　Transactions　on　Aerospace＆Electronic　Systems．

IEEE　Transactions　on　Antennas　and　Propagation．

IEEE　Transactions　on　Automatic　Control．

IEEE　Transactions　on　Biomedical　Engineering．

IEEE　Transactions　on　Broadcasting．

IEEE　Transactions　on　Circuits　and　Systems．

IEEE　Transactions　on　Communications．

IEEE　Transactions　on　Components，　Hybrids，　and　Manufacturing　Technology．

IEEE　Transactions　on　Computers．

IEEE　Transactions　on　Computer－Aided　Design　of　Integrated　Circuits＆Systems．

IEEE　Transactions　on　Consumer　Electronics．

IEEE　Transactions　on　Education．

IEEE　Transactions　on　Electrical　Insulation．

IEEE　Transactions　on　Electromagnetic　Compatibility．

IEEE　Transactions　on　Electron　Devices．

IEEE　Transactions　on　Engineering　Management．

IEEE　Transactions　on　Geoscience＆Remote　Sensing．

IEEE　Transactions　on　Industrial　Electronics．

IEEE　Transactions　on　Industry　Applications．
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　　IEEE　Transactions　on　Information　Theory．

　　IEEE　Transactions　on　Instrumentation　and　Measurement．

　　IEEE　Transactions　on　Magnetics．

　　IEEE　Transactions　on　Medical　Imaging．

　　IEEE　Transactions　on　Microwave　Theory＆Techniques．

　　IEEE　Transactions　on　Nuclear　Science．

　　IEEE　Transactions　on　Pattern　Analysis　and　Machine　Intelligence．

　　IEEE　Transactions　on　Plasma　Science．

　　IEEE　Transactions　on　Power　Apparatus　and　Systems．

　　IEEE　Transactions　on　Professional　Communication．

　　IEEE　Transactions　on　Reliability．

　　IEEE　Transactions　on　Selected　Areas　in　Communications．

　　IEEE　Transactions　on　Software　Engineering．

　　IEEE　Transactions　on　Sonic　and　Ultrasonics．

　　IEEE　Transactions　on　Systems，　Man，　and　Cybernetics．

　　IEEE　Transactions　on　Vehicular　Technology．

　　IMA　Journal　of　ApPlied　Mathematics．

　　IMA　Journal　of　Numerical　Analysis．

　　Infrared　Physics．

　　Ingenieur－Archiv．

　　Interavia．

　　International　Aerospace　Abstracts．

　　International　Journal　of　Ambient　Energy．

　　International　Journal　of　Chemical　Kinetics．

　　International　Journal　of　Control．

　　International　Journal　of　Energy　System．

　　International　Journal　of　Heat＆Mass　Transfer．

　　International　Journal　of　Infrared　and　Millmeter　Waves．

　　International　Journal　of　Mass　Spectrometry＆Ion　Physics．

　　International　Journal　of　Non－Linear　Mechanics．

　　International　Journal　of　Numerical　Methods　in　Engineering．

International　Journal　of　Numerical　Methods　in　Fluids．

　　International　Journal　of　Quantum　Chemistry．

　International　Journal　of　Quantum　Chemistry．　Symposi㎜．

　International　Journal　of　Remote　Sensing．

　International　Metals　Reviews．

　JETP　Letters．

　Journal　of　the　Acoustical　Society　of　America．

　Joumal　of　Aircraft．

Joumal　of　the　American　Ceramic　Society．

　Joumal　of　the　American　Chemical　Society．
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Journal　of　Applied　Mathematics＆Mechanics．

Joumal　of　Applied　Physics．

Journal　of　Applied　Polymer　Science．

Joumal　of　the　Astronautical　Sciences．

Journal　of　the　Atmospheric　Sciences．

Journal　of　the　Atmospheric＆Terrestrial　Physics．

Joumal　of　the　British　Interplanetary　Society．

Joumal　of　Chemical　Physics．

Joumal　of　Climate　and　Applied　Meteology．

Joumal　of　Colloid＆Interface　Science．

Journal　of　Composite　Materials．

Jou］mal　of　Computational　Physics．

Joumal　of　Crystal　Growth．

Joumal　of　the　Electrochemical　Society．

Joumal　of　Engineering　Mathematics．

Journal　of　Environmental　Science．

Joumal　of　Fluid　Mechanics．

Joumal　of　Fusion　Energy．

Journal　of　Geophysica1　Research．　A

Journal　of　Geophysical　Research．　B

Joumal　of　Geophysical　Research．　C

Journal　of　Geophysical　Research．　D

Journal　of　Guidance＆Control　and　Dynamics．

Journal　of　Institute　of　Energy．

Joumal　of　the　Less－Common　Metals．

Journal　of　Materials　Science．

Journal　of　Materials　Science　Letters．

Joumal　of　Mathematical　Analysis＆ApPlications．

Journal　of　Mathematical　Physics．

Joumal　of　the　Mechanics＆Physics　of　Solids．

Journal　of　Metals．

Journal　of　Molecular　Biology．

Journal　of　Molecular　Evolution．

Joumal　of　Molecular　Spectroscopy．

Joumal　of　Non－Crystalline　Solids．

Joumal　of　the　Optical　Society　of　America．

Joumal　of　Optimization　Theory＆Applications，

Joumal　of　Physica1＆Chemical　Reference　Data．

Journal　of　Physical　Chemistry．

Journal　of　Physics．　Section　A：Mathematical＆General．

Joumal　of　Physics．　Section　B：Atomic＆Molecular　Physics．
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Joumal　of　Physics．　Section　C：Solid　State　Physics．

Joumal　of　Physics．　Section　D：Applied　Physics．

　Joumal　of　Physics，　Section　E：Journal　of　Scientific　Instrurnents．

Joumal　of　Physics．　Section　F：Metal　Physics．

Joumal　of　Physics．　Section　G：Nuclear　Physics．

Joumal　de　Physique．

　Joumal　de　Physique　Letters．

Joumal　de　Physique．　Revue　de　Physique　Applique．

Joumal　de　Physique．　Supplement．（Colloque）

Joumal　of　Plasma　Physics．

Joumal　of　Propulsion　and　Power．

Joumal　of　Quantitative　Spectroscopy＆Radiative　Transfer．

Joumal　of　Research　of　the　National　Bureau　of　Standards．

Joumal　of　Sound＆Vibration．

Joumal　of　Spacecraft＆Rockets．

Journal　of　Vacuum　Science＆Technology．　A

Joumal　of　Vacuum　Science＆Technology．　B

Management　Science．

Materials　Science＆Engineering．

Mathematical　Proceedings　of　the　Cambridge　Philosophical　Society．

Metal　Science．

Metallograghy．

Metallurgical　Transactions．　A．

Metals　Abstracts．

Metals　Abstracts．　Index．

Metals　Technology．

Meteoritics．

Microelectronics　Joumal．

Microelectronics＆Reliability．

Microwave　Journal．

Molecular　Physics．

Monthly　Notice　of　the　Royal　Astronomical　Society．

Moon＆the　Planets．

National　Geograhic　Magazine．

　Nature．

　Naturwissenschaften．

　Nuclear　Fusion．

Nuclear　Instruments＆Methods　in　Physical　Research．

　Nuclear　News．

　Nuclear　Safety．

　Nucleic　Acids　Research．
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　The　Observatory，

　　L’Onde　Electrique．

　Optical　Engineering．

　Optics＆SpectroscoPy．

　Optimal　Control　Applications＆Methods．

　Origin　of　Life．

　　Philips　Journal　of　Research．

　　Philosophical　Magazine．　Pt．　A．

　　Philosophical　Magazine．　Pt．　B．

　　Phiosophical　Transactions　of　the　Royal　Society．　Ser．　A：Mathematical＆Physical

Science．

　　Photogrammetric　Engineering＆Remote　Sensing．

　　Physica．　Section　A：Theoretica1＆Statistical　Physics．

　　Physica．　Section　B十C（B：Low　Temperature＆Solid　Sate　Physics．　C：Atomic，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Molecular＆Plasma　Physics　Optics）

　　Physica．　Section　D：Nonlinear　Phenomena．

　　Physica　Scripta．

　　Physica　Status　Solidi．　Section　A：Applied　Research．

　　Physica　Status　Solidi．　Section　B：Basic　Research．

　　Physical　Review．　A：General　Physics．

　　Physical　Review．　B：Solid　State．

　　Physical　Review．　C：Nuclear　Physics．

　　Physical　Review．　D：Particles＆Fields．

　　Physical　Review．　Index．

　　Physical　Review．　Letters．

　　Physics　of　Fluids．

　　Physics　Letters．　Section　A．

　　Physics　Letters．　Section　B．

　　Physics　of　Metals＆Metallograghy，　USSR．

　　Physics　Reports．

　　Physics　Today．

　　Planetary＆Space　Science．

　　Plasma　Physics．

　　Proceedings　of　American　Society　of　Civil　Engineers．　Stuctural　Division　Journal．

　　Proceedings　of　the　IEEE．

　　Proceedings　of　the　N　ational　Academy　of　Science．（USA）

　　Proceedings　of　the　Royal　Society　of　London．　Ser．　A：Mathematical＆Physical

　　　Science．

　　Proceedings　of　the　Society　for　Experimental　Stress　Analysis．

　　Progress　in　Aerospace　Sciences．

　　Propellants＆Explosives．
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　　Publication　of　Astronomical　Society　of　Pacific．

　　The　Quarterly　Journal　of　Meclanics＆ApPlied　Mathematics．

　　RCA　Review．

　　Radio＆Electronic　Engineer．

　　Radio　Science．

　　La　Recherche　A6rospatialle．

　　Reinforced　Plastics．

　　Remote　Sensing　of　Environment．

　　Reports　on　Progress　in　Physics．

　　Review　of　Scientific　Instruments．

　　Reviews　of　Geophysics＆Space　Physics．

　　Reviews　of　Modern　Physics．

　　Revue　de　Physique　Appliquee．

Revue　Roumanine　de　Mathematiques　Pures　de　Appliquees．

　　Rubber　Chemistry＆Technology．

　　SIAM　Journal　on　Contro1＆Optimization．

　　Science．

　　Science　Abstracts．　Series　A：Physics　Abstracts．

　　Science　Abstracts．　Series　B：Electrica1＆Electronics　Abstracts．

　　Science　News．

　　Scientific　American．

　　Scientific＆Technical　Aerospace　Reports．

　　Scripta　Metallurgica．

　　Shock　and　Vibration　Digest．

　　Simulation．

　　Sky＆Telescope．

　　Solar　Energy．

　　Solar　Physics．

　Solar　Systemes　Research．　USSR．

　Solid－State　Electronics．

　Sound＆Vibration．

　Soviet　Astronomy．

　Soviet　Journal　of　Plasma　Physics．

　Soviet　Physics．　Acoustics．

　Soviet　Physics．　Doklady．

　Soviet　Physics．　JETP．

　Soviet　Physics．　Solid　State．

　Soviet　Physics．　Technical　Physics．

　Soviet　Physics．　Uspekhi．

　Space　Science　Review．

　Space　Solar　Power　Review．
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Spaceflight．

Studia　Geophysica　et　Geodaetica．

Studii　si　Cerdetari　Mathematics．

Surface　Science．

Surface　Science　Report，

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　A　Journal　of　Engineering　for　Power．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　B　Joumal　of　Engineering　for　Industry．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　C　Journal　of　Heat　Transfer．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　E　Journal　of　Applied　Mechanics．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．F　Journal　of　Lubrication　Technology．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　G　Journal　of　Dynamic　Systems，　Measurement

　　Control．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　H　Journal　of　Engineering　Materials　and　Technol－

　　ogy．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　I　Journal　of　Fluids　Engineering．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　J　Journal　of　Pressure　Vessel　Technology．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　K　Journal　of　Biomechanical　Engineering．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　L　Journal　of　Mechanical　Design．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　M　Journal　of　Energy　Resources　Technology．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　N　Journal　of　Solar　Energy　Engineering．

Trends　in　Biochemical　Sciece．

Umschau　in　Wissenschaft　und　Technik．

VDI　Forschungsheft．

Vacuum．

Vectors．

WMO　Bulletin．

Zeitschrift　fUr　Angewandte　Mathematik　und　Mechanik．

Ueitschrift　fUr　Angewandte　Mathematik　und　Physik．

Ueitschrift　fifr　Flugwissenschaften　und　Weltraumforschung．

Zeitschrift　fur　Naturforschung．　Teil　A：Europhysics　Journal．

Zeitschrift　fUr　Physik，　Section　A：Atoms＆Nuclei．

iv　国内学術雑誌

　　昭和61年2月末現在継続受入中の主な国内学術雑誌は下記のとおりである．

　　　電子技術

　　　電子科学

　　　電子通信学会誌

　　　電子通信学会論文誌

　　　電子材料

　　　エレクトロニクス

　　　学術月報

　　　情報処理
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科学

科学朝日

化学工業

化学と工業

機械の研究

金属

高分子論文集

固体物理

燃料協会誌

日本物理学会誌

日本複合材料学会誌

日本化学会誌

日本機械学会論文誌、

日本金属学会報

日本金属学会誌

日本航空宇宙学会誌

ニュートン

応用物理

真空

有機合成化学協会誌

Bulletin　of　the　Chemical　Society　of　Japan．

Bulletin　of　the　JSME．

Chemistry　Letters．

JIS（A，　C，　G，　H，　K各部門）

Japanese　Journal　of　ApPlied　Physics．（Pt．1＆2）

Journal　of　the　Physical　Society　of　Japan．

Progress　of　Theoretical　Physics．

Publication　of　the　Astronomical　Society　of　Japan．

Transactions　of　the　Japan　Institute　of　Metals．
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III教育活動

1．大学院

　国立大学共同利用機関として大学院教育協力実施規則に基づいて教授及び助教授が大学

院学生の研究指導にあたっている．

　なお，本表は本所の教官が東京大学大学院理学系研究科並びに工学系研究科の学生を前

記規則施行前より研究指導を担当していたものを引続き指導しているものである．

　また，前記規則に基づいて受入れた大学院受託学生は，理学系研究科9名，工学系研究

科7名である．

研究科 専攻科目 課程 人員

工学系研究科 航　空　学 修士課程 20

工学系研究科 航　空　学 博士課程 16

工学系研究科 電気工学 修士課程 1

工学系研究科 電気工学 博士課程 1

工学系研究科 電子工学 修士課程 5

工学系研究科 電子工学 博士課程 1

工学系研究科 金属材料学 修士課程 1

工学系研究科 金属材料学 博士課程 1

工学系研究科 反応化学 修士課程 1

工学系研究科 反応化学 博士課程 1

理学系研究科 物理学 修士課程 9

理学系研究科 物理学 博士課程 8

理学系研究科 地球物理学 修士課程 1

理学系研究科 地球物理学 博士課程 4

計 70

2．受託研究員

　大学卒業または同程度以上の学力をもつ者に対し，文部省受託研究員制度実施要項に基

づき，民間会社等に勤務する技術者の一層の技術向上をはかることを目的として実施され

ているもので，60年度に受け入れ指導を行ったのは次のとおりである．

受託研究員　9名

受け入れ会社名

日産自動車㈱中央研究所，㈱日本科学技術研究所，日本飛行機㈱，日本無線㈱，川崎重工

業㈱，日立造船㈱技術研究所，旭化成工業㈱，日本アイ・ピー・エム㈱
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IV　研究成果の発表の状況

1．刊行物

　本所の研究成果は，英文で書かれるThe　Institute　of　Space　and　Astronautical　Science

Report（ISAS　Report）ならびに和文で書かれる「宇宙科学研究所報告」として不定期に刊

行される．なお，ISAS　ReportはReport　of　the　Institute　of　Space　and　Aeronautical

Science，　University　of　Tokyoのナンバーを継承している．また別にISAS　Research　N　ote

を印刷配布している．

　　　　　　　　　　　　　　　宇宙科学研究所報告

　　　　　　　　　　　　　　　（1985／1～1986／3）

第24号（1985年3月）山上隆正：宇宙ガンマ線バースト

第25号（1985年3月）川村静児・平尾淳一・河島信樹：レーザー干渉計による重力波検出

第26号（1985年5月）小林康徳・野村洋志・小松高広：ヒートパイプ熱サイクルとその熱

　　　　　　　　　機関

第27号（1985年7月）長野　勇・満保正喜・深見哲男・外村雅治：K－9M－72号機による下

　　　　　　　　　部電離層中の衝突回数の推定

第28号（1985年11月）倉谷健治：固体ロケットモータの内圧振動

第29号（1985年11月）久保治也・酒井　均・堤　真：CO2濃度及びCO2炭素の同位体比の航

　　　　　　　　　空機サンプリングによる観測

第30号（1985年12月）鈴木一明・池上　健・井上　一・小山勝二・松岡　勝・大橋隆哉・

　　　　　　　　　田中靖郎・和気　泉：「天馬」搭載螢光比例計数管の特性

第31号（1985年12月）柳町朋樹：宇宙線中の超重核の観測

第32号（1986年3月）二宮敬度・広川英治・周東晃四郎・村中昇・卯尾匡史・小笠原雅弘・

　　　　　　　　　青木星子：Nxさきがけ（1985－001－A）”および“すいせい（1985－073－

　　　　　　　　　A）”の姿勢決定

第33号（1986年3月）二宮敬慶・上杉邦憲・川口淳一郎・横田博樹・村中　昇・滑　孝和・

　　　　　　　　　北出賢二・小笠原雅弘・木村雅文・土橋雅之：NNさきがけ（1985－001

　　　　　　　　　－A）”およびNXすいせい（1985－073－A）”の姿勢・軌道制御

第34号（1986年3月）林友直・升本喜就・川口正竣：“さきがけ（1985－001－A）”および

　　　　　　　　　NNすいせい（1985－073－A）”のデスパンアンテナ制御系

第35号（1986年3月）竹内端夫・関口　豊・瀬尾基治・栄楽正光・豊留法文・冨田弘一郎：

　　　　　　　　　ハレー彗星光学実験班報告（その1）

第36号（1986年3月）林　友直・大島耕一・橋本正之・大島　勉・徳永好志・北山尚男：

　　　　　　　　　宇宙環境試験装置

特集第12号（宇宙観測研究報告）（1985年3月）

　　　　　　　　　平尾邦雄：序文

　　　　　　　　　鈴木勝久・小川利紘・門倉真二：科学衛星「大空」による中間紫外

　　　　　　　　　線大気散乱光観測
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　　　　　　　　　　松崎章好・伊藤富造・中村良治：科学衛星「大空」（EXOS－C）によ

　　　　　　　　　　る大気周縁赤外分光観測（LAS）一中層大気に於けるH20，　CO2，

　　　　　　　　　　03，CH4，　N20及びエアロゾルの低緯度分布

　　　　　　　　　　向井利典・賀谷信幸・久保治也・松本治弥・伊藤富造・平尾邦雄：

　　　　　　　　　　「大空」による低エネルギー荷電粒子の観測

　　　　　　　　　　永田勝明・河野　毅・村上浩之・中本　淳・長谷部信行・竹中哲喜・

　　　　　　　　　　菊地　順・道家忠義：「大空」による高エネルギー粒子観測

　　　　　　　　　　大家　寛・森岡　昭：地球周辺プラズマ波動の総合的観測一EXOS－

　　　　　　　　　　C（おおそら）に搭載されたPPS観測の結果

　　　　　　　　　　小原隆博・大家　寛・森岡　昭：科学衛星EXOS－C（OHZORA）PPS

　　　　　　　　　　によるトップサイドサウディング

　　　　　　　　　　赤井和憲・河島信樹：科学衛星JIKIKENにおける電子ビーム放出

　　　　　　　　　　実験

　　　　　　　　　　雨宮　宏・小山孝一郎・平尾邦雄：電離層熱的電子エネルギー分布

　　　　　　　　　　の非マクスウェル特性（S－310－14号機による観測結果）

　　　　　　　　　　佐々木進・長井孝・提井信力・河島信樹：プラズマ中における起

　　　　　　　　　　電力体の電位に関する実験的研究

　　　　　　　　　　高橋邦明・佐々木進・河島信樹・百々太郎・加藤義幸・提井信力：

　　　　　　　　　　電子ビームによる中性気体の放電現象

　　　　　　　　　　宮本重徳・奥村由治・常深　博・高橋一道・吉崎博文・中川道夫：

　　　　　　　　　　低バックグランド比例計数管の開発

　　　　　　　　　　高岸邦夫・松岡　勝・太田　誠・前　孝司・面高俊宏：固体撮像素

　　　　　　　　　　子（CCD）による光学望遠鏡受光装置

　　　　　　　　　　小川原嘉明・満田和久：“てんま”の星姿勢計とそれを用いた姿勢

　　　　　　　　　　決定

特集第13号（大気球研究報告）（1985年8月）

　　　　　　　　　　西村　純：序　　文

　　　　　　　　　　西村純：ヘリウムガスの浮力推定

　　　　　　　　　　岡部選司・狛　　豊・藤井正美・西村　純：機上処理によるオート

　　　　　　　　　　レベルコントロール

　　　　　　　　　　太田茂雄・西村　純・広沢春任・山上隆正：アルゴスシステムの気

　　　　　　　　　　球利用試験

　　　　　　　　　　山中大学：水平飛翔気球追尾による内部重力波の観測

　　　　　　　　　　吉田篤正・藤井正美・西村　純・小林　正・平良俊雄・白井達也・

　　　　　　　　　　立山暢人・鳥居祥二・会津英子・野村良志子・数野美つ子・西尾昭

　　　　　　　　　　男：スクリーン・タイプX線フィルムによるシャワーの検出

　　　　　　　　　　野村良志子・藤井正美・西村　純：高エネルギー電子の銀河内伝播

　　　　　　　　　　佐藤禎宏・島田悦男・太田　周・田阪茂樹・田中慎一郎・杉本久彦・

　　　　　　　　　　平良邦夫・立山暢人：エマルションチェンバーによる宇宙線鉄核ス

　　　　　　　　　　ペクトルの観測

　　　　　　　　　　深田　豊・葉田野義和・小林行泰・近藤一郎・宮島光弘・野間元作・
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　　　　　　　　　　尾田汎史・斉藤威・桜井敬久：高エネルギー一次宇宙線重粒子の

　　　　　　　　　　観測一HECRO　81テレスコープによる測定一

　　　　　　　　　　中川道夫・桜井敬久・内田正美・山内　誠：気球によるCygX－1の

　　　　　　　　　　時間変動の観測

　　　　　　　　　　舞原俊憲・水谷耕平・広本宜久・高見英樹・長谷川博一：インドネ

　　　　　　　　　　シア日食気球による太陽近傍のダスト雲の熱輻射と偏光の観測

　　　　　　　　　　早川幸男・小泉　裕・松本敏雄・村上　浩・野口邦男・J．A．　Thomas：

　　　　　　　　　　銀河中心部の近赤外気球観測

特集第14号（宇宙観測研究報告）（1986年3月）

　　　　　　　　　　大林　辰蔵：序　文

　　　　　　　　　　小山孝一郎・阿部琢美：、おおそら”による電子温度異方性の測定

　　　　　　　　　　（1）

　　　　　　　　　　永田勝明・近藤博章：南大西洋地磁気異常帯の高エネルギー電子，

　　　　　　　　　　陽子のエネルギー分布

　　　　　　　　　　湯元清文・小山孝一郎・斉藤尚生・平尾邦雄・平野孝文・中川朋子：

　　　　　　　　　　「さきがけ」で観測された磁気嵐性惑星空間擾乱

　　　　　　　　　　中川朋子・斉藤尚生・湯元清文：「さきがけ」によって観測された

　　　　　　　　　　太陽風磁気不連続の特性

　　　　　　　　　　向井利典・三宅　亘・寺沢敏夫・平尾邦雄：「すいせい」（PLANET

　　　　　　　　　　－A）による太陽風イオン観測

　　　　　　　　　　雨宮　宏・小山孝一郎・平尾邦雄：S－520－7号ロケットによるスポラ

　　　　　　　　　　ディックE層熱的電子のエネルギー分布観測

　　　　　　　　　　河合良信・末次祐介・中村寿年・中村良治：ヘリカル型リジターノ

　　　　　　　　　　コイルによる大直径磁化プラズマの生成

lSAS　Research　Note

　（1985／1～1986／3）

No．276

No．277

No．278

No．279

No．280

No．281

No．282

No．283

No．284
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T．Yanoto　et　a1：Condensation　of　Ice　Particles　in　the　Vicenity　of
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Y．Kobayashi：AConcept　of　Fluid　Dynamic　Heat　Rejecting　System　for　Large　Scale

　　Space　Station，　AIAA　Paper　85－1051，　June（1985）

T．Matsumoto　and　Y．Kobayashi：Two－D㎞ensional　Condensing　Vapor　Flow　in　the

　　Enclosure　AIAA　Paper　85－1046，　June（1985）

小林康徳：ヒートパイプ熱機関の実用化に向けて　化学と工業（日本化学会誌），39，

　　2　（1986／2）　115－117

小林康徳：ヒートパイプ熱サイクルとその熱機関，日本機械学会論文集，474（1986／2）
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（2）国内講演会，シンポジウム

太陽系プラズマ研究系

山足公也，橋本弘蔵，木村磐根：赤道域での静電波の伝搬特性の解析，第77回日本地球電

　　気磁気学会講演予稿1－53，（1985／4）

樋口浩司，木村磐根，橋本弘蔵，佐藤夏雄，利根川豊：日本基地におけるVLF放射強度の

　　曜日依存性，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿1－58，（1985／4）

深尾昌一郎，木村磐根，若杉耕一郎，佐藤　亨，津田敏隆，加藤　進：MUレーダーによ

　　る乱流構造定数の一測定法，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿II－48，（1985／4）

佐藤　亨，深尾昌一郎，森本茂樹，稲葉基之，木村磐根，加藤　進：MUレーダによる対

　　流圏・下部成層圏乱流の観測，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿II－53，（1985／

　　4）

松尾敏郎，木村磐根：磁気圏プラズマ中のVLF伝搬，第78回日本地球電気磁気学会講演

　　予稿II－5，（1985／10）

山足公也，橋本弘蔵，木村磐根：磁気赤道域での静電波の三次元Ray　tracing，第78回日

　　本地球電気磁気学会講演予稿II－43，（1985／10）

深尾昌一郎，木村磐根，佐藤　亨，津田敏隆，加藤　進：大型レーダーによる水平運動量

　　の鉛直フラックスの推定法，第78回日本地球電気磁気学会講演予稿II　－32，（1985／10）

稲葉基之，深尾昌一郎，木村磐根，佐藤　亨，津田敏隆，加藤　進：MUレーダーによる

　　上部対流圏における水平運動の鉛直フラックスの観測，第78回日本地球電気磁気学会

　　講演予稿II－33，（1985／10）

松本浩昌，深尾昌一郎，木村磐根，佐藤　亨，津田敏隆，加藤　進：MUレーダーによる

　　上部対流圏大気乱流の観測，第78回日本地球電気磁気学会講演予稿II－38，（1985／10）

伊藤敦夫，深尾昌一郎，木村磐根，佐藤　亨，加藤　進：MUレーダーにより観測された

　　風速及びエコーパワーの空間及び時間変化，第78回日本地球電気磁気学会講演予稿II

　　－39，　（1985／10）

樋口浩司，木村磐根，佐藤夏雄，松戸　孝：アイスランドにおける電力線放射と関連VLF

　　現象，第9回極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム予稿，（1986／2）53

松尾敏郎，木村磐根：電離層F層のVerticalな電子密度匂配のVLF電波伝搬に及ぼす影

　　響，第9回極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム予稿，（1986／2）69

木村磐根，樋口浩司，長野　勇：Full　wave法を用いた地上局信号の電離層上部における

　　電磁界強度分布図の計算法，第9回極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

　　予稿，（1986／2）70

山足公也，橋本弘蔵，木村磐根：電子サイクロトロン波のレイトレーシング，第9回極域

　　における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム予稿，（1986／2）72

斎藤尚生，湯元清文，平尾邦雄，青山　巌，瀬戸正弘：「さきがけ」の磁場観測から導か

　　れた太陽圏構造の変化，「太陽圏の構造とダイナミックス」シンポジウム論文集，名大

　　空電研

湯元清文，小山孝一郎，斎藤尚生，平尾邦雄，平野孝文，中川朋子：SAKIGAKEによって

　　観測された惑星間空間擾乱と地球磁気嵐との関連性について，「太陽の構造とダイナミ

　　ックス」シンポジウム論文集，名大空電研
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中川朋子，斎藤尚生，湯元清文：「さきがけ」による惑星間空間不連続の変動特性，「太陽

　　圏の構造とダイナミックス」シンポジウム論文集，名大空電研

惑星研究系

鈴木謙吉，赤井和憲，河島信樹，佐々木進，矢守　章，宮武貞夫，大林辰蔵：SEPAC実験

　　の電子ビームによる波動励起，第77回地球電磁気学会講演会，（1985／4）

窪田伸治，佐々木進，河島信樹，栗木恭一，柳沢正久，大林辰蔵，宮武貞夫：SEPAC実験

　　での中性ガス放射にともなうプラズマ現象，第77回地球電磁気学会講演会，（1985／4）

佐々木進，河島信樹，栗木恭一，柳沢正久，大林辰蔵，窪田伸治：SEPAC実験で観測され

　　たビームプラズマ放電現象の解析結果，第77回地球電磁気学会講演会，（1985／4）

佐々木進，河島信樹，栗木恭一，柳沢正久，大林辰蔵：SEPAC実験で観測された臨界速度

　　放電現象の解析結果，第77回地球電磁気学会講演会，（1985／4）

察　東生，佐々木進，阿部寛治：SEPAC実験で観測されたELF振動の解析，第78回地球

　　電磁気学会講演会，（1985／10）

佐々木進，小山孝一郎，河島信樹，平尾邦雄，大林辰蔵，John　Raitt，　R．　Williamson：日

　　米共同テザー実験で得られた科学成果，第78回地球電磁気学会講演会，（1985／10）

大家　寛，森岡　昭，三宅　亘：惑星間空間のプラズマ波動観測一彗星探査機「さきがけ」

　　によるプラズマ波動観測，第77回日本地球電磁気学会講演予稿集，（1985／4）85

青山隆司，大家　寛：鋭い下限周波数を持つType　IIIバースト，第77回日本地球電磁気学

　　会講演予稿集，（1985／4）92

大家　寛，森岡　昭，賀谷信幸，向井利典，小原隆博：極域電離層レベルにおける波動粒

　　子相互作用，第77回日本地球電磁気学会講演予稿集，（1985／4）26

大家　寛：High　Electron　Density　Condition　Produced　by　Precipitating　Electrons　in

　　Polar　Region　of　Jovian　Ionosphere，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿集，

　　（1985／4）103

森岡　昭，大家　寛：Exos－cデータから同定されるvLF　Hissの起源，第77回日本地

　　球電気磁気学会講i演予稿集，（1985／4）31

渡部重十，高橋忠利，大家　寛：EXOS－C（おおそら）NEIによって観測された電子密度

　　の不規則構造の出現分布，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／4）33

小原隆博，大家　寛：EXOS－C（おおそら）により観測された極域電離層のプラズマ構造

　　と波動粒子相互作用，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／4）34

高橋忠利，渡部重十，大家　寛，渡辺勇三：Dayside　Cusp領域における上部電離層の擾乱，

　　第77回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／4）35

柴田耕志，大家　寛：太陽系における角運動量の輸送について，第77回日本地球電気磁気

　　学会講i演予稿集，（1985／4）186

渡部重十，大家　寛：プラズマ・バブル問の相互作用について一「ひのとり」による観測

　　とプラズマバブルシミュレーションの比較一，第77回日本地球電気磁気学会講演予稿

　　集，（1985／4）44

三宅　亘，森岡　昭，大家　寛：「さきがけ」で観測された太陽風中のプラズマ振動，第

　　78回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）4

徳丸宗利，大家　寛，森岡　昭，近藤　実：木星デカメータ電波出現頻度にみられる長周
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　　期変動のシミュレーション，第78回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）12

永井智広，大家　寛，森岡　昭：広帯域偏波計を用いた木星デカメータ電波の観測，第78

　　回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）13

大家　寛，森岡　昭，飯島雅英：デカメータ波パルサーの存在とブラックホールの可能性，

　　第78回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）15

小原隆博，大家　寛：EXOS－C（おおそら）衛星によって観測される極域プラズマ擾乱，

　　第78回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）42

高橋忠利，大家　寛，渡部重十：低緯度上部電離層擾乱一Hinotoriによる観測結果とその

　　解釈一，第78回日本地球電気磁気学会，（1985／10）49

渡部重十，大家　寛，高橋忠利，国武　学：中・低緯度における電離層電子密度の不規則

　　構i造の観測，第78回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）52

高橋忠利，大家　寛，森岡　昭：AKRスペクトルの微細構造，第78回日本地球電気磁気

　　学会講i演予稿集，（1985／10）62

森岡昭，大家寛：EXOS－C衛星によって観測されるLHRバンドエミッション，第78

　　回日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）63

飯島雅英，大家　寛：Cavity内での静電波の励起とAKRのHigher　Harmonics，第78回

　　日本地球電気磁気学会講演予稿集，（1985／10）61

大家　寛，森岡　昭，飯島雅英：デカメータ波パルサーとブラックホール，日本天文学会

　　昭和60年秋季年会

大家　寛：地球周辺のプラズマ波動現象の宇宙現象理解への応用について，天体プラズマ

　　中の高エネルギー粒子生成機構研究会，（1985／11）

小原隆博，大家　寛：ESCH波動fqnと磁気圏プラズマ対流，天体プラズマ中の高エネル

　　ギー粒子生成機構研究会，（1985／11）

飯島雅英，大家　寛：ESCH波動の励起とAKR，天体プラズマ中の高エネルギー粒子生成

　　機構研究会，（1985／11）

高橋忠利，大家　寛，森岡　昭：オーロラ形態と電子密度，極域における電離圏磁気圏総

　　合観測シンポジウム，（1986／2）15

小原隆博，大家　寛：大空（EXOS－C）PPSにより検出された極冠域大規模プラズマホー

　　ル，極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム，（1986／2）18

渡部重十，大家　寛，高橋忠利，渡辺勇三：極域電離層で観測される電子密度の不規則構

　　造一EXOS－C（おおそら）NEIによる観測結果一，極域における電離圏磁気圏総合観

　　測シンポジウム，（1986／2）19

森岡　昭，大家　寛：LHR　noise－band　emissionの特性と放射メカニズム，極域における

　　電離圏磁気圏総合観測シンポジウム，（1986／2）22

共通基礎研究系

市川行和，崎本一博：電子衝突によるイオンの励起III炭素様イオン，日本物理学会春の

　　年会講演予稿集，（1985／4）19

崎本一博：イオン分子反応のLangevin速度係数，日本物理学会春の年会講演予稿集，

　　（1985／4）20

和田尚志，高柳和夫：極性分子の衝突における回転エネルギー移行，日本物理学会春の年
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　　会講i演予稿集，（1985／4）20

市村　淳，高柳和夫：極性分子間の共鳴的振動エネルギー移行過程，日本物理学会春の年

　　会講i演予稿集，（1985／4）21

山口知子：低エネルギーイオン・He衝突における電荷移行過程II，日本物理学会春の年会

　　講演予稿集，（1985／4）23

市村　淳：原子過程の時間と核反応時間（理論），日本物理学会春の年会講演予稿集，（1985／

　　4）

（早石達司），市川行和，（伊藤　陽，小泉哲夫，長田哲夫，村上純一，佐藤幸紀，柴田裕実，

　　J．B．　West，柳下　明，吉野益弘）：Srの4p－4　d共鳴付近での光イオン化，日本物理

　　学会春の年会講演予稿集，（1985／4）

山口　知子：低エネルギーイオン・He衝突における電荷移行過程III，日本物理学会秋の分

　　科会講演予稿集，（1985／10）51

崎本一博：電子・イオン衝突における電場の影響，日本物理学会秋の分科会講演予稿集，

　　（1985／10）51

中村正人：分子衝突におけるRotational　Rainbow，日本物理学会秋の分科会講…演予稿集，

　　（1985／10）52

恩田邦蔵：低エネルギー電子衝突におけるSiO分子の振動励起，日本物理学会秋の分科会

　　講演予稿集，（1985／10）

和田尚志，高柳和夫：極性分子の衝突における回転エネルギー移行II，日本物理学会秋の

　　分科会講演予稿集，（1985／10）52

市村　淳，高柳和夫：極性分子間の共鳴的振動エネルギー移行過程II，日本物理学会秋の

　　分科会講演予稿集，（1985／10）53

（佐藤幸紀，柳下　明，吉野益弘，早石達司，長田哲夫），市川行和，（佐々木泰三，大上三

　　千男，秋山　登）：Si－L殼励起領域におけるシランの解離性光電離，　El本物理学会秋の

　　分科会講演予稿集，（1985／10）82

システム研究系

高野雅弘，伴　浩之：固体ロケット・モータのアルミ生成物の挙動，第29回宇宙科学技術

　　連合講演会講演集，（1985）340

山下範夫（東大院），雛田元紀（宇宙研），辛島桂一（宇宙研），佐藤　清（宇宙研）：スパイク

　　およびステップの抵抗への影響，第29回宇宙科学技術連合講演会講演集，（1985／10）

　　156－157

雛i田元紀，村上卓司（日産），本田雅久（日産）：M－3SII－1号機の抵抗係数評価，第29回宇

　　宙科学技術連合講演会講i演集，（1985／10）158－159

雛田元紀，辛島桂一，佐藤　清，山下範夫：超音速パラシュート風洞実験，第29回宇宙科

　　学技術連合講演会講i演集，（1985／10）160－161

山下範夫，雛田元紀，辛島桂一：超音速におけるスパイク及びステップの効果について，

　　飛行体まわりの剥離流の解析シンポジウム，（1986／2）5－12

上杉邦憲，横田博樹：MUSES／GEOTAILの軌道設計，第26回宇宙科学技術連合講演会前

　　刷集，（1985／10）26－27
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宇宙輸送研究系

小口伯郎：ミクロからマクロにわたる空気力学，日本航空宇宙学会年会，（1985／4）

安部隆士：相対論的電子ビームにおけるラマン散乱とビーム加速，日本物理学会，（1985／

　　10）1PJ－12

安部隆士，小口伯郎：レーザー推進（定常型）の解析，宇宙科学技術連合講演会，（1985／

　　10）3E3

安部隆士，小口伯郎：ボルツマン方程式の内部流への応用，流体力学講演会，（1985／10）1

　　C－5

安部隆士，他：大迎角軸対称物体のフラットスピン非定常特性（II）抑止効果，流体力学

　　講演会，（1985／10）2B－13

辛島桂一，越岡康弘：高レイノルズ数流れの数値シミュレーション，日本航空宇宙学会第

　　17回流体力学講演会講演集

辛島桂一，佐藤　清：回収体形状物体の縦揺れ動安定特性，日本航空宇宙学会第17回流体

　　力学講演会講演集

宇宙推進研究系

山下雅道：宇宙基地の野菜工場，日本農業気象学会，農業施設学会セミナー「植物工場の

　　現状と将来」，（1985／11）東京

宇宙探査工学研究系

三浦公亮，古谷　寛，名取通弘：適応構造の概念とスペース・ステーションの基幹構造へ

　　の応用，宇宙ステーション講演会講i演集，（1985／4）140－141
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岡崎覚万，矢作寿男，佐藤　茂，小幡　章，酒巻正守，名取通弘，三浦公亮：コイラブル
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吉田　誠，名取通弘，三浦公亮：モデル化による2Dアレイの変形の解析，第27回構造強
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　　演会講演集，（1985／10）206－207
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山本和夫，田畑真毅，小泉孝之，藪内賀義，三浦公亮：VG－trussの1次元伸展機能モデル

　　の試作，第29回宇宙科学技術連合講i演会講演集，（1985／10）394－395

山本和夫，三浦公亮：柔軟性を考慮したVG－trussの2次元運動解析，第29回宇宙科学技
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　　科技連合講演会，1D15　134－5　10月
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林友直，大西晃他：サーマル・ルーバの飛翔評価，宇宙科技連合講演会，364－3653
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大西晃，林友直：宇宙用材料の紫外線による劣化，応用物理学会講演会，593aH－6
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林友直，大西晃他：ダブルビーム式黒体炉反射率計，熱物性シンポジウムB109

　　11月
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　　合全国大会講演，2604　7－110（1986／3）

林友直，中谷一郎，大家寛他：科学衛星搭載用データハンドリングユニット（DHU），

　　電子通信学会総合全国大会講演，（1986／3）
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　　第2回大型アンテナ利用ワークショップ／SLAM－12，（1986／2）

中谷一郎，大道寓男，古谷　章：レーザレーダ用4象限検出器，第29回宇宙科学技術連合

　　講演会，（1985／10）
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　　の応用，第29回宇宙科学技術連合講演会，1C1，（1985），74－77

二宮敬度，広川英治，村田　清，村中　昇，横田豊八，浜田明彦，卯尾匡史：EXOS－Dス

　　タースキャナーとこれを使用した姿勢決定，第29回宇宙科学技術連合講演会，2C8，

　　（1985），　256－257

二宮敬慶，村中　昇，卯尾匡史：“さきがけ”“すいせい”の精姿勢推定結果，第29回宇

　　宙科学技術連合講演会，2C10，（1985），260－261

二宮敬度，岡本俊夫，前田　健，栗井俊弘，石田利夫，古川　孝：慣性基準装置の雑音特

　　性測定結果，第29回宇宙科学技術連合講演会，2C11，（1985），262－263

二宮敬凄，中谷一郎，川口淳一郎，功刀　信，岡本俊夫，前田　健，栗井俊弘：EXOS－D

　　の長いワイヤアンテナを含む柔軟解析，第29回宇宙科学技術連合講演会，3C9，

　　（1985），　450－451
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上杉邦憲，二宮敬度，川口淳一郎，横田博樹，村中　昇，北出賢二，滑　秀和，卯尾匡史：

　　PLANET－A／MS－T　5姿勢・軌道制御，計測制御学会第2回宇宙航空の誘導制御シン
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林友直，二宮敬慶，池田雅彦，関達弘：科学衛星用バブルデータレコーダの開発，電

　　子通信学会宇宙・航行エレクトロニクス研究会資料，（1985），SANE－85－43

林友直，二宮敬慶，原田実，江口巌，升本喜就，南善成，鈴木祐二：科学衛星用
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　　制御学会第2回宇宙航空の誘導制御シンポジウム，（1985／12）
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　　価，第46回応用物理学会学術講演会，1p－ZF－8，（1985／10），744
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　　60年度電子通信学会総合全国大会講演論文集，（1985）641
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広沢春任，松坂幸彦，大塔光敏，中村宏生：植物からのマイクロ波後方散乱の測定，計測

　　自動制御学会第11回リモートセンシングシンポジウム資料，（1985）37－38
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●小田急線・東北沢駅から東南約500メートル
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